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　　　プロローグ




　中学三年の春。

　県大会出場者を決める、地区予選会でのことだったか。

　楕だ円えん形けいの陸上競技場の外──ウォームアップ用の小さなグラウンドサブトラツクに通じる道の途中、彼女はいた。

　見慣れない赤色のジャージを着る彼女は、その衣服同様に赤い布ぬの地じを大量に抱かかえながらヨタヨタ歩く。

　腕の中にあるそれは、恐おそらく同じ学校の生徒のジャージ数人分と思われる。

　ショートカットの黒い髪かみの毛。ただ、前髪はまぶたに掛かるくらいに長く、歩く振しん動どうの度たび、目を隠かくしたり明かしたりしている。

「ふぎっ」

　彼女が転んだ。抱えていたジャージが盛大にぶちまけられる。

　何も無い所で転んだ。道に凸おう凹とつがある訳わけでも段差がある訳でもないのに、彼女は前のめりに地面へ倒れていた。

「大丈夫……か？」

　ジャージを拾いつつ声を掛ける。

「あ、えと、その、大だい丈じよう夫ぶ」

　俺おれの顔を見るや否いなや、彼女は慌あわてた様よう子すで立ち上がり、着ていたジャージをパンパンはたいて汚よごれを落としてみせた。恥はずかしさからか顔が赤くなっている。

「サブトラックまで？」

　ジャージを拾いつつ、尋たずねた。

「そうだけど──って、わざわざいいよ！　悪いよ！」

「いや、こっちもちょうど行くところだったから」

　それに、あんな風にマンガのような転び方をする人を放っておけない。彼女にはジャージ一枚だけ渡し、残りは俺が抱え、二人並んで歩く。

「競技は？　なに出んの？」

　歩く途中で聞いてみた。

　彼女の上半身のジャージはファスナーが閉められておらず、その中からはゼッケンの付いたユニフォームが見え隠れしている。

　あとで競技プログラムを見れば、ゼッケン番号から学校名や名前、出場種目も割り出すことができるが、いちいち探すのも面倒だ。

「さっき終わったところ。１５００ｍ」

「この荷物は？」

　再度腕の中のジャージに目を落とす。

「うちのリレーメンバーの上着。もうすぐアップ終わるから、体冷やさないように持っていかないと」

「さっき競技が終わったばかりの人間がそれをするのか……他に誰だれかいなかったのかよ」

「いいの、半分マネージャーみたいなものだから」

　そう言って、彼女は首を横に振ふった。

「遅いんだよ、走るの。今回も最終学年だからって記念に出してもらったような感じだし。普段はこんな……雑ざつ用ようばっかりで、ね」

　申し訳わけなさそうに顔を俯うつむける彼女。段々と歩みが遅くなり、俺おれの後方へとずれていく。

　まあ、走った後とはいえ、何も無いところでずっこけるような人だ。さして運動神経も良くはないのだろう。

「走るの遅い人間が何でもやらなきゃいけない、って訳じゃないだろ」

「実際はそういうものじゃない？　少なくともうちはそういう雰囲気ある。走るの速い人は、遅い人のことなんて気にしたこともないかもしれないけど」

　彼女の方へ振り向くと、こちらに指を差していた。

「今日の男子１００ｍで見た。速かった」

「何で──」

　──知ってるんだ、と聞こうとしたら、彼女は自身の頭をトントンと指で小こ突づいてみせた。

「茶ちや髪ぱつは目立つから」

　確かに。俺も自分以外に髪かみが染そまっている人間をこの大会では見ていない。

「……速いったって、あくまで地区予選の話だろ。県大会では準決止まりだ」

「こっちはその地区予選止まりだし。それに、準決勝にすら進めない」

　彼女の背中が丸くなる。徐じよ々じよに俯いていく顔。

「自じ虐ぎやく的てきだな……」

「そんなこと言われたって……」

　唇くちびるを尖とがらせる彼女に対し、俺はどう声を掛けたものかと思し案あんする。

「もっと前見て歩いた方が良いぞ。地面ばっかり見てると飽あきるからな」

「……どういう意味？」

　ほんの少し顔を上げて、彼女は小首を傾かしげた。

「もっと胸を張れば良い、ってことだ」

　張れるほど大きくないかもしれないけどな、とは言わない。俺は別にこの出会いをぶち壊こわしたい訳じゃない。

「速い奴やつの真ま似ねすると、案あん外がい堂どう々どうとできるもんだぞ。着てるものとか、仕草とか、待ち時間の過ごし方とかさ。形から入るって言えば良いのか？　それが堂どうに入いってれば、傍はた目めには速そうだって思われるから得だ。相手が勝手にビビってくれる」

　もちろんそれで実際にタイムが良くなる訳わけでも決勝に残れるようになる訳でもない。ソースは俺おれ。あくまで気持ちの問題だ。

「でもそれ、結局は噓うそってことでしょ？」

「噓だろうが何だろうが、それで気持ちが楽になるんなら儲もうけもんだろ。それに、たとえ噓だって、時間が経たてば本当になることだってある」

　彼女の足が止まる。対する俺は、気にせずどんどん前に進もうとした。

「待って」

「どうした？」

「サブトラック、こっち」

　自身の目の前にある左折路を指差す彼女。対して俺は、悪びれずに答える。

「気付くかどうか試した」

　彼女は隠かくれ気味の目をぱちくりさせ、「本当？」と声に出さず視線のみで尋たずねてきた。

「──とまあ、こんな風に堂どう々どうとしてれば精神的にも楽だ。ちなみに今のは俺、マジで気付いてなかった」

「理り不ふ尽じんだよ……」

　と言うものの、彼女は小さく笑顔を見せていた。

　そんな彼女につられて、俺も笑いかけようとしたその直後、




「痛いってえ！」




　頭の中で星が飛ぶ。

　脳天に鈍どん痛つう。頭を押さえて痛みをなだめる。

　視界はそれまでの懐なつかしい風景ではなく、ホテルの一室の白いベッド。

　その上に寝そべり痛みに悶もだえている俺。

　そしてそのすぐ横──、同じベッドで横たわり、寝息を立てているのは来くる栖す麻ま央お。

　──何だこの状じよう況きよう。

「もう一発！　今度はクルス！」

「痛い！」

　目の前の来栖の額ひたいに、厚さ数センチの単行本が投げつけられた。

　ヒットすると同時に来栖の寝息が止やむ。代わりに「痛ったあ……」という涙なみだ声ごえ。両手で額を押さえてうずくまっていた。

「ニムさん！　何するんスか！」

　床ゆかに転がる二冊の本を確認すると、俺は隣のベッドに座る赤い髪かみの女に抗こう議ぎの意思表示をした。

「それはこっちのセリフよ！　あんたたちこそ寝てんじゃないっつーの！」

　そう返されて実感する。

　さっきまでの記き憶おくが夢だったこと。

　いや、夢と言っても、あれは確かに二年前に経験したことだ。

　もう今は陸上なんてやめていたが、あの頃ころは楽しかったなと妙みように感かん慨がい深い。

　──って、そうじゃなくて。

「何も本投げつけることないでしょーが！　単行本の角かどって痛いんスよ！」

「こっちが真ま面じ目めに本読んでたのに、すぐ横で寝られたら腹立つじゃないの」

　気に障さわったら粛せい清しゆくという直情的な文化。ここ未開の地ですか？

「もう、うるさいのですよ。何なのですか、まったく」

　壁かべ際ぎわにある小さな一人掛けテーブル。備え付けのイスに腰掛ける青い髪かみの少女が、読んでいた本を閉じてこちらに振ふり返った。

「聞いてよメル！　ニムってば、ひどいんだよ!?」

　おでこを赤くした来くる栖すが涙なみだ目めで少女に訴える。

「先せん輩ぱいがひどいのはいつものことですが……」

「ちょっと！　聞こえてるからね！」

　ニムさんが後こう輩はいを戒いましめる。ツインテールを揺ゆらす後輩は、ペロッと舌を出して場をやり過ごしていた。

「だって腹立つじゃない。何か静かになったなと思ったら、二人同じベッドの上で一いつ緒しよに寝てんのよ？　あり得なくない？」

「ベッド……!?　一緒に……!?　ふ、不ふ純じゆん異性交遊……！」

　メルが両手で口を覆おおい、顔を赤らめ、ガタガタと震ふるえ出す。

「待て、その言い方はおかしい」

　慌あわてて否ひ定ていするが、メルは「不ふ潔けつ」とか「ケダモノ」とか「性欲の皮を被かぶった変へん態たい」だとか言ってきて埒らちが明かない。もう最後のは人として救いようがない。

　──つい先日、来栖麻ま央おは聖せい剣けんを拾った。

　こうして胸の中で反はん芻すうしてみるとアホのような一文だが、事実なのだから仕方がない。

　その現場に居合わせた俺おれは、半ば巻き込まれる形で来栖と行動を共にするようになったのだが……。

　実はこの来栖麻央──泣く子は黙だまり、笑っていた子は若じやつ干かん引くレベルのファンタジー脳であり、聖剣や魔ま法ほうの類たぐいに心しん底そこ憧あこがれている人間だった。

　そんな彼女が聖剣を拾ったものだから、そのテンションの上がりっぷりも尋じん常じようではなく、それに対たい処しよする俺も一苦労。その上、来栖がきゃっきゃうふふと聖剣を振り回していたら、異世界の公務員と自称する女二人がそれを取り戻しにやって来たもんだからさらに面めん倒どう事ごとになった。

　魔ま力りよく管理部聖せい剣けん課の職員──ニムとメルと名乗った二人は確かにこの世界の住人ではなく、聖剣やら魔ま法ほうやらの存在を俺おれたちに見せつけた。

　しかし、異世界側の人間──パルジファル・ペルファル（通称ファル）に騙だまされていた二人は、ラスボス級の魔ま獣じゆうをこちらの世界に送り込むためのパイプ役として利用されてしまった。

　何とか魔獣を倒したものの、今度は異世界に帰る手段が判はん然ぜんとしない。異世界渡と航こうが初めてだった二人は、異世界間の転送魔法に疎うとく、その方法や手順の多くをファルに委ゆだねていた。

　だからファルに裏切られた今、帰る方法を自みずから模も索さくしなければならない、という状じよう況きような訳わけだ。

　俺と来くる栖すも二人に協力して色々調べてみたものの、これという情報は未いまだ見つからない。

　図書館から借りてきた胡う散さん臭くさいサブカル臭しゆうのする魔法関連の本は、眠ねむ気けを誘ゆう発はつするだけだった。

　あと来栖、「魔法」で図書検けん索さくかけて出てきた本を片かたっ端ぱしから借りるのはよせ。この「癌がんが治なおる魔法のレシピ」って本は何？　別の意味で胡散臭過ぎる。

「本を読むっつっても、どうせニムさんもメルも、魔法陣じんのイラスト見てるだけじゃないッスか。日本語読めないんだし」

　転送魔法には魔法陣を必要とするが、それにも色々と種類があるらしく、二人はどんな種類のものを使えばいいか分かっていない。

　だから今、魔法陣の挿さし絵えだけでも見てもらい、たとえばこちらの世界に来るときに使ったような、何か見覚えのある模も様ようの魔法陣は無いか──などということを確認してもらっていた。

「うるっさいなー。私はメルと違って本読むの好きじゃないの。本は読むより投げつける方が得意なのよ」

　ニムさんはふてくされたように言うと、ベッドに体を倒し、大の字になって眠り始めた。

　ちなみにこの場所はニムさんとメルが宿泊しているホテルの二人部べ屋やだ。ここを訪れた俺と来栖は、さっきまでもう一方のベッドに腰掛けて本を読んでいたのだが、俺も彼女も眠りこけてしまっていたらしい。

「苅かり羽ばくん、私、夢見てた。苅羽くんも出てきたよ」

　赤くなった額ひたいをさすりながら来栖が話し掛けてきた。

「夢？　まさか陸上競技場じゃねーだろーな？」

　来栖が例の卑ひ屈くつな他校部員だったとは考えにくいが、タイミングがタイミングだったので思わずそんなことを聞いてしまった。

「競技場って言うか、コロシアムみたいなとこ。私は勇者で、苅羽くんはよく分かんないけど通路の横で何かたくさん武器用意してた人。決めゼリフが凄すごい有ゆう益えきだった」

　たくさん武器用意する人って何だろう。二刀流とか三刀流みたいなことか。

「決めゼリフ？　俺の？」

「うん。『武器は装備しないと意味が無いぜ』って言ってた」

「それただの武器屋じゃねーか」

　そりゃたくさん武器持ってるよ。在庫だもん。

「苅かり羽ばくん似合ってたよ、武器屋」

「そりゃどうも」

　武器屋が似合うとはどういうことだろうか。トークが上う手まいとかそこら辺か。

「どこにでもいそうな名めい脇わき役やくっぷりとか、超苅羽くんぽかった」

　なるほどな、そりゃそうだよな。武器屋とか数百キロ離はなれた町でも同じ顔グラフィックだからな。優ゆう性せい遺い伝でん子しが強きよう烈れつ過ぎてヤバい。

「苅羽くんは夢見なかったの？　私出てきたりしなかった？」

「お前と正反対な女の子なら出てきた」

　おしとやかさとか、胸の大きさとか。

「私と正反対？　つまり勇者の反対──って何？　勇ましくない人？　村人？　町人？」

　言いたいことは分かるが、もっと他に言い様よう無かったのかよ。全国の町村民が一いつ揆き起こしてくるぞ。

「勇ゆう敢かんな村人だっているだろ」

「でも勇敢な村人って死し亡ぼうフラグだよ？　『俺おれたちの村を守るんだ！』とか言って敵に突つっ込んだ五秒後に『うわあああ』ってなるよ？」

　確かにいるけども。

「あ、今日見た夢でもいた、そういう人。お店の品物を万引きされそうになって『うちの武器を返せ！』って言った五秒後に『うわあああ』ってなってた」

「俺かよ！」

　こんな奴やつが勇者の血を引いているというのだから、千年前にいたその勇者とやらはさぞ人格が破は綻たんしていたのだろう。それこそ勇者の反対の存在──魔ま王おうの方が、まだまともな性格だったのではないだろうか。

「苅羽くん、急に黙だまってどうしたの？　モブキャラの真ま似ね？」

　ホント何なんですかねこの子は。

　魔王さん、助けて下さい。
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　月曜朝、春の日差しの中で、一人学校に向かう途中、

「ふぁりばふん、ふぉはほっ」

　突とつ如じよ、奇き怪かいな言葉とともに後ろから肩を叩たたかれる。噂うわさをすれば影、振ふり向けば来くる栖す。何な故ぜか口にはあんぱんを咥くわえていた。

「……おはようっす……ってか、何であんぱん？」

　尋たずねると、来栖はもごもごとあんぱんを咀そ嚼しやくし、ごきゅんと飲み込んだ。

「これ、スーパー朝ご飯はんⅡ」

「は？」

「朝ご飯の続編」

　つまり、朝飯食べたけど足りなかったからパンで食いつないでいる、ということらしい。でも続編ならスーパーかⅡか、付け足すのはどちらか一つでいいような気がしないでもない。

「どう？　この髪かみ飾かざり」

　来栖が自みずからの頭を指差した。見れば、後ろで一つに結ゆわれたポニーテール。そして、根元で光る金色の小さな髪飾り。

　ここでまかり間ま違ちがっても「似合ってる」などと言ってはいけない。来栖にとってアクセサリとは、装そう飾しよく品ひんではない。言わば冒険のための装備品。

　着き飾かざることが目的ではなく、パラメータのアップを図ることが狙ねらいなのだ。何を言ってるのか分からないと思うが、俺おれもよく分からない。

「金の髪飾りか……ＭＰとか魔ま力りよくが上じよう昇しようしそうな、汎はん用よう性せいの高いアクセサリだな」

「おっ、分かってるね苅かり羽ばくん」

　来栖は目を輝かがやかせた。

「でもお前、魔ま法ほう使えないから意味無いよな」

「えっ」

　来栖が固まる。

「魔法使えないのにＭＰやら魔力やらが上がってもしょうがないだろ」

「も、盲もう点てん……」

　世界の終わりのような表情で呟つぶやく来栖。

　彼女が言うには、昨日安値で売られていたから、何も考えずに買ってしまった物らしい。

「はあ……今どき魔法が使えない勇者なんて時代遅れだよ……」

「勇者っていうよりバーサーカーだけどな」

「それどういう意味？」

「話を聞かない、思い込みが激しい、誰だれにも制せい御ぎよできない」

「そんなことないよっ！　そういう苅羽くんなんて何の特とく殊しゆ能力も無いくせに！」

「お前には無い最低限のコミュニケーション能力はあるぞ。就職ジヨブ習得に超重要」

「うるさいうるさいっ！　苅かり羽ばくんなんて国立の大学院まで出ながら家電量販店に就しゆう職しよくしちゃえばいいんだよ！」

「リアルな感じで他人の進路をディスるのはよせ。お前は知らないだろうけど、高学歴の人が売り場で法はつ被ぴ着てると良い味出すんだよ。……あ、来くる栖すもバイトしてみたらどうだ？　あの法被着ると話術＋２０くらい行くぞ」

「コミュニケーション耐たい性せい無いから無理だよ」

　人として致ち命めい的てきだった。

　──と、その時、

「あ、この声は一軍……！」

　突とつ如じよ声を上げた来栖。俺おれの腕を摑つかんで歩道の端はしへ寄り、「苅羽くん、どうしよう。あれは一軍の中でも最上位だよ。選抜組だよ」と慌あわてている。

　来栖の視線の先には数人の女生徒のグループがいた。こちらに歩いてくるそれは俺たちと同じ制服を着ているが、声のトーンは張りがあり、発せられるオーラはどことなくキラキラしているように見える。

　来栖が一軍と称したグループは、スクールカースト最上位の一団だった。俺たち二学年における権力者であり、ルールであり、アメリカである。

　日々の雑ざつ談だんからホームルームの話し合い、果ては学校祭での取り仕切りまで、その空気を支配する力は抜きん出ている。

　まずは何と言っても、隣となりのクラス──二年Ａ組の鈴すず木きさん。この人は強い。マジで強い。彼女が「はあ？」と言うだけで場の時間が止まる。周囲が「あ、やべーな」みたいな顔をする。影えい響きよう力りよくが半はん端ぱない。雨あま乞ごい前の卑ひ弥み呼こ様並みに崇あがめ奉たてまつられるレベル。

　ちなみにこの鈴木さん、中学時代に俺が惚ほれていた人なのであるが、清せい楚そ系けいだった昔に比べ、今では長い金きん髪ぱつをたなびかせるというギャルギャルしい女子になっており、以前とはまた違った意味で遠い存在になってしまった女の子である。

　いや、本当に告白とかしなくて良かったよ。もし「好きです」とか言ってたら今いま頃ごろいい笑いものだよ。「あいつ、昔アタシに告ってきてさー、マジウケるんだけど」みたいな感じでネタにされるところだったよ。

　ちなみに何な故ぜ俺が告白という勇いさみ足を防げたかと言えば、毒ぶす島じまさんという女子の功こう績せきが大きい。

　彼女は当時、鈴木さんといつも一いつ緒しよにいた。そのため俺が鈴木さんに近付けば、必然毒島さんとも親しくなる。だが毒島さんは何を勘かん違ちがいしたのか、俺の好意が自身に向けられていると思い込み、「あたし、苅羽くんのこと好きになれないから……」と、俺が告白も何もしていないのにフッてきた。

　真実はどうあれ、こういうのは先に言ったもん勝ちである。

　もはや俺おれは弁べん明めいの機会を失い、俺が毒ぶす島じまさんにフラれたという噂うわさだけが流れた。当然それは鈴すず木きさんの耳にも入り、その後、俺が鈴木さんへ思いを告げることは無かった。

　まあ、鈴木さんがギャルになってしまった今を思えば、俺に告白を断念させた元げん凶きよう──毒島さんの勘かん違ちがいはナイスアシストだったのかもしれない。ありがとう毒島さん、自意識過か剰じようでいてくれて本当にありがとう（許すとは言ってない）。

　さて、そんな鈴木さんの隣となりにいるのは、我わが二年Ｂ組の和かず佐ささん。その後ろには二、三人の女子がへばりつくように歩いている。

　この和佐さんも、鈴木さんと似たようなタイプで、髪かみの毛は茶色に染そめ上げられている。髪の長さも鈴木さんと同じくらい。違いと言えば、髪をハーフアップにまとめ、頭の片側でお団だん子ごを結ゆっていることと、細長いフレームのオシャレメガネを掛けていることくらいか。

　和佐さんを眺めていると、彼女もこちらを見てきた。しかしその視線は、どこか不ふ機き嫌げんそうだ。
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「あ、カリババーン、ちっすー」

　こちらに気付いて俺に声を掛けてきたのは鈴木さん。その強調過多な呼称は何なのか。俺そんな集中線出てないでしょ。

　昔は「苅かり羽ばくんっ」と呼んでくれていたのに月日の流れというのは恐ろしい。いつからこんな頭悪そうな喋しやべり方になってしまったのだろう。

「そっちは、えーと……誰だれだっけ？」

　来くる栖すの名前が出てこない鈴すず木きさん。舌を出しながら俺おれに尋たずねる。

「Ｂ組の来栖」

「あ、なるほどね。おはよう、クルスージー」

　また訳わけの分からない改変をしてくる鈴木さん。料理初心者のレシピアレンジ並みに迷めい走そうしている。

　そんな彼女に対し、来栖が緊きん張ちようの面おも持もちで答えた。

「に、ニーハオ」

　クルスージーの国こく籍せきがいまいちよく分からない。そんなアジアンテイストな呼び名じゃなかっただろ。

「何それ、くっそつまんないんだけど！　あっはっは、ちょーウケる！」

　鈴木さんが自じ己こ矛む盾じゆんを抱かかえながら笑っている。

　一方で和かず佐ささんは「何も面おも白しろくなかったでしょ……」と溜ため息いきを吐つき、目の前で飛ぶ蚊かや蝿はえを見るような目でこちらを見ていた。

　一通り俺たちをイジって気が済んだのか、鈴木さんは学校へと歩みを進める。そして、和佐さんたちがそれに続いていった。

　その場に残された俺たち二人。来栖はホッと胸を撫なで下ろす。

「お前緊きん張ちようし過ぎだろ」

「そんなことないよ！　今のは逆に、『よく正気を保ってたね』って褒ほめてもらえるくらいだよ！　言っとくけど、鈴木さんが話し掛けてくるなんて、『とりあえず許してください』って千円札出しちゃうレベルだからね！」

　そこまでできたら逆に気に入られそうな気もする。鈴木さん大だい爆ばく笑しようしそう。

「ところでお前、和佐さんに何かしたか？」

「和佐さん？　誰だれそれ？」

「いや同じクラスだろ。知っとけよ」

　さっき鈴木さんの後ろにいた茶ちや髪ぱつの人だよ、と告げる。

「ああ、あの人……で、その人に私が何かしたって？　何で？」

「さっき不ふ機き嫌げんそうにこっち見てたから」

「何で真っ先に私が原因になるの？　苅かり羽ばくんの可能性もあるでしょ？」

　なるほど、珍めずらしく筋すじの通った反論だ。それで、お前一体何したの？

「何その目!?　だから私じゃないって！　そもそも普段から関わり無いもん！」

　来栖にしては説得力のあることを言う。

　確かに来栖が和佐さんや鈴木さんなどといったキラキラグループと関係を持つとは思えない。

「ねえ、苅羽くんと仲良くなってから、ああいう上位の人が話し掛けてくるようになったんだけど、どうしてくれるの？」

　本来は喜ばしいことじゃないだろうか。

「これじゃ心しん臓ぞうがいくつあっても足りないよ。これからはもっと人間関係を狭せばめていこう、苅かり羽ばくん」

「発想がおかしい」

「注文多いなあ……」

「言っとくけど俺おれは受注側だからな。いつもお前が発注ミスしまくってるだけだから」

　それをどうにかするのが苅羽くんの仕事でしょ、とブラック企業の上司みたいなことを言って、来くる栖すは前へ前へと歩いていった。







　──席替えというイベントにどれだけの意味があるのだろう。

　視力の悪い人間にとっては重要かもしれない。

　隣となりの席の人間と猛もう烈れつに相性が悪い人間にとっても、一つの希望かもしれない。

　ただ、今現在何の不満も無い人間にとっては、それまでの平へい穏おん無事な環境が崩くずされ、無用な変化を及およぼされるだけの迷めい惑わくなものでしかない。

「どうしよう、私、このクラスで話せるの苅羽くんくらいしかいないのに……」

　昼休み明けのホームルーム。席替え用のクジが用意された教室。ささやかな盛り上がりを見せる生徒たち。教師がまだ来ていないので、皆みな好き勝手に騒さわいでいる。

　そんな中から一点、隣となりの席から聞こえた絶望の声は来栖。

「俺だけ？　お前剣けん道どう部だろ？　剣道部員とかクラスにいるんじゃないのか？」

「いるけど……顔もよく分かんないし」

「放課後毎日一緒にやってたんだろ？」

「私は一ヶ月に二回行けば良い方だったから」

　道理で下へ手たくそな訳わけだよ。剣道も人付き合いも。

「でも苅羽くんも同じだよね。クラスで話せるの私くらい」

「待て待て待て、違う。断だん固こ違う」

「苅羽くんが見み栄え張ってる……」

「張ってねーよ。俺は陸上部員とか色々話せる奴やつらいるの。朝だって鈴すず木きさん話し掛けてきただろ」

　でも、と来栖が人差し指を立てる。

「最近苅羽くん、そういう人たちと一いつ緒しよにいること減ったよね」

「何だよ『そういう人たち』って」

「まず『部活やってる俺ら輝かがやいちゃってます勢ぜい』でしょ、それから『イジリ役の俺ってばナイスアシストだわ勢ぜい』でしょ、『体張って笑い取りに行く俺おれ超ムードメーカーじゃん勢』でしょ、あと──」

「分かった分かった、それ以上言わなくていい。思っても教室では言うな。言う側も言われる側も誰だれも幸せにならない」

　俺はさりげなく周りを見渡し、誰の耳にも入っていなかったことを確認する。

「あんまり迂う闊かつなことを言うな。面めん倒どうくさい奴やつに聞かれたら本当に面倒くさいことになる」

「苅かり羽ばくん、変わったね」

「え、何が」

「小物っぽくなった。良い意味で」

　どこが良い意味なのか全然分からない。俺はいつから女子のアクセサリーになったの。

「四月の初めは今みたいなこと気にしてなかったもん。輝かがやいてる勢と一いつ緒しよに大きな声で『ウェーイ』とか言ってた。正直イヤだった」

「最後のわざわざ言わなくてもいいだろ」

　冷静に思い返すと若じやつ干かん恥はずかしくもある。

「苅羽くん、最近私と居てばっかりで、他の人と一緒にいること減ったよね？　何だかんだでお昼も私と食べてるし」

「まあ、言われてみれば確かに……」

「はっきり言って、私スクールカースト的に底辺だよ？　ヒエラルキーの最下位だよ？　そんな私と一いつ緒しよにいる苅かり羽ばくんも、もはや底辺の仲間入りだよ？」

「え、噓うそ」

「ヒエラルキーは……伝でん染せんするんだよ」

　真夏の怪かい談だん並みに背せ筋すじが凍こおる。自称最底辺が言うと重みが違う。

「嫌いやになった？」

　来くる栖すから、神しん妙みような面おも持もちで尋たずねられた。

　嫌じゃないと言えば噓になる。しかし、俺と来栖の関係を否ひ定ていしたい訳わけでもない。

「まあ、その、何だ……底辺も『地に足が着いている』と考えれば悪くない」

　好意的に解かい釈しやくすれば、その他大勢に行動を合わせるような浮うわついた考えじゃない、ということだ。自分で納なつ得とくした道を歩いているならそれでも良い。はず。

「でも底辺って、地に足が着くっていうより、地に足が埋うまって身動き取れなくなるって感じだよ。特にカースト上位の『クラス仕切ってる勢』に話し掛けられた時とか」

「それは言い過ぎだろ」

「そんなこと無いよ。この立場になって話し掛けられたらきっと分かるよ。『一体何が目的なんだろう』とか『話したこと無いのに何でこんな慣れ慣れしいんだろう』とか思うもん」

　前者は穿うがって見過ぎだと思うが、後者に関しては分からないでもない。あいつらのコミュニケーションの距きよ離り感かん半はん端ぱないからな。どこの剣けん豪ごうですかってくらい一いつ瞬しゆんで間合い詰つめられる。

「あ、先生来た……」

　物悲しそうに来くる栖すが呟つぶやく。教卓には席替え用のクジが用意されていた。

「私、この席替えが終わったら故く郷にに帰るんだ……」

　極ごく太ぶとの死し亡ぼうフラグを立てる来栖。お前の故郷ってどこ？　異世界？

「苅かり羽ばくん、私が死んでもお骨こつは拾ってね。あと、お供そなえ物は銀ぎん座ざ木き村むら屋やのあんぱんにしてね」

　これから死ぬだけのくせに贅ぜい沢たく言ってる。

「今ここに聖せい剣けんがあればなあ……学校全部壊こわしちゃうのに」

「そこまでかよ」

「あ、もちろん苅羽くんは壊さないように気を付けるよ、できるだけ」

「できるだけって何だよ。何かの間ま違ちがいでバラバラにする気満々じゃねーか」

「大だい丈じよう夫ぶ、苅羽くんが死んだらお骨は拾ってあげるよ。毎月購こう買ばいのあんぱんも供えてあげる」

「何でお前の時より供く物もつのグレード下がってんだよ」

　気のせいだよ、と棒ぼう読みで答えた来栖はフラフラと立ち上がり、教卓までクジを引きに行った。ご愁しゆう傷しよう様です。







　数時間後、六限目までの授業が終わり、放課後の掃そう除じに入る。

　掃除の班は席の並びで決まり、教室を六分割したその一いつ角かくごとに一班、二班……と分けられる。つまりは、席が近ければ同じ掃除の班になるということ。

「まさかまた隣となりになるなんてねっ。私たち凄すごいっ」

　一番乗りで理科室に入るや否いなや、来栖は浮かれた声ではしゃいでいた。

　理科室清せい掃そう──今週は俺おれたちの班が当番だった。

「びっくりしたよ、席移動したらまた苅羽くんいるんだもん。どんな乱数調整したの？」

「乱数調整とかねーから。これリアル。ゲームじゃない」

「人生は最高のクソゲーだ、って誰だれか言ってたけど」

　それ比ひ喩ゆな。あと、クソゲーかどうかは人による。

　──昼休み明けの席替え。男女別に用意された１～１８番までのクジ引きによってそれは決まった。

　席の並びは１列６席で、それが６列。一番窓まど際ぎわの列が男子、その隣が女子列、あとは交互に男女男女と出入り口側まで列が並ぶ。

　俺と来栖が引いたのは、ともに１８番。来栖は教室出入り口側の最後尾の席で、俺は黒板に向かって、その左隣。教室の全景が一いち望ぼうできる場所だった。

「あーあ、掃除とかかったるいんだけど」

　俺おれたちに遅れて理科室に来たのは和かず佐ささん。それともう一人の女子。

「あれ、他の男子は？」

　和佐さんに尋たずねられる。

　二年Ｂ組クラス内ヒエラルキー最上位の和佐さん──どうしてこの人と一いつ緒しよの班になってしまったのだろう。一年の時は割と普通に接してくれた気がするが、ここ最近何か目が冷たい。今日とか特に。

　ちなみに彼女がクジで引いた数字は１７番で、ちょうど来くる栖すの一つ前の席。同時に、俺の右斜め前の席とも言える。

「あいつら、今日は来れないみたいだぞ」

　この班にはあと二人男子がいるが、ここに来る前に「今日は部活の準備が忙しい」とかで掃そう除じには出られないと聞いていた。

「ふーん。で、代わりの掃除要員は？」と和佐さん。

「さあ？　用意できなかったんじゃねーの。まあ理科室掃除なんて四人でもすぐ終わるだろ。床ゆか掃はいて机拭ふくだけなんだし」

「はあ？　意味分かんないし。じゃあわたし明日サボる。人数いなくてもできるんでしょ」

　そんなこと言われてもね。何できちんと出てきてる俺がクレーム対応しないといけないの。意味分かんないし。

　まあこんなところで喧けん嘩かしてもしょーもない。掃除に取り掛かるため、彼女の態度は軽く受け流しておく。

　そんなこんなで掃除スタート。

　来栖はいの一番にバケツを持って水を汲くみに行く。教室内に取り残される俺。そして和佐さんともう一人の女子。

　来栖のやつ、さては一いつ刻こくも早くこの空間から出たかったんだな。だからバケツ選んだんだ。すげーな。動き方、心得てる。迷まよいが無かったもん。若じやつ干かん裏切られた気はするがまあいい。

　俺もできるだけ早く終わらせてこの気まずい場所を後にしたい。なので俺は、所在無さげながらもテキパキと掃除を進めていく。

　数分後、居場所が無い派は遣けん社員みたいな風ふう体ていで俺が床を掃はいていると、来栖がバケツを持って来た。

　今ほど彼女の存在を待ちわびたことは無い。さっさとホウキを片付けて机の水みず拭ぶきに移ろうとする俺。

　対する来栖は、俺の挙動に気付いたのか、おもむろに雑ぞう巾きんを絞しぼると、

「苅かり羽ばくん、いくよ！　ホーリーアクアブレス！」

　ジャイロ回転で雑巾を投げつけてきた。

「ぶえっ！」

　対処しきれず、顔面にホーリーアクアブレス（物理）をくらう。

「ああああ！　ごめん苅かり羽ばくん！　敵味方識しき別べつしてくれないタイプの攻こう撃げきだった！」

「物理攻撃に敵味方識別もクソもあるか！　ってか距きよ離り考えろよ！　もっと弱く投げろ！」

「違う違う、今のはただの物理攻撃じゃないよ。聖なる水属性の一いち撃げきだよ」

「どこが聖なる──うぇ、臭くっさ！　この雑ぞう巾きん、牛乳拭ふいたまま放置してたやつじゃねーのか!?　大だい腸ちよう菌きんだらけだよ、毒属性だよ！」




「ちょっと、うっさいんだけど」




　俺おれと来くる栖すの喧けん騒そうをぶった切った冷たい声。

　やべ、和かず佐ささんだ。

「少ない人数でやってんのに、なに遊んでんの？」

　黒板の文字を消す手を止めて、和佐さんはこちらに振ふり向いていた。

　小声で来栖に話し掛ける俺。

「（ほら見ろ、お前のせいで怒られた）」

「（私悪くないもん。苅羽くんがホーリーアクアブレスちゃんと受け止めなかったからだもん）」

「（何がホーリーだよ。バイオヘドロミルクの間ま違ちがいだろ）」

「（違うよ、ホーリーバブルブレスだよ）」

「（お前も違うよ！　ホーリーアクアブレスだろ！　自分で把は握あくできてねーのかよ！）」




「──ねえ」




　再度飛んでくる和佐さんの重い声。あ、これマジでヤバい時の声だ。

「──聞いてんの？」

「「はい」」

　俺と来栖が真顔で答える。

　おい来栖、ホーリーアクアブレスの出番だぞ。目の前のラスボスを倒せ。もし本当にやったら俺は逃げるけど。

「そういえばさあ、この前理科室で何か噂うわさあったよね」

　和佐さんは大きく溜ため息いきを吐つくと、近くにいたもう一人の女子に話しかけた。

　と言っても、その声はやたら大きく、来栖や俺への当てつけであることは間違いない。

「魔ま法ほう陣じんみたいなの描かいてー、アルコールランプとか無断使用して、儀ぎ式しき？　みたいな」

　嫌いやな汗あせが滲にじむ。

「来栖さん、何か知らないの？」

　名指し。

　和かず佐ささんは、嘲ちよう笑しようではなく尋じん問もんの目つき。

　──面めん倒どうだ。

　笑われるだけならまだいい。発言を受け流していれば、そのうち相手の気が済むから。

　しかし、今みたいに相手が真顔の時は、得えてしてそれだけでは終わらない。

　積せつ極きよく的てきな攻め気がありありと伝わってくる。シカトすれば反感を買い、律りち儀ぎに質問に答えていけば、最終的には精神的に追い詰つめられる。

　中学でも高校でも、こういう場面は見てきた。部活のような、より閉へい鎖さ的てきな空間であればなおのこと。どこにでもこういう風景はある。

　ただ俺おれは今まで、ここまで当事者に近い立場で関わったことは無い。いつも傍ぼう観かん者しやだった。

　どうフォローしたものかと思案していると、来くる栖すが口をひらいた。

「えっと、この前のあれは、マンドラゴラが無かったから、代わりに人型のニンジンを──」

「待て。待った。来栖、果たしてそれベストアンサーかな？　え、おい」

　正直は美び徳とくと言うが、正直者がバカを見るという言葉もある。

「だって、『何か知らないの』って聞かれたから……この人──えーと、田た中なかさんもしくは佐さ藤とうさんも興きよう味みあるのかなと思って」

「うろ覚えの名字を複数回答で切り抜けようとするんじゃねーよ。和佐さんな、和佐さん」

　日本の代表的な名字言えば当たるってもんじゃねーから。

「ってかお前、何でそんな能天気なんだよ？　それこそニンジンの儀式見つかった時、お前もっと神しん妙みようそうにしてたじゃん」

「今はもう、別にいいかなって。苅羽くんは私のこと分かってくれてるし、それなら他の人にどうこう言われても気にしない」

「うん、あのな、タイミング次し第だいでは凄すごくホロッとくるセリフだったんだけども、今そういう雰ふん囲い気きじゃねーんだわ」

　和佐さんにガチ説教されてんだよ？　分かってる？

「──チッ」

　あ、ほら、和佐さん今めっちゃデカい舌打ちしたよ。

「来栖さんは──よくそんな自由にできるよね？　自分本位って言うの？　振ふり切れちゃってるっていうかさ」

　和佐さんの責めるような声が響ひびく。

「何か最近楽しそうにやってるみたいだけど、何とも思わないの？　自分おかしいとか、浮いてるとかさ」

　そこまで聞いて、思わず──、




「いーだろ別に、そんなこと」




　──声に出てしまった。

「なに苅かり羽ば。って言うか、何であんたはそうやってこの子の──」

　何な故ぜか和かず佐ささんの言葉が一いつ瞬しゆん詰つまる。やや声のトーンが下がったので、ここぞとばかりに割り込む俺おれ。とりあえず来栖を別の場所に避難させたい。

「いや、そろそろ掃そう除じも終わるだろうから、ゴミを捨てて先生を呼ぶ必要が……だから来くる栖す、拭ふき掃除は俺がやっとくからゴミ捨てに──」

「じゃあ苅羽行って来て。わたしたち来栖さんと掃除してるから」

　このボス強い。来栖の頭上に「逃げられない！」ってウィンドウ見えた。

「あ、苅羽くん行くなら私もゴミ捨て行くよ。それと今日、机そんな汚よごれてないし、水みず拭ぶきしなくて良さそうだね。そっちの……えっと、和佐さんじゃない方の人は、バケツの水捨てをお願いします」

　この空気を読まない強引な発言。来栖にしかできないチート技。それでも和佐さんに対しては絶対指図しない辺り、学校という場での生き方を心得ている。

「苅羽が行くなら──って何？　あんた何なの？」

　眉み間けんにシワを寄せる和佐さん。

「私と苅羽くんは一いつ心しん同どう体たいだよ。私、苅羽くんに全ぜん裸ら見られてるし、心の」

「待て。お前今どうして倒置法にした？　何な故ぜにあえて誤ご解かいを招まねき易やすい方法を選んだ？」

「強調したいものを最後にするんだ、って国語の先生言ってたから。私的には、『心の』っていうのを強調したんだけど」

　日本語難むずかしい。そして来栖の思考回路はもっと難しい。

「もういい！　意味分かんない！」

　いつの間にか顔を真っ赤にしていた和佐さん。理科室を出ようとする。

　まあ意味分かんないっていうのは同意。俺もまだ来栖のこと理解しきれていない。

「あ、ちょっと和カ佐ズ、どこ行くの？」

「先生呼んでくんの！　あんたは水捨てといて！」

　怒りにまかせて「和佐さんじゃない方の人」に返答する和佐さん。怒っても仕事を放ほう棄きしないあたり「真ま面じ目めかっ」てツッコみたくなる。怖こわいからやらないけど。

「じゃあ……ゴミ捨ててくるか」

　誰だれも彼もいなくなり、静かになった理科室。俺は頷うなずく来栖と二人、ゴミ箱を持って廊ろう下かに出て行った。

　──さて、そうしてゴミを収集所にぶん投げ、理科室へと戻る途中。

「あ、教室に忘れ物してたから取ってくる。先に理科室行ってて」と来栖。

　彼女が三階へ通じる階段を上のぼっていくのをよそに、俺おれは一階廊ろう下かを歩いて理科室を目指す。

　そんな中──玄げん関かん手前に設置されているベンチで、見覚えのある女子三人を目にした。

　登校時に見た、鈴すず木きさんの一軍グループ。ただ、今は鈴木さん不在。ベンチに二人の女子が座り、その正面にもう一人の女子が立って、両手を合わせて何やら懇こん願がんしていた。

「──で、掃そう除じもうすぐ終わるから、待っててもらえない？」

　そう言うのは和かず佐ささん。

　先生を呼びに行ったと思いきや、井い戸ど端ばた会議に参加していたらしい。これだからリア充は困る。

「──だってさ。どうする？」

「えー、先に行っちゃっていいっしょ？　カズは終わってからダッシュで来ればいーじゃん。走るの好きでしょ、知らないけど」

　冗じよう談だんか本気か判別しづらい口調で答える二人。

「や、冗談キツイって……はは……」

　若じやつ干かんの苦笑いを浮かべる和佐さん。

　だが、対する二人は沈ちん黙もくのまま笑顔を消した。

　俺は当初、そのまま通り過ぎようかと思っていたが、思いのほか不ふ穏おんな空気になったので、思わず柱の陰かげに身を隠かくして様よう子すを窺うかがう。

「分かった分かった、待ってるから。そんなマジにビビったような顔しないでよ。何かこっちが悪いことしてるみたいじゃん」

　頭を搔かきながら片方の女子が言った。

「ほら、まだ掃除途中なんでしょ？　早いとこ終わらせてきてよ」

　そんな彼女たちの言葉に急せかされ、和佐さんは駆かけ足で職員室へと向かっていった。

　職員室へ行くには、ベンチから離はなれてすぐに廊下を曲がるため、和佐さんの姿はすでにベンチからは見えていないだろう。もちろん、俺のいる所からも見えない。。だが、パタパタとした特とく徴ちようのある足音が響ひびいているため、その動向は把は握あくできた。

　──何だか意外だった。

　俺が抱いだいていた和佐さんのイメージと違う。強気な彼女はどこへやら、まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように身を固めていた彼女。

「ってかさ、カズって微び妙みように浮いてない？　時々『ノリ悪っ』ていうの、あるよね」

　和佐さんが消えたのを確認し、ベンチに残っていた彼女たちが会話を再開するが──、

　職員室へと向かったはずの和佐さんの足音が止まっていた。何か二人に言い忘れたことでもあったのか、彼女の足音は逆にこちらに近づいてきている。だが、会話中の二人はそれに気付く様よう子すもなく──、

「分かるー。今日もさ、なに真ま面じ目めに掃除とか行っちゃってんの、って話でしょ。理科室の掃除なんて一人いなくなったくらいで何も変わんないんだし、すぐ来いよって思うわ」

「あー、真ま面じ目めってピッタリ。つーか絶対無理してるよね。優等生がはっちゃけてみました的な感じあるもん」

　足音はすでに止まっていた。そして壁かべの陰かげからは、お団だん子ご頭の和かず佐ささんの影が伸びている。もちろん二人はそんなこと知る由もない。

「鈴ス木ズはカズのこと気に入ってるみたいだけどね。でもぶっちゃけ要いらなくね？」

「ひどっ。でも気持ち分かる。カズ喋しやべると一いつ瞬しゆん静かになるよね。場がシンッ……ってなるの」

「それあんたが意図的にやってるだけっしょ」

「こっちのせいにしないでよ。あんただって一いつ緒しよにやってるでしょーが──あ、スズ来た」

　笑いながら雑ざつ談だんを交わしていた二人。そこへ、女子トイレから鈴すず木きさんがやって来た。

「ごめん、ごめん。カズはまだ？」

「遅れるから先行ってて、だって」

　鈴木さんの質問に何食わぬ顔で答える女生徒。女子怖こえー。

　──ってか何だ、やはり和佐さんの立ち位置がよく分からない。

　彼女は鈴木さんと同じくらいの──来くる栖す曰いわく上位の人だと思ってたけど、あそこのグループ内部では、実はそうでもないのか？

　俺が女子の人間関係の複ふく雑ざつさに頭を悩ませていると、鈴木さんを含ふくむ三人はさっさとベンチを後にして、校舎外へと旅立っていった。

　和佐さんの影も、それからすぐに職員室へと引き返し、消える。

「苅かり羽ばくん、まだこんなとこいたの？」

　振ふり向くと、来栖がいた。聞き耳を立てていたせいで思いのほか時間をくったらしい。

「何持ってんだ、それ」

　来栖は片手にトートバッグを提さげていた。どうやらこれが忘れ物らしい。

「園芸部が『使わないからあげようか？』って言うから貰もらったの。ほら、この前と同じ、人型のニンジン」

　──お前それ絶対和佐さんに見せるなよ。

　来栖に因いん縁ねんを付ける彼女の姿が頭に浮かぶ。

　と同時に、どこか弱気な態度だった先ほどの和佐さんの姿も、頭の中でチラついていた。
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　転送魔ま法ほうについて調べ始めてから数日が経たった。

　三日前には、ニュースで新たな聖せい剣けんらしきものがテレビに映っていたが、それも重要な手掛かりには成り得ない。

　俺おれたちは転送魔法の方法を知りたい訳わけだが、いくら聖剣とはいえ口がある訳わけではないので、そんなこと教えてくれはしない。

　もしくは、新たに転送魔法を使ってやって来た異世界人に出会えればベストなのだが、今のところそんな情報も無い。

　──そんなこんなで手をこまねいていた水曜日の夜七時。

　どの部活動もほぼ終わり、学校に残っている生徒は皆かい無む。

　そんな中、制服を着た四人の男女が校舎の階段を上のぼっていた。

「で、何なの？　その鏡って」

「前にチラッと話したじゃないスか。七なな不ふ思し議ぎの一つ、『生徒を吸い込む鏡』──それが四階廊ろう下かの突つき当たりにあるんですよ」

　後ろから質問を投げ掛けてくるニムさんに対し、歩きながら答える俺おれ。そのすぐ横では来くる栖すが歩調を合わせてついて来ており、後ろのニムさんの隣となりではメルが歩いている。
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　ちなみに何な故ぜニム・メルコンビが制服を持っているかと言うと、一週間ほど前──二人が聖剣を俺たちから取り返そうとした日、この学校に忍しのび込んだ際に更こう衣い室しつからパクったからだ。

　制服姿なら学校内でも自由に動けるだろうと踏ふんだ二人は、公務員にあるまじき窃せつ盗とうをはたらいていたのだが──、それまだ返してなかったのか。ってゆーかもう返すタイミングを失っちゃってるな。

　見ず知らずの不幸な女生徒たちよ。新しい制服の請せい求きゆう書しよはティアー市役所聖剣課に送ると良いぞ。ニムさんを見る限り、あっちの役所は相当な隠いん蔽ぺい体質だから、何事も無かったように迅じん速そくに支払ってくれるはずだ。

　三日前、この『生徒を吸い込む鏡』の噂うわさに引っ掛かりを覚え、鏡が異世界と通じることってあるんですかとニムさんに聞いたところ、可か能のう性せいが無いことは無い、みたいな返答をされた。

　これという根こん拠きよも無いため「ふーん」で終わりそうな話だったのだが、何の手掛かりも無い今、この際何でもいいから見てみようということになって、四人でここに来たという訳わけだ。

「七なな不ふ思し議ぎと言うからには、七つあるのですよね？　他にはどういったものが？」

　メルの興きよう味み深そうな声。サイズの合っていないブカブカの袖そでをフリフリさせていて、もう本格的に俺おれの妹になりませんか。

「ちょっと待って、今調べたげる」

　そう言ったのは来くる栖す。スマホを取り出してネット検けん索さくすると、画面にうちの学校のホームページが出てきた。

「何でうちの学校のページ見てるんだ？」

「苅かり羽ばくん知らないの？　うちの学校の七不思議はオカルト研究会が毎週会議で認定してて、その結果がホームページにアップされてるんだよ」

　なにその仕組み。七不思議ってそういうものだっけ？

「ちなみに今登録されてる七不思議は全部で二百五十六不思議だって」

　七不思議のシステムは深刻な自じ己こ矛む盾じゆんを抱かかえていた。

「そうか……学校でやけに七不思議って言葉を耳にすると思ったけど、オカルト研究会ってそんな活動してたんだな……」

　そう言えばこの前も「放課後にさまよう人体模も型けい」ってのをクラスメイトから耳にした。これは多分来栖のせい。

「ちなみにその二百五十六不思議の中から、毎週サイトで投票の多かった順に七不思議を選んでるんだって」

　何その選抜総選挙。こっくりさんのことは嫌きらいでも花はな子こさんのことは嫌いにならないでくださいみたいなのが繰くり広げられてんの？　握手会で呪のろい殺されそうだな。

　そんな中、一通り説明を終えた来栖が画面を見て驚おどろきの一声を発した。

「凄すごい凄い！　今週は一いつ杯ぱい『ｎｅｗ』って付いてるよ！　入れ替わり激しい！」

　顔を綻ほころばせる来栖。あまりにも楽しそうに言うものだから、俺も興きよう味み本ほん位いで画面を覗のぞく。





　ｎｅｗ！　１．畑で整列するあんぱん

　ｎｅｗ！　２．季節外れの吹雪ふぶきの屋上

　ｎｅｗ！　３．開かずの校舎と電気窓

　ｎｅｗ！　４．消える更こう衣い室しつの制服

　ｎｅｗ！　５．校舎裏の暗黒花火

　ｎｅｗ！　６．放課後にさまよう人体模型

　　　　　　７．生徒を吸い込む鏡






「ほぼお前らのせいじゃねーか！」

　１から６まで身に覚えある！　不ふ思し議ぎでも何でもない！

　対する来くる栖すはきょとんとしており、「何いきなり叫さけんでるんだろう苅かり羽ばくんヤバイ病気なのかな」みたいな目でこちらを見ていた。

「これほとんど一週間前の──聖せい剣けんと魔ま法ほうの産物だろ……」

　そこまで言って、ようやく来栖は理解したようだった。

「なるほど！　七なな不ふ思し議ぎになっちゃうなんて私たち凄すごいね！」

　何が凄いの。イタイの間ま違ちがいじゃないの。

「不思議と言えば、苅羽くんはどうして一人だけ夏服なの？　ブレザーは？」

　他の三人がブレザーを羽は織おっているのに、一人ワイシャツ姿の俺おれ。来栖の疑問も、もっともではある。

「実はついこの前、クラスメイトが聖せい剣けん隠かくすために俺のブレザーグルグル巻きにした挙あげ句く、その状態で聖剣の魔ま力りよくを発はつ揮きしたもんだから、ブレザーは闇やみの炎に抱いだかれて消えちまったんだよ。思い出したかこの野や郎ろう」

「あっ……で、でもしょうがないよね！　不ふ可か抗こう力りよくだったもんね！　でもそのおかげで苅羽くん、夏を先取りだよ！　超涼すずしげだよ！」

　焦あせり半分で来栖がフォローしてきた。ちなみにこういうのは先取りじゃなくて時じ期き尚しよう早そうって言うんだぞ。

「おお、あれだ、あれ」

　話しているうちに目的の場所──四階廊ろう下かの突つき当たりに到着した。

　壁かべに貼はり付けるように設置されているのは、楕だ円えん形けいの大きな鏡。メルくらいであれば、至し近きん距きよ離りでも全身すっぽり映してしまうほど大きい。縁は金属製で、よほど古い物なのか、もともと何色だったか判然としないくらいに黒ずんでいる。

「ふーん、なるほどねー……」

　興きよう味み深そうに鏡を眺めているニムさん。

「なるほどって……何か分かったんスか？」

「全然。汚きったない鏡だなあって思っただけ」

「……はあ、なるほど」

「なるほどって、何よ」

　ニムさんだなあ、と思って。

「きっとこの鏡に魔力を与えれば七なな不ふ思し議ぎが発動するんだよ！　ドカドカ吸い込むよ！　業界ナンバーワンの吸引力だよ！」

　来くる栖すうるさい。ってか業界ってどこだよ。インテリア業界に吸引力のデータねーよ。

「来栖、鏡の七不思議って、ちょうど四時四十四分になると人が吸い込まれるっていう話じゃなかったか？」

　腕時計を見れば、すでに七時を過ぎている。もはや何のフラグも立っていない。

「大だい丈じよう夫ぶ、最近のＲＰＧは大体救きゆう済さいイベントあるから」

　そう言って、来栖は手近な教室からチョークを持ってくると、おもむろに鏡の前の床ゆかに魔ま法ほう陣じんを描かき始めた。

「待て、何がどう大丈夫なんだ。もっと言葉で説明してくれ。お前のボディランゲージ難むずかし過ぎる」

「苅かり羽ばくん、考えちゃダメだよ。感じるんだよ」

　感じてる。お前の行動の端はし々ばしから狂気を感じてるから、俺おれは言葉を求めているんだ。さっさと喋しやべれや。

「魔法陣でこの地域一帯の魔力を集結させて、それを鏡に送り込むんだよ」

　そんなことできんのか？

　──と、メルに視線を送ってみるが、困ったような笑顔で首を傾かしげていた。

「やらないよりかは、やった方が後こう悔かいしないのですよ、きっと」

　来栖を気き遣づかったのか、はたまた気の済むまでやらせておけばいつか飽あきるだろうと思ったのか定かではないが、メルはそんな風に来栖を擁よう護ごした。

　そう言えば来栖の奴やつ、ここ最近ニム・メルコンビを帰すために、魔法についてあれこれ調べまくっていたっけ。どこまで信しん頼らいできる情報を拾ってきたかは分からないが、その魔法陣とやらの行く末すえ、見てみるだけ見てみても良いかもしれない。

　ただ、二百五十六もある不思議の一つと、来栖が現代日本で仕入れた胡う散さん臭くさい魔法の知識を組み合わせたところで何の信しん憑ぴよう性せいも生まれない。友達を遊びに誘った時の「行けたら行くわ」くらい信用できない。それ信じてサッカーボール片手に一人公園で待ってたあの頃ころが懐なつかしい。「ボールは友達」っていうか「ボールだけが友達」みたいな感覚だった。

「何にしても、いい加減早く元の世界に帰らないとまずいのです」

　メルが呟つぶやく。もはや予あらかじめ申しん請せいしていた休きゆう暇かは消化しており、無む断だん欠けつ勤きんが続いている状態らしい。

「この際もうどうでもいーでしょ。って言うか魔ま獣じゆう倒して災害防いでたんだから、全然休きゆう暇かになってなかったわよ。無む断だん欠けつ勤きんの二日や三日くらいしょうがない」

　ニムさんが背伸びしながら、かったるそうに言う。

「そうは言っても、シュトラールのこともあるのですから、早く報告しないと。いつまでも聖せい剣けん展にレプリカ置いておく訳わけにもいかないのです」

　元はと言えば、あちらの世界で開かい催さいされている聖剣展に必要だからと、聖剣シュトラールを転送しようとして、こちらの世界に送り間ま違ちがえてしまったのが始まりだった。だが、本物のシュトラールは魔獣を倒す際に壊こわれてしまっていた。

「メルはうるさいなあ……そんなこと言われなくたって分かってるわよ。帰んなくちゃいけないことも分かってるわよ。でも面めん倒どうくさいのは嫌いやなの。あー、超帰りたくない」

　吐はき捨てるようにニムさんが呟つぶやく。

「──それにしてもクルス、丸まる描かくの下へっ手たねー……」

　出来上がりつつある白色の魔ま法ほう陣じんを見て、ニムさんが苦笑い。

　確かにこりゃひどい。あらゆる線が歪ゆがんでいる。左手で描かいたのかって聞きたくなる。

「いーの！　これくらい味のある方が魔ま力りよく集まり易やすいもん！　私、小学校の頃は図工で先生に褒ほめられてたもん！」

「あのな、習字とか図工の授業で先生が言う『味がある』とか『豪ごう快かい』ってのは、ほぼ下手くそって意味だぞ」

「私そんなこと言われてないもん。私が言われたのは『先生は好きだな、来栖さんの絵』っていう、心を鷲わし摑づかみにした一言だもん」

　それも十中八九「クソ」っていう意味なのだが。あるいは先生、キュビズムにハマっていたのかもしれない。




「……あんたたち、何やってんの？」




　来栖に真実を伝えるべきか迷まよっていたところです。

　──などと心の中で返答した瞬しゆん間かん、その問いが、鏡とは反対側の方向──俺おれの背後からのものであったことに気付く。

　まだ生徒が残ってたのかとか、もしかしたら先生かなとか、うわ今思いっきり校舎に落書きしちゃってるよとかあれこれ考えて、冷ひや汗あせをかきながら振ふり向く。




「「あ」」




　という一言が俺とその人とで被かぶった。

　視線の先にいるのは和かず佐さ単ひとえ──制服姿のその手には一冊のノートがある。

「ちっす……」

　あまりにも唐とう突とつだったことに加え、月曜から続く和佐さんの棘とげある態度に気後れし、そんな挨あい拶さつと会え釈しやくくらいしか出てこなかった。

　対する彼女はそれに呼応することも無く、顔を強こわ張ばらせながらこちらを眺めるだけ。

「なんだ、噂うわさだけかと思ったら、本当にそういうことしてんじゃん」

　和佐さんから発せられる蔑さげすみの視線と言葉。それはそのまま来栖へと突つき刺さる。

「言っとくけど、あんたたち本当に浮いてるからね。自分たちは楽しいですみたいな顔してるけど、正直周りは引いてるんだから」

　来くる栖すが浮き気味なのは知っていたが、まさか「あんた『たち』」と断言されるとは思わなかった。え、マジで俺おれも？　俺も浮いてんの？

　昨日が祝日だったため、中一日空いた和佐さんとの対面。休みで比ひ較かく的てき心が落ち着いたのか、今日の掃そう除じでは絡からんでくることも無かった彼女だが、実際にこのような奇き行こうを目にしてスイッチが入ってしまったらしい。

　和佐さんの顔を見た来栖は気まずい表情を浮かべ、振ふり絞しぼるような声を出した。

「えっと……か、飼かい鶴つる丸まるさん？」

「誰だれだよそれ」

　まだ名前覚えていなかったらしい。

　あ、ほら見ろ、和佐さん口元がヒクッてなった。怒ってる。お前のせいだぞ。

「一昨日おととい、代表的な名字で失敗したから、今度は珍めずらしい名字で攻めたのに……。苅かり羽ばくん、どうやって攻こう略りやくしたらいいのこれ？」

「暗記」

　和佐と飼鶴丸って、最初の「か」しか合ってねーじゃん。文字数に至っては二倍違う。大脳の一部壊え死ししてんじゃねーのお前。

　和佐さんは悔くやしさからか唇くちびるを嚙かむと、今度は口こう撃げきの矛ほこ先さきを制服姿のニムさんへと切り替えた。

「何組の生徒か知らないけど、あんたも変なことに付き合ってんじゃないっての」

　ここで赤あか髪がみの公務員が一言、

「は？　二年が三年に向かってナメた口きいてんじゃねーよ」

「話をややこしくすんなって」と俺。

　ニムさんの堂どうに入いった悪ふざけにより、和佐さんが「ひぃ」ってなった。

「ニムさんはもう高校生って歳としじゃないッスから」

「私まだ十九！」

「先せん輩ぱい、あたし資料で読んだことありますけど、この国では十八歳と十九歳を境さかいに少女とおばさんに分かれるのです。これを俗ぞくに『大学生はババア』と言うらしいのです」

　相変わらず異世界の資料は見識が偏かたよっていた。

「もう何なの、みんなして！　年上以外みんな死ね！」

　恣し意い的てきで歪ゆがんだ呪じゆ文もん。エゴに満ちていてむしろ清すが々すがしいくらいの一言だった。

「──ところで」

　場が乱れて収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうだったので、俺おれはゴホンと咳せきを打った。

「和かず佐ささんは何をしにここへ？」

　ババアのニムさんのおかげか、和佐さんの怒りが若じやつ干かん和やわらいでいるのを良いことに、俺は話題を変える。

「別に──」

　一いつ瞬しゆん何かを考えるような素そ振ぶりを見せた和佐さん。しかし、すぐに言葉を紡つむいだ。

「忘れ物したから教室に取りに来ただけ。そしたら上の階から声がするなって思って……なに、見に来ちゃダメだったっていうの？」

「「（若干）」」

　俺と来栖の声がボソリと重なった。

「忘れ物って……わざわざこんな時間に取りに来たのか？」

　彼女の手にあるのは一冊のノート。取り立てて大事な物にも見えないが。

「明日からゴールデンウィークでしょ。休みに学校来る予定無いから、それだったら早めに取りに来ようと思ったってだけ」

　そう言えばそうだった。うちの学校は明日五月一日が創立記念日、翌よく五月二日は来週土曜に行われる公開授業の振ふり替え休日となっており、来週六日まで六連休だ。

「そんなことより」

　和佐さんはメガネをクイッと掛け直した。

「そっちこそどうしてこんな所に──」

　和佐さんが言いかけた瞬しゆん間かん、狭せまい廊ろう下かにＪ‐ＰＯＰのメロディーが響ひびく。わたわたとブレザーのポケットをまさぐる和佐さん。着信音が響くスマホを取り出したが、同時に持っていたノートを落とした。

　ノートの表紙には「鈴すず木き」とある。

　さっき和佐さんは忘れ物を取りに来たと言ったが、何な故ぜ鈴木さんのノートをわざわざ彼女が取りに行ったのだろう。

　和佐さんは小声で通話をしながら、慌あわてた様よう子すでノートを拾い上げる。その後、手短に通話を打ち切ると、小さく溜ため息いきを漏もらしていた。

「……なに？」

　バツ悪そうに和佐さんがこちらを睨にらみつけてきた。それに対し、素早くニムさんが応答。

「それはこっちのセリフよ。誰だれにガンくれてんの──もがっ」

「だからやめろって」

　事態をややこしくしそうな異世界人の口を即そく座ざに塞ふさぐ。

「あ、今タメ口使った。カリバのくせに」

「そう言うあんたは年長者のくせにどうして空気を読んでくれないんだよ」

「年長者って何？　年ねん齢れいのことでディスるつもりならカリバとて容よう赦しやはしないわよ？」

「被ひ害がい妄もう想そう甚はなはだしいな。そんなに年取りたくなかったら常に光速で動いてりゃいい。ウラシマ効果でワンチャンあるから」

「なるほど、一理あるわね」

「ねーよ。摩ま擦さつ熱ねつで燃もえ尽つきてろ」




「わたしを無視しないで！」




　突とつ如じよ声を張り上げたのは和かず佐ささん。

　ニムさんにツッコんでたら忘れてた。すいません。

「さっきからことごとくシカトしてくれちゃって……一体どういうつもり!?　何なの!?　わたし、耳なし芳ほう一いちなの!?」

　また渋い隠いん喩ゆだな。自分をあんな怪談話の主人公に例える人も珍めずらしい。全身毛もう筆ひつで責められたいフェティシズムでもあるのだろうか。

「もう一度聞くけど、あんたたち、ここで何してんの？　その床ゆかの落書きは何？」

「これは魔ま法ほう陣じんで、今は魔ま力りよくを集めてるところ。だから邪じや魔ましないで」

　和佐さんに来栖が答える。

　そういうことを一般人に真顔で言うのもどうかと思うが、まあ金かね子こみすゞも「みんなちがってみんないい」とか言ってるしな。メルと来栖とそれからわたし、みんなちがってみんないい。ニムさんはどうでもいいや。

「魔法陣って……バカじゃないの」

　イラついたような顔で、来栖の描かく魔法陣まで歩みを進めた和佐さん。そんな彼女を、来栖はキョトンとした顔で見ている。

「何？　もしかして一いつ緒しよにやりたかった？」

「誰だれがっ！」

　相変わらず無自覚に煽あおっていく来栖。善ぜん意いで言ってるから性た質ちが悪い。

「今はチョークで描いてるけど、本当は血で描くと良いらしいよ。血っていうのは色んな力を持ってて、たとえば他の人の血を取り込むと、その人の力を使えるようになったり、その人と意思疎そ通つうを図れるようになったりとか──」

「別に聞いてないし」

　和かず佐ささんが冷たくぶった切るが、来くる栖すはものともしない。

「まあいいや……。とりあえず魔ま法ほう陣じんに魔ま力りよくを集めよっか。まず儀ぎ式しきのために牛の頭とう骨こつが必要なんだけど……苅かり羽ばくん、代わりにお願い」

「意味が分からない。牛になって死ねって言ってんのか？」

「さすがに死ねとまでは言ってないよ」

　牛になれとまでは思っていたらしい。

「来栖さん、あんた……まさか本気で魔法陣がどうとか言ってんの？」

　和佐さんが眉み間けんにシワを寄せている。

「おかしいって。絶対変。何でそんなバカみたいなこと本気でやってんの？」

「だって現に魔法があるんだもん。バカでも何でも本気でやるしかないもん」

　来栖の言うことは間ま違ちがっていない。補足すれば、魔法どころか聖せい剣けんも異世界もある。ただ、それを和佐さんに言ったところで、

「何言ってんの？　意味分かんないし」

　という反応が返ってくるのがオチだった。

「信じないなら信じないでいーよ。私は信じてくれる人と一いつ緒しよにやるから──ほら苅羽くん、牛の頭骨やって。気合いだよ、気合い」

「しつこいなお前も」

　気合いで骨格変わってたまるか。

「何で……そんな風に開き直って……」

　俺おれのツッコミの横で、和佐さんが悔くやしそうに呟つぶやいている。

「自分は何も気にしてませんみたいな……何でそんな顔できるの……!?」

　唇くちびるを嚙かむ和佐さんは、描かきかけの魔法陣にズカズカと足を踏ふみ入れると、靴くつ底ぞこでそれを擦こすり落とそうとした。仕上げの一ひと筆ふでに入ろうとしていた来栖を見下ろしている。

「あ、魔法陣踏んじゃダメだよ！　チョークだからすぐ落ちちゃうんだってば！」

　そんな来栖の抗こう議ぎに対し、和佐さんは全く取り合わない。ただ来栖を見み据すえて重い口を動かす。

「わたしは……あんたが────！」

　何かを言いかけた直後、魔法陣が突とつ如じよとして妖あやしく光り出した。

「え？」

　和佐さんの素すっ頓とん狂きような声。だが、俺を含ふくめた全員が似たような声を出していたと思う。

「ちょっと！　何これ！　あんたたち何か仕組んだの!?」

「わあ、凄すごい凄い！　和佐さん、牛の頭骨のセンスある！」

「ふざけないでよ！」

　多分来栖は大おお真ま面じ目めです。

　和かず佐ささんの足元を見れば、眩まばゆく光る床ゆかから何かがゆっくりと突つき出てきた。

　やがて光は収しゆう束そくし、その全ぜん貌ぼうが明らかになる。

「何これ……」

　呆あつ気けに取られる和佐さんの目の前──廊ろう下かに直立して突き刺さっているそれは、ついこの間、ニュースで見た──、

「聖せい剣けんもーらった！」

　いの一番に「それ」の──「聖剣」の柄つかに飛びつく来くる栖す。

「え、何？　せい──？」

　床から剣を引き抜こうとしている来栖の横で、吞のみ込めない状じよう況きようを何とか咀そ嚼しやくしようとしている和佐さん。

「凄すごいのです……これ今どうやって転送されてきたのでしょう……」

　はしゃぐ来栖と置いてけぼりの和佐さんを尻しり目めに、顎あごに手を当て考えるメル。

「それよりお腹空すかない？　ピザ食べたい。学こ校こって出前取れる？」

　もうニムさんはどっか行ってればいいと思う。

「この剣凄い！　カッコいい！」

　すでに床から剣を引き抜いていた来栖は、相変わらずそれを天に掲かかげたり振ふり回したりしていた。

　赤黒い色をベースにした剣身は確かに中二心をくすぐられるダークな作り。剣の腹に、柄の上数十センチにわたって刻み込まれた文もん様ようは、恐おそらくは炎を模もしているのであろう、赤く染そまっている。ただそれも、鮮あざやかな赤ではなく、血を連想させるようなやや淀よどんだ赤に見える。

「おい来栖、それ振り回すの危な──って、熱あっつ！」

「あ、ごめん、炎出ちゃった」

　来栖がぶん回していた聖剣から、追加攻こう撃げきで魔ま力りよくの炎が放たれる。

　鈍にぶい赤色の火炎が俺おれを襲おそい、同時に和佐さんのお団だん子ごを少し焦こがしたような気がしないでもない。

　それでも、和佐さんは叫さけぶでも怒るでもなく、目の前の非現実的な出来事に呆ぼう然ぜんとしていた。

「あ、また火ぃ出ちゃった」

「だから振り回すなっつってんだろが！」

　今度は炎が和佐さんのメガネを襲う。

「ああああ火事なのです！　消火なのです！　シュトレーム！」

　慌あわてて呪じゆ文もんを叫ぶメル。

「ぶべっ」

　水みず鉄でつ砲ぽう並みのチョロリとした一線の水が、和佐さんの顔に射しや出しゆつされた。メガネと顔面、そして前まえ髪がみが濡ぬれる。

「メル、相変わらず水属性の魔法苦手ねー。くそしょぼっ」

「むー……爆ばく発はつさせるのは得意なのですが……」

　ニムさんとメルの会話の横で、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす和かず佐ささんが口をひらく。

「何なの……」

　持っていたノートがバサリと落ちる。しかし、今度は拾い上げようとしない。

「これは一体何なの……」

「これは聖せい剣けんで、今メルが出したのは魔ま法ほう」

　事も無げに来くる栖すが言うが、和佐さんは無言のまま頭を抱かかえていた。

「だからさっき、現に魔法はあるって言ったのに。和佐さん、信じようとしないんだもん」

「……何が聖剣？　……何が魔法だって…………？」

　和佐さんの肩がわなわなと震ふるえ出す。

「意味分かんないし！　信じられる訳わけ無いでしょ！」

　あ、和佐さんがキレた。

「さっきから何なの!?　髪の毛は焦こげるし顔面は水浸びたしだし！　──ちょっとそれ貸しなさいって！　あんたに持たせてたらヤバイ！」

「いやこれ私の聖剣だから！」

　和佐さんと来栖が聖剣をめぐって取っ組み合いになる。

「少なくともあんたのじゃないでしょ！」

「私のだもん！　何かよく分からないけど勝手に床ゆかから生はえてきた私の聖せい剣けんだもん！」

　所有権って奥深い。

「そもそも聖剣は勇者の血を引く人間しか持てないもん！　和佐さんには持てないもん！」

「また訳の分かんないことを！　いいから放しなさいって──！」

　強引に聖剣を奪うばった和佐さん。聖剣の重みでガツンと刃はが床に落ちるかと思いきや──、

「──何だ、普通に持てるんじゃないの」

　彼女は軽々と聖剣を持ち上げていた。

　──え？

「噓うそ!?　何で和佐さん持ってるの!?　ずるい！　ダメ！　無し！」

　おもちゃを奪われた子供のように来栖が叫さけぶ。

「聖剣も勇者も魔法も信じていないような人が、どうして普通に聖剣持っちゃってるの!?　何で勇者の血を引いてるのさ!?」

　今度は来栖が頭を抱かかえていた。

「ダメだよ！　こっちの世界で聖剣を持てるのは私だけなの！　特別なのは私！」

　そう言って、来栖は和佐さんから聖剣を取り戻そうとする。またしても数秒前と同じ構図となった。

　来くる栖すと和かず佐ささん、二人で聖せい剣けんの柄つかを握り合うような格かつ好こうになった矢先、またも光が場を包む。

　だが、今度は魔ま法ほう陣じんからではない。

　二人が握る聖剣、壁かべに備え付けられた七なな不ふ思し議ぎの鏡、そして和佐さんの胸元──この三ヶ所から鈍にぶい赤の光が放たれ、同調するように輝かがやいていた。

「今度は何なの!?　これもあんたたちのせい!?」

　和佐さんが来栖に突つっかかる。

「何でもかんでもこっちのせいにしないでよっ！　私は魔法陣描かいてただけだもん！」

　こっちのせいのような気がしないでもない。

　──それはともかくとして、和佐さんの胸から発せられる光は何だろう。ブラウスに遮さえぎられてはいるが、鏡や剣と同じく、強く光っているのが分かる。

「和佐さん、その胸で光ってるのって……？　中に何か入れてるなら見せてくれないか？」

　彼女の首元には細い黒くろ紐ひもが掛けられている。恐おそらくはペンダント状のアクセサリを身に着けていると思われる──。

「ああっ！　どさくさに紛まぎれて苅かり羽ばくんが和佐さんのブラジャー見ようとしてる！　変へん態たい！」

「そういう意味じゃねーよ！」

「苅羽くん、念のために言っとくけど女の子のおっぱいは光らないよ？　女体の神しん秘ぴってそういう意味じゃないよ？」

「だから違ちげーよ！　残念な目で見るな！」

　理り不ふ尽じんな言いがかりに襲おそわれる俺おれを尻しり目めに、和佐さんは剣を手放し、来栖に剣を譲る。おもむろにブラウスの胸元のボタンを開け、黒紐を手た繰ぐり、出てきたのは勾まが玉たまの形をしたアクセサリ。中心部に開いた穴から紐が通されている。

　一般的な装そう飾しよく品ひん。ただ、黒みがかった赤色が不自然に発光している今、一般的という形容詞は当てはまらないかもしれない。

「何なの……これ……」

　和佐さんが半ば怯おびえるように勾玉を見る。一方で来栖は「凄すごい凄い」と目を輝かがやかせていた。

　俺について言えば、もう胸むな騒さわぎしかしない。そして悪い予感は的中するもので──。

　来栖の持つ剣、そして和佐さんの身に着けた勾玉の二つの光が、鏡のもとへと向かう。結果、鏡はそれまでよりも一段と強く赤い光を纏まとった。

　鏡に映る俺たち──その姿が崩くずれる。

　ただ目の前の光景を映すだけという本来の役割を忘れたかのように、その鏡面に映る景け色しきは、波立ち、揺ゆれ動き──まるで魔法のようだった。

　──体の自由が利かなくなる。

　それは他の四人も同じようで──、

　吸い寄せられるように、じりじりと鏡へ体が近づいていく。そして──、

「──うわっ！」

　濁だく流りゆうに飲み込まれるかのように、俺おれたちは鏡に吸い込まれた。

　──その直前。

　たまたま目に入った腕時計を見て思う。

　七時十六分を指す二つの針はり──鏡に映せば四時四十四分になるな、と。







[image: Ⅲ．異世界行った結果]







　頭上に光が見えた。

　でもその光はゆらゆらと揺ゆれている。いや、揺れているのは光ではなく、この空間。

　ふと、自分が呼吸を止めていたのを自覚する。

　気付けば、体を包み込んでいるこの空間が、大きな抵てい抗こうを伴って俺おれの動きを阻そ害がいしていた。

　水の中──。

　届く光の明るさからして、すぐに水面を目指せそうだった。

　水を搔かき分ける。

　ものの数秒で、俺は水面に──。

「がぼっ!?」

　顔を出そうとした瞬しゆん間かん、水底に向かって足を思い切り引っ張られた。再度水の中へと引き込まれる。

　酸さん素そを今か今かと待ち構えていた俺は、誤あやまって大量に水を吸い込んでしまう。

　え、ちょ──。

　不ふ慮りよの事態にパニックを起こしそうになる。胸が苦しい。鼻の奥が痛い。

　地上とは勝手の違う水の抵抗の中で、やっと自身の足元に目を向ける。

　そこには、俺の足にしがみつく来くる栖すの姿。

　──来栖、泳げないのか!?

　一いつ瞬しゆんそんなことも思ったが、俺の足と一いつ緒しよに先ほどの聖せい剣けんも抱き込んでいるのを見て、考えを改める。

　──そんなもん持ってるから泳げねーんだよ！　捨てろ！　邪じや魔まくさい！

　視線と腕の動きで伝えるが、来栖は頑かたくなに剣を放そうとしない。

　──運びたいなら一人で運べ！　俺を道連れにするな！

　などとコンタクトを図ったところで効果があるはずもなく、ついには来栖まで「がぼごぼ」と呼吸がもたなくなりそうになっていた。

　この──くそ──！

　冗じよう談だんじゃなく死が見えた。

　酸素が足りていないのか、手足には痺しびれすら感じる。

　そんな体に鞭むち打って、何とか水面を目指す。

　火事場の馬ば鹿か力とはよく言ったもので、俺は来栖を引き連れつつも、どうにか岸に辿たどり着いた。すぐに地上に上がり、まだ水の中にいた来栖を引き上げる。

「ぶっはあぁ……！」

　地上に引き上げた来栖は息も絶たえ絶だえ。四し肢しを地面に突つき、荒い呼吸で全身を揺らしていた。そしてその横には、最後の最後まで手放さなかった例の赤黒い聖剣。

「うえええ、水飲んだ、水。お腹気持ち悪いよお」

　来くる栖すが舌を出して軽くえずいてみせる。俺おれもこいつもマジで溺おぼれかけていたので、必然、口の中には大量の水が入って来ていた。言われてみれば確かに気持ち悪い。指を喉のどに突つっ込めば簡単に吐はけそうだ。

　見渡せば、先ほどまで俺たちが入っていたのは直径５０メートルほどの池。意外と深く、さっきは全く足がつかなかった。

「お前が変にしがみついたりしなけりゃ、絶対もっと簡かん単たんにここまで来れてた」

「だって聖せい剣けんのせいで全然浮かんでいかないんだもん。しょうがないじゃん」

「だったらそんなもん捨ててこいよ！」

「え、苅かり羽ばくん池の中で『聖剣捨てるなよ！　死んでも持って来い！』ってジェスチャーしてたじゃん。私あれに感動して『絶対離はなさない！』って思ったんだよ？」

「逆だよ！　首横に振ふりながら放り投げるジェスチャーしたんだぞ!?　『無理だ！　捨てろ』って意味に決まってんだろ！」

「いやいや、放り投げる動きしながら首横に振ってたじゃん。『捨てるなよ！　ダメだぞ！』って意味にしか見えないよ」

　この意思疎そ通つうの図れなさ。俺も来栖も自分の都合の良いようにしか物事を捉とらえない。解かい釈しやくの不ふ一いつ致ち。みんなちがってみんないいって言った奴やつ誰だれだ。おかげで死にかけたぞ。

「普通は人命優ゆう先せんだろ……勘かん弁べんしてくれよ」

「えーと、ごめんね。何でもするから許してよ」

　来栖は芝しば生ふの上にぺたんと座り込むと、ごまかすように笑みを浮かべた。

　濡ぬれて肌はだに張り付いた髪かみ。水を含ふくんで色濃こくなったブレザーとスカート。重力に従って肌を這はう衣服が、いつもよりずっと体のラインを強調している。特に胸元が凄すごい。何が凄いって色々凄い。所しよ見けんはＤ。

「何もしなくていい。何もしなくていいからちょっとの間じっとしててくれ」

　脳に焼き付ける。

　ケータイで写メ撮とりたいなと思わなかった訳わけではないが、さすがに一線を越こえる気がしたのでやめておいた。そもそも、水に濡れたせいでケータイ壊こわれてたので無理だった（つまりケータイを取り出すところまでは行った）。

「それにしても──」

　ここどこだ？　さっきまで学校にいたのに、鏡に吸い込まれて、気付けば池の中で──？

「おい来栖、俺たちいまどこにいるんだ？」

「そんなことより、この池の水って飲んでも大だい丈じよう夫ぶなやつかな？　あとでお腹痛くならないかな？」

「そんなことよりって何だ。物理法則を無視したワープをそんなこと呼ばわりか。理系の敵かお前は」

　それに空を見てみろ。

「学校にいる間は確かに夜だった。だけどどうだ、まるで早朝みたいなこの明るさは」

「天気が良い！」

「そこじゃねーよ！　今、何時だろうって話だよ！」

「うるさいなー。どこかに飛ばされてきちゃったってだけの話でしょ？　ＲＰＧではよくあることだよ」

「だけって何なの、だけって。お前適応能力高過ぎだろ。その強きよう靭じんなＤＮＡはどこから来てんだよ」

「伝説の勇者」

　今日一番納なつ得とくした。

　と、そんな中──

「──ぶはっ」

　俺おれたちの声に紛まぎれて聞こえた新たな声。池から這はい上がって来たのはニムさんだった。

「あれ、二人とも早いわね」

　俺たちに比べて、彼女は大分落ち着いていた。普段から持ち歩いている聖せい剣けんの仕込み傘がさも、手放さずにしっかり持ってきている。

「あーびっくりした。いきなり水の中とかやめてほしいわ、ホント」

　髪かみの毛を軽く絞しぼるニムさん。

「何か慣れてますね？」

「え、そう？　まあ今回は明らかにイレギュラーな転送だったから、心の準備はできてたけどね。何より、私泳げるし」

　確かに泳ぎやすそうな体だった。来くる栖すに比べて無む駄だなものが無い。Ｂくらいかな。

「ところでメルは一いつ緒しよじゃないんスか？」

「メル？　あの子ならさっき、池の中で見たわよ」

「池の中でって……え、じゃあまだ中にいるってことスか？」

「多分」

「助けろよ！」

「いや、だってメルも泳げるはずだし。前に泳ぐのなんてチョロイみたいなこと言ってたし。さっきだって『先に行くね』ってジェスチャーしたら、あの子勢いよく『バイバーイ』って手振ふってた。あんなに必死に振らなくても伝わるのにね」

「それ絶対違う！　『行くな』って意味だよ！　ヘルプの合図だよ！」

　池に目をやれば、水面にはブクブクと泡あわが立っている。

「そこか！」

　慌あわてて飛び込むと、そこには制服姿でもがく少女の姿があった。少し小動物っぽくて可愛かわいい。もっと見ていたいような気がしないでもなかったが、さすがに見殺す気は無いのでさっさと回収する。

「うぇ、うぇ！　水一いつ杯ぱい飲んじゃったのですっ……！」

　陸に上がったメルは、四つん這ばいになると、気持ち悪そうに顔をしかめた。

　その様よう子すを、赤い髪かみの先せん輩ぱいがさして心配してなさそうに見つめている。
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「大だい丈じよう夫ぶ？　吐はいちゃったほうが良いよ。メル吐くの得意でしょ、ニンジンとか」

「何なのですかそれ！　勝手に吐きキャラにしないでほしいのです！」

　顔を赤くして精せい一いつ杯ぱいの抗こう議ぎをするメル。

「大体、どうして先輩、さっさと自分一人で行ってしまったのですか!?　あたしあんなに『行かないでください』ってお願いしたのに！」

「いや、てっきり『俺おれに構うな、先に行け！』的な意味かと思って。せっかくの覚かく悟ごをフイにするのも悪いなーって」

　直後、メルの手が火炎魔ま法ほうで赤く光り始めたのを見て「いやもちろん冗じよう談だんだよ」と付け足すニムさん。

「ってかさ、メルあれじゃん。去年だったっけ？　職場のみんなで海行こーって話になった時に、泳げますよって言ってたじゃん。余よ裕ゆうですって言ってたじゃん。何な故ぜか当日風か邪ぜひいて来なかったけど」

「え、いや、お、覚えてません」

　メルは途と端たんに顔を青くした。それを見て、ニムさんがニヤリとほくそ笑む。

「えー、言ってたよ、絶対言ってた。……あ、そうか今日は調子が悪かったんだ、そうでしょ？　まさかメルに限って泳げないとか無いだろうし、ましてや見み栄え張って噓うそ吐ついたなんてこと絶対しないだろうしなあ」

　性格悪いなこの人。

「そ、そーなのです。今日はたまたま調子が、優すぐれず、ええ」

「調子の良い日ってどのくらいあんの？　一年に一日でもあんの？　え、このカナヅチ」

　うぇへへへ、とニムさんは悪役じみた笑いを浮かべる。逃げ道を用意してから塞ふさぐという、えげつない一手。ゲスの極み。

　対するメルは「うー……」と歯は痒がゆい表情を浮かべるのが精せい一いつ杯ぱい。

「あー、スペック高い人間の欠点いびるのって楽しい」

　思っても言うなよ。

「あれ、そう言えばもう一人いたんじゃないの？　カリバたちの知り合い。あの子は？」

　言われて思い出す和かず佐ささんの存在。

「あ、あれかな？」

　突とつ如じよ来くる栖すが上空を指差す。

　ヒューッと降ふってくるのはメガネを掛けた女子高生。

　池の中央目がけて盛大に、ザッパーンと落ちて行った。

「──ってマジかよ！」

　またしても池に飛び込む俺おれ。泳いで落下地点まで向かう途中、

「ニムさん！　泳げるなら手伝ってくれ！」

「もう髪かみ絞しぼっちゃったし」

「ふざけんなババア！」

「あれ、カリバは反抗期かな。お姉さん悲しい。悲し過ぎて八つ裂ざきにしちゃいそう」

　仕込み傘がさから刃やいばをチラつかせられる。「冗じよう談だんですよー」と言い直して、俺は和かず佐ささんのもとへと向かった。

「……ああもう意味分かんない意味分かんない！　ここどこ!?　何で水の中!?　最悪！」

　盛大に池に落ちた和佐さんだったが、割と冷静に浮かび上がってくると、そのまま口くち癖ぐせの「意味分かんない」を連呼し始めた。

　沈しずまないようにジャバジャバ手足をばたつかせながら叫さけぶという、地味に負荷の高い運動を難なんなくこなしている。無む駄だに洗せん練れんされた無駄な動き。

「……なに？」

　和佐さんに冷たい目で見られた。

　助けに来たのだが、どうやら求められていなかったらしい。

「和かず佐ささんって泳げる人？」

「当たり前でしょ。黙だまってれば浮いてくるんだし。この世に泳げない人とかいるの？」

　いるんだよ、青い髪かみの女の子とか。

「ねえ、ってかここどこ？　何で明るいの？　どうしてこんな水の中にいんの？」

「どこかは分からない。何で明るいかも分からない。水の中にいる理由も分からない」

「はあ？　何それ？」

「分からない」

　──間。

　和佐さんのジト目が痛い。

「とりあえずみんな向こうにいるから」

　と指差す俺おれ。

　ここで話し合うことの不毛さを悟さとったのか、和佐さんはみんなのいる方へバシャバシャと忙せわしない動きで泳いでいった。犬かきだった。

「……何？」

　並んで泳ぎつつ彼女を見ていると、和佐さんが口をひらいた。

「いや、ずいぶんと忙しい泳ぎ方だなと思って」

「な────、うっさいし！　泳げれば何でもいいでしょ！　あんたみたいに平泳ぎできても別に偉えらくないし！」

　顔を赤くした和佐さんが、より盛大な動きで水を搔かいた。バッシャバッシャと水が飛んでくる。

「おわっ！　ちょ──水掛けんなって！　うぇ！　口入ったし！　やめろ！」

　今日二度目の誤ご飲いん。

　バタつく和佐さんの腕を止めようとすると、その手のひらに小さな傷が見えた。

「それ、どうした？　手のひら」

　指し摘てきすると、和佐さんも今気付いたようで、首を傾かしげている。

「──ああ、多分さっき来栖さんとゴタゴタしてる時に擦こすったんだと思う。あの変な剣取り合ってる時」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「ただの擦すり傷だし。ちょっと血ぃ出て沁しみるくらい」

　別に何ともないし、と言って和佐さんはまた泳ぎ始めた。心なしか表情が少し和やわらいだように見える。

「ねえ、苅かり羽ばって、何で来くる栖すさんと一いつ緒しよにいんの？」

　しばらく泳ぎ、底に足が着く位置まで来て、問われた。

　何で？　何でって……どうだろうな。去年の期末テストより難むずかしいなこれ。

「何となく」

「はあ？　何それ、意味分かんない」




　問　何な故ぜ苅かり羽ばは来くる栖すと一いつ緒しよにいるのか。登場人物の気持ちを踏ふまえ、五十文字以内で答えよ。

　答　何となく。




　そうとしか言いようがない。そんな一いつ杯ぱい文字数貰もらったって、答えようがない。

「──苅羽」

「何だよ？」

「席替え、１８番だったね」

「あ？　──おう、そうだな？」

　突とつ然ぜん何の話を切り出されたかと思ったら……何で席替え？

「じゅうはちばん」

　力を込めて、彼女が再びその番号を口にする。和かず佐ささんはジッとこちらを見つめていた。

「ああ、うん。和佐さんは１７番、だよな？」

　どう答えればいいか分からないので、そんな中身の無い返答しかできない。

　そしてやはり、俺おれの答えは彼女が期待していたようなものではなかったらしく、

「──そう、正解」

　小さく溜ため息いきを吐ついて、和佐さんはそう言った。

「苅羽」

　今度は何だ。

「バカ、バカ、バーカ。底辺、二人ぼっち」

　突然の罵ば倒とう。っていうか最後の何だ。

「最近そう言われてるんだよ、来栖さんと苅羽。意味分かんないぼっちと部活やめたぼっち、いつも一いつ緒しよにいるから」

「え、マジ」

　全く知らなかった。あと、できれば知りたくなかった。

「いや、来栖はともかく俺はぼっちというほどぼっちでは──」

　言いかけたが、よくよく考えてみれば部活をやめてからというもの、確かに付き合いは少なくなった。

　それまでの友人関係がほぼ部活動で収しゆう束そくしていたため、部活をやめれば人間関係も終息してしまうのか。

　そして、俺の人間関係の隙すき間まに新たに入り込んできたのは来栖麻ま央お。だが彼女は彼女でコミュニケーションスキルが欠けつ如じよしており、彼女が学校で築きずいている人間関係はほぼ皆かい無む。

　──そんなもんだから、来くる栖すを通して俺おれに新たな人脈が広がる訳わけでもなく、あ、やばい、これ確かにぼっちまっしぐら。

「ねえ苅かり羽ば」

「あー、今度は何だ」

「あれ誰だれ？」

　もう数十センチで岸に手が届くというところ。

　聞き慣れない言葉とともに、一人の男がどこからか走って来た。

　言葉は分からないが、語気が荒く怒りを抱いだいているような印象。警けい備び員いんのような制服を着ており、全速力でこっちに向かってあれ何かめっちゃ俺に怒ど鳴なって

「痛いてえ！」

　──脳天どつかれた。







　数十メートル先には城門。そのさらに奥には黒い石造りの馬ば鹿かデカい城。城門の横には動物園のチケット売り場のような窓付きの小さな建物が一いつ棟とう。今は誰もおらず、数ヶ所並んだ応おう接せつ窓からは、建物の内ない壁へきが見えるだけだ。

　視線を移して目の前。歩道に立つ一本の鉄柱。俺の背せ丈たけほどのそれには、ごく小さな看かん板ばんが取り付けられ、その中の表には、細かな文字が書き込まれている。

　そして、歩道に面した道路に目をやれば、ちょうどこの看板の前で止まる大型の車。言い換かえれば、バス。

　俺たち五人はそれに乗り込むと、有り余る空席を眺めつつ、立ったまま発車を待った。まだ服が濡ぬれているため、座席に座ることができないのだ。

「つまるところ、どういう話だったんスか？」

「極めて常識的な話。閉館後に施設に入るな、池に飛び込むな、その聖せい剣けんはどこから持ってきた、そもそもどこのどいつだ、何の目的であんなことをしていた──そんな感じ」

　まだ湿っている髪かみの毛を搔かき上げながら、ニムさんは溜ため息いきを吐ついた。その横にいたメルも同様に息を吐いており、つい先ほどまで三十分以上にわたった施設管理人とのやり取りの苦労が伝わってくる。

　さて、施設管理人と言ったが、俺たちが今までいたのは何の施設だったのか。

　──魔ま王おう城。

　まあ「え？」ってなるよな。俺もなった。でも本当のことらしい。

　一体今、俺たちはどこにいるのか。

　──異世界。

　そういうこと。




　──数分前、バス停での待ち時間にてそれを説明された。

「あたしたちは──」

　天気は快晴。にもかかわらず、俺おれたちのせいで地面が濡ぬれているバス停で、メルは語り出した。

「──異世界に帰ってきました」

　冗じよう談だんにしては笑えない。

「あれを見てほしいのです」

　そう言ってメルが指差したのは空。それが西か東かも判然としないが、そこにあったのは地平線に半分隠かくれて、赤く染そまった太陽。

「夕焼けか？　──今何時だ？」

　俺がさっきまでいたのは夜の学校のはず。

　時計を見るが、時刻は変わらず七時十六分。

　それもそのはずで、水に浸つかったからか秒びよう針しんは止まっており、どうやら故こ障しようしてしまったようだ。

　だが、そもそもここが異世界ならば、日本時間の時計なんて何の意味も持たないことに気付く。

「今が何時かというのはそう大きな問題ではないのです。それよりもカリバさん、今度はあちらを見てほしいのです」

　メルはさっきとは真逆の方角を指差した。

　先ほどと同じようにその指先の向こうへ目を向けると──、

「……あれ？」

　そこにあったのもまた赤い太陽。こちらも地平線に半分だけ姿を隠している。

「俺の見み間ま違ちがいでなければ、太陽が二つあるな」

「ええ、そのとおりなのです。太陽が二つある世界──聞き覚えありませんか？」

　認めたくないが、ある。

　一週間前、メルが俺たちの世界に来た際、異世界について説明した時にそんなようなことを言っていた。

　……マジで来ちまったのか、異世界。

「おい来くる栖す、ここ本当に異世界みたいだぞ……」

「今さら何言ってるの？　当たり前じゃん」

　見れば来栖は、落らく胆たんも驚おどろきも無く、ただフッフッフと笑っているだけだ。

「私言ってたでしょ？　あの鏡は異世界と繫つながってるんだって。ここが異世界かどうかなんて、日を見るより明らかだよっ」

　そう言いながら、来くる栖すは太陽を指差した。日本語の用法に一つの誤ご解かいがあるような気がしないでもなかったが、確信が持てないため黙だまっておく。いやきっと絶対間ま違ちがってるけど。

「ってか何でお前そんな喜んでられんの？　ここ異世界だぞ？」

「だからじゃん！　異世界に行くまでなんてただのチュートリアルみたいなものだよ？　異世界に行ってからが本番！　第一章！」

　こいつ、この前の魔ま獣じゆう駆く除じよをチュートリアル扱あつかいしやがった。あれでみんな死にかけたのを忘れたのか。第一章どころか危あやうく一巻の終わりだったよ。

「どうやって戻ろうとか思わねーのかよ……」

「戻る？　またまたー、苅かり羽ばくんってばホント冗じよう談だん好きだね」

「どう聞けば冗談になるんだよ！　本ほん音ねだよ！　切実な願いだよ！」

「本当はそんなこと思ってないくせに。ツッコみたいだけでしょ。無理してツッコまなくても良いんだよ。本当の自分を解放しないと」

　あ、これもう話通じねーわ。来栖のテンションが逝いってる。

「そんなことより、さっきから聞いてても意味分かんないんだけど。太陽が二つって何？　それでどうして異世界ってことになるの？　そもそも異世界ってどこ？　宇宙？　地底？　海底？　どうやったら日本に帰れるの？　っていうか早く帰してよ！」

　相変わらずイライラしている和かず佐ささん。だが、その気持ちも分からないではない。

「明日、合コン入ってたんだけど！　わたし行けないと頭数足りないし！　それに明後日あさつては新しん宿じゆく行って五月の新作買う予定だったのに、もう……！」

　和佐さんは駄だ々だをこねる子供のように肩を揺ゆすらせている。

「五月の新作？　ああ、ドラゴンファンタジーのこと？　あれ面おも白しろいよねー」

「ゲームじゃなくって！　服！　ファッション！」

　地じ団だん太だを踏ふむ和佐さん。

「まあまあ和佐さんってば、慌あわて過ぎだよ。ここには合コンだとかファッションだとかよりも、ずっと面白いものがあるんだよ？　せっかくの異世界、エンジョイしないと」

　火に油を注そそぐ来栖。

「何言ってんの!?　あんた思考回路大だい丈じよう夫ぶ!?」

「小学校の時は『常人には真ま似ねできない考えをする子です』って通つう信しん簿ぼに書かれてたよ。つまり独どく創そう的てきってことだよね」

　先生、もっとストレートに書いてやんねーと伝わんねーよ。お宅のお子さん頭おかしいですって。

「あー、異世界かあ、何しよっかなー。あ、そうだニム！　約束！　聖せい剣けん新しいのくれるって約束！　５本！　私覚えてるからね！」

　バカ高いテンションで叫さけぶ来くる栖す。

　対してニムさんは、面めん倒どうなこと思い出しやがったな、みたいな顔で「はいはい」と手をひらひら振ふっている。

　ちなみにこの約束というのは、以前、聖剣を回収しに来たニムさんへ便宜をはかる見返りとして、来栖が取りつけたものだ。

「魔ま王おういないかな、魔王！　対決したい！」

　戦せん闘とう狂きようみたいなことを言い出す来栖。やっぱりお前バーサーカーじゃん。

「あーもー何なのホント……意味分かんない…………」

　来栖に反比例してテンションガタ落ちの和かず佐ささん。

「苅かり羽ば、この子頭おかしいんじゃないの？」

　和佐さんが来栖を指差す。

「独どく創そう的てきなんだろ。ナントカと天才は紙一ひと重えって言うし。好意的に解かい釈しやくしてやれ」

　ただし、世の中には天才になれなかったナントカの方が遥はるかに多いとは思う。

「もう、二人とも気分暗いなあ。……あのね、帰る方法ならあるんだよ。学校でやったのと同じように、鏡と剣とアクセサリを──」

　と来栖が言いかけたところで俺が割り込む。

「あのな、お前勘かん違ちがいしてるみたいだから言っとくけど、それ無理だぞ」

「え？」

「そもそもの話、あの鏡こっちの世界に無いだろ。俺たちは鏡に吸い込まれただけであって、鏡自体はあっちの世界の学校に備え付けられたままだ」

「あっ」

　来栖の顔から表情が消える。

　そしてその瞬しゆん間かん、バスが俺たちの目の前で止まった。




　──回想終わり、バス車内。

　俺たちが今いるのは異世界──これは間ま違ちがいない。しかし、ニムさんたちが元いたグラン国ティアー市かと言えばそんなこともない。

　グラン国サタジェーニ市──内陸のティアー市から遥はるか南の海沿い。

　ニムさん曰いわく、千年前に勇者が魔ま王おうを打ち破った場所だとか。でもって、俺たちがさっきまでいた場所は、魔王の拠きよ点てんであった魔王城。

　さっきの池は城の土地に備えられていたもので、実際、そのすぐ近くにはやたらでかい石造りの建物があった。西洋的な雰ふん囲い気きを醸かもし出していたその建築物は、漆しつ黒こくの壁かべ色いろにどこか非日常を思わせるものだった。

　人間にとっては忌いまわしき魔王城──というのは言い過ぎで、魔王が滅ほろんで千年経たてばもう誰だれもそんな感情は抱いだいていない。今ではこの魔ま王おう城、グラン国では重要な観光資源として、無くてはならない文化財となっているそうだ。

　周辺の街並みも統一感があり、石造りの家が多く立ち並んでいる。こちらの世界においては、今こん日にちでは石造りの建物も珍めずらしいらしいが、この一帯はあえて伝統的な景けい観かんが残されているとのことだ。日本で言えば京都の街並みみたいなものだろうか。

　さて、さっき俺おれを殴なぐったのは、その魔王城を管理している会社の警けい備び員いんか何かだったようで、どの季節も毎年敷地内に忍しのび込んで川に飛び込むバカがいるから思わず殴ってしまった──ということらしい。でも思わず殴るってどーなの？　アドレナリン出過ぎてビチャビチャなの？

　殴られた後、俺たち五人は管理事務所のような場所に通され、スタッフから三十分強の説教もとい事情聴ちよう取しゆを受けた。

　と言っても、話が通じるのはニムさんとメルだけなので、ほとんどその二人が喋しやべっていただけ。俺たち非異世界人はその様よう子すを黙だまって見ていたに過ぎない。

　──で、

「こうして解放してもらえたということは、無事にごまかせた──と？」

　今バスに乗っている俺たちがどういう状況なのか。異世界人同士の会話内容を把は握あくできていない俺にはさっぱり分からない。

「まーね。うちの市役所に連絡取ってもらって身元証明もできたし──まあ課長はブチギレてたけど。何日も無む断だん欠けつ勤きんしてて、その上いきなり不ふ法ほう侵しん入にゆうしてたら無理もないか」

　あーめんどくさ、と頭を搔かくニムさん。もう一方の手には、さっきまで来くる栖すが持っていた赤黒い聖せい剣けんを握っている。代わりにいつもの仕込み傘がさを来栖に持たせていた。

「それ、そんな堂々と持ってて大だい丈じよう夫ぶなんスか？」

「聖剣のこと？　大だい丈じよう夫ぶよ、携けい帯たい許可証あるし」

　ニムさんがポケットから耐たい水すい性せいのカードを取り出した。

「ちょっと待つのです。どうして先せん輩ぱい、許可証なんて持ってるのですか？　いつも使ってるクトネシリカは無許可の所持だし、その聖剣に関してはあっちの世界の物じゃないですか。許可申しん請せいする暇ひまなんて全く無かったのです」

「まあ偽ぎ造ぞうカードだし」

「うぅ……」

　眩暈めまいを起こすメル。倒れるように座席に座り込んだ。

「クトネシリカにしても、傘に聖剣仕込んでるのバレたら面めん倒どうでしょ？　だから予あらかじめ作っといたのよ。フォーマットのデータに文字入力して印刷して市長印押すだけの簡かん単たんなお仕事」

「用意周しゆう到とう過ぎて頭が痛くなってくるのです……」

　メルが頭を抱かかえるが、そんな彼女をよそに、来栖はワクワクといった様よう相そうでメルに質問を投げ掛けていた。

「ねーねー、このバスどうやって動いてるの？　魔ま力りよく？　霊れい力りよく？　筋きん力りよく？」

　何で最後だけ物理なんだよ。運転手過労死させる気かお前。

「これは電気と内ない燃ねん機関とのハイブリッド車ですね」

「魔力は？」

「そんな不安定なもの、とても使えないのですよ。それに魔力は瞬しゆん発ぱつ力りよくがありますけど、持続力に欠けますから。大きな力を一気に出すことには向いてますが、小さくまとめて長持ちさせるのは難むずかしいのです。暴れ馬を縄なわで繫つなぎ止める感じなので厳きびしいのですよ」

「うん……何かね、大体予想はしてたよ。私も少しは学習したよ……」

　肩を落とす来くる栖す。

「結界魔ま法ほうとかは魔力を固定するだけなのでまだ良いのですが、燃ねん料りようとして利用するとなると流動性が必要ですからね。途と端たんに必要となる制せい御ぎよ技術が跳はね上がってしまうのですよ」

　メルが人差し指を立てて解説する。

「仮に魔力でエンジンを動かした場合、静止状態からコンマ数秒で時速五百キロに到達してしまうのです。みんなＧで死にます」

「でも苅かり羽ばくんなら」

「来栖は俺おれを何と勘かん違ちがいしてんだ？　お前が思ってる以上に俺、柔やわらかいからな。ほとんど水とタンパク質だからな」

「────ねえ……」

　突とつ如じよ聞こえる重い声。考えずとも分かる、その主ぬしは和かず佐ささん。

「それよりさっきの話の続きは？　どうやったら帰れんの？」

「落ち着いて和佐さん。ここはかつて魔ま王おうがいた所だよ。ラストダンジョンだよ。それなのに帰るとかあり得ないよ。何が大事か、もっと考えた方が良いよ」

「あんたは何言ってんの？」

「和佐さんこそラストダンジョンを目の前にして引き返すとか何言ってるの？　まだやり残したイベントがあるの？　真エンディングのためのフラグ立て忘れたの？」

「何なの……何なのこの子……」

　来栖の思考回路に圧倒される和佐さん。まるで異世界人と話しているかのようだ。

　まあこれは、来栖と付き合っていく上での洗礼のようなものだから観かん念ねんしてもらうしかない。入門した力士は最初、無理やり股また割りさせられるというが、それと似たようなものだ。脳みそこねまくってゆるふわにしておかないと、来栖と会話するのは難むずかしい。

「あ、今なんか見えた！　魔法で火ぃ出してる人いた！　メル以外にもいるんだ！　凄すごい！」

　窓の外をみてはしゃぐ来栖。

　俺にはライターでタバコに火を点つけているようにしか見えなかったが、来栖がそう思っているならそれで良いと思います。メルとかも苦笑いするだけで何も言わないし、それが答え。

　さて、来くる栖すの洗礼に脱力してしまったのか、和かず佐ささんの足元が覚おぼ束つかない。そしてちょうど、こういう時に限ってバスが揺ゆれたりする。

　たたらを踏ふんだ和佐さんのスカートのポケットから、何かが床ゆかに落ちる。

「あっ、スマホ！」

　悲ひ鳴めいにも似た声を上げる和佐さん。素す早ばやく拾い上げると、ボタンを押して起動を確認しようとした。

「──ああ……壊こわれてる……」

　何度も画面やボタンをいじくる和佐さん。しかし起動はしてくれないようで──。

　ただ、今落ちたので壊こわれたというよりも、恐らくは池でずぶ濡ぬれになった時にやられたのだろう。長い間水中にいたのだから故こ障しようしていない訳わけがない。俺おれのケータイも案の定じようだったし。

「どーしよ……ＬＩＮＥできない……」

　青ざめた表情で、へなへなと座席に体をあずける和佐さん。水を含ふくんだスカートがブジュブジュと音を立てた。

　ってか、たとえ壊れていなかったとしても、こちらの世界でスマホは使えないだろう。異世界割プランとか聞いたことない。

「わあ……ＬＩＮＥだって……リア充っぽい発言を素すでしてる……怖こわい……」

「いや来栖、お前もスマホだったろ」

「私、連絡先知ってるの家族と苅かり羽ばくんだけだから。しかもみんなガラケーだし、ＬＩＮＥとか無理。苅羽くんがガラケーだから無理。苅羽くんのガラケーのせいで無理」

　なにその俺が悪いみたいな言い方。わざわざ二回言わなくていーよ。ってか最大の原因は俺のガラケー云うん々ぬんじゃなくて、お前の交友関係の狭せまさだよね？

「まあ和佐さん、別にＬＩＮＥできないくらいでそこまで落ち込まなくてもいーだろ」

　と言った直後、和佐さんからキッと睨にらまれた。

　あれ、フォローしたつもりだったんだけど。

「私まだ返してないメッセあったんだけど！　あんたたちに巻き込まれたせいで全然返信できてないし！　既き読どくスルーで放置とかあり得ないから！　ああもぅ……何て言おう……」

「既読スルーって……別にいいだろ。何か事情があるんだろうなくらいにしか思わねーよ」

「二人ぼっちと同じ感覚で物言わないでよ。こういうのマメにやらないと、後で色々シワ寄せくるんだから……」

　そう言って頭を抱かかえる和佐さんを見ていると、彼女が築きずいている人間関係の面めん倒どう臭くささは何となく伝わってきた。

　そして先日、玄げん関かん前で聞いた女子たちの陰かげ口ぐちも頭をよぎる。

「そんな風に無理しなくちゃいけない関係もどうかと思うけどな……」

「……何？」

「既き読どくスルーなんて、そんな悩なやむ問題には思えないんだよ。スマホ壊こわれてたごめん、で済む話だろ？」

「そりゃ確かにそれで済めば良いだろうけど……そっちみたいに気楽にやれるような単純な人間関係じゃないの。分かった……!?」

「和かず佐ささんってば、ここは異世界だよ？　あっちの世界では味わえない面おも白しろいものが一いつ杯ぱいあるんだよ？　分からないかなあ？」

　来くる栖すが話に割り込み、首を傾かしげる。普段どうしようも無いことしか言わないが、今回は割と良いこと言った。

「おお、そうだぞ。これじゃ遠足行ってまで携けい帯たいゲームするようなもんだ。勿もつ体たい無い」

「分かってないな苅かり羽ばくん。それ結けつ構こう面白いんだよ。喋しやべる相手いなくなった時とか特に」

「やっぱお前黙だまってろ」

　ほら見ろ、説得されるべき和佐さんの方が若じやつ干かん呆あきれてるぞ。

「ったく……ホント何なのあんたたち……」

　溜ため息いきを吐つきながら、崩くずれたお団だん子ごを直す和佐さん。

「あーもう、こんな日ぃ差してるなら日焼け止め持ってくるんだった……」

　非常時で慌あわてていたくせに、妙みようなところでのん気なことを言う。

「そう言えば来栖って日焼け止め塗ぬったりしねーのな」

「私焼けない体質」

「体質？」

「勇者だし炎耐たい性せいあるから。炎天下でランニングしても腕とか全然焼けないんだよ」

　それ多分、小こ手てとか装備して走ってるからですよ。

「まあ何にしても、だ……」

　これからどうしたものかな。

　ここが異世界ということならば、主導権はニムさんたちにある。俺や来くる栖すは言葉が通じない訳わけだし、ここは全部異世界人にお任せするほかない。

「とりあえず宿探してー、ご飯はん食べてー、明日の観光計画作って寝る」

　と言ったのはニムさんだが、最後おかしくね？

「先せん輩ぱい、違います、違うのですよ。今必要なのは市役所への迅じん速そくな状じよう況きよう報告なのです。観光してる場合じゃないのです。すぐに交通機関を手配すべきなのです」

「ヤーよ。せっかくここまで来たんだから。最さい南なん端たんだよ、最南端。一回はじっくり見てみたいと思ってたんだよね、魔ま王おう城」

「課長はすぐに帰れと」

「空路は満席、陸路は人身事故、帰れませんでした──ってことにしとけば良いんだって」

「シュトラールの件もあるのですよ!?」

「報告したところで無くなった物が甦よみがえる訳わけでもないでしょ。一日報告が遅くなったところで何も変わらないって」

「あたしたちは今、無む断だん欠けつ勤きん中で──」

「それこそやむを得ない事情でしょ。異世界に飛ばされちゃってたんだから。それに、課長には明日戻れるかどうか分からないので有休お願いって言っといたから大だい丈じよう夫ぶよ」

「本当ですか？　課長何て言ってました？」

「何か言われる前に電話切った」

「アホなのですか先せん輩ぱいは!?」

　ニムさんはメルを無視してバスの降こう車しやブザーを押した。

「もうアホでも何でもいーからさ。まずはホテル行こ。もう私疲れた。今日は寝よ？」

　寝よう、とは言っても日の光が眩まぶしいので何とも不ふ思し議ぎな感じではある。

　だが、ニムさん曰いわく、あと数時間もすれば店はどんどん閉まっていく時間帯らしい。俺おれたちの世界で言えば夜──あとはもう飯めし食って風ふ呂ろ入って寝るだけと考えていいとか。

　──バスが止まる。

　ニムさんが先頭で乗じよう降こうパスのような札ふだを見せると、後に続く俺たちは料金を支払わずに降おりることができた。

　降りた先は割と人通りが多く──建物が立ち並ぶ、駅前のような雰ふん囲い気きの場所だった。

　ニムさんとメルは「こっちこっち」と、俺たちを先せん導どうする。

　俺の横にいる来くる栖すは、初めて来る異世界に興きよう味み津しん々しんの様よう子すで、右に左に忙せわしなく視線を移動させていた。それでも器用にニムメルコンビについていくのだから大したものだ。

「ほら、行こーぜ」

　バスを降りてから立ち尽つくしたままの和かず佐ささんに声を掛ける。

「もう嫌いやだ……放っといてよ……」

　こりゃ大だい分ぶ精神的に参ってるな──かと思えば、しきりにネイルアートを気にして指で揉もんだりしている。

「こんな訳わけ分からん土地に放ほっぽり出せる訳無いだろ。事故に巻き込まれたいのかよ」

「それもイヤぁ……もう全部イヤぁ……！」

　面めん倒どうくせえ。女子って何でこう感情的なんだろう。

「ついでに言うと、来栖さんみたいなのと一いつ緒しよに行動するのも嫌。学校でスズたちに何て言われるか分かったもんじゃないし」

「またそれかよ。鈴すず木きさんがナンボのもんだよ、ったく」

「スズに惚ほれてたくせに」

「はいはい、分かった分かった。とりあえず聞くけどそれどこの誰だれからの情報ですか」

　突とつ然ぜんのデスワードに妙みような汗あせが噴ふき出す。平静を装うが、一いつ瞬しゆんで顎あごから汗が滴したたり落ちた。

「スズ言ってたよ。中学の時、苅かり羽ば、絶対自分のこと好きだったって。だから一いつ緒しよにいた女子使って、自分に告ってこないようにしたんだって」

　膝ひざから崩くずれ落ちる俺おれ。和かず佐ささんと目線の位置が逆転する。

「え、何その反応？　話半分に聞いてたけどマジだったんだ？」

　目を見開く和佐さん。いきなり興きよう味み津しん々しんの顔になった。

「うるせー。やめろ。マジじゃないし。全然大だい丈じよう夫ぶだし。やめろ……やめろ……」

　つまり、毒ぶす島じまさんによるあの「告白していないのにフラれた事件」は、全部鈴すず木きさんに仕組まれていたことだったのか。

　俺に、告られたく、ないから……！

「めっちゃショック受けてんじゃん……。ちなみに聞くけど、まだ好きなの？　ねーねー」

「な訳わけねーだろ。俺が好きだったのは昔の清せい楚そ系けい鈴木さんであって、今のギャルギャルしい鈴木さんじゃねーの」

「へー。ギャルっぽいの嫌きらいなんだ。スズに言っとこう」

「嫌いとは言ってねーよ」

　多分、俺の中の思い出が美化されてるだけだ。何だかんだ言って初恋だったからな。

「ってかさ、苅羽も髪かみ染そめてるんでしょ？　それなのに清楚系が良いとか矛む盾じゆんしてない？」

　さっきからグイグイ来るな。コイバナになった途と端たんこれだよ。女子高生怖こわい。来くる栖すと一いつ緒しよにいる方が数倍楽。あれ、あいつ女子高生じゃなかったっけ。

「俺は染めてねーよ。これは地毛。生まれたときからこのまんま」

「あれ、そーなの？　うっそ」

　素すで驚おどろいた様よう子すの和佐さん。

「噓うそじゃねーよ。だから俺が清楚系好きなのは矛盾でも何でもねーの」

　ふーん、と言いながら、和佐さんは自分の茶色い髪の毛を摘つまむ。

　あ、ヤバいな、その高そうなプライドを傷付けただろうか。変に因いん縁ねん付けられても困るし、フォローしておこう。

「別に染めてるのが嫌いだって訳でもない。あくまで俺自身は染める必要が無かったというだけで、黒髪に生まれてきたら染めてたかもしれない。清楚系が良いというのも、あくまでその方が好きになる確率が高いというだけで、ギャルに嫌けん悪お感かんを抱いだいている訳でも何でもない」

　長文の上、早口になってしまった。焦あせり過ぎた。

「別にそこまで聞いてないけど」

　ですよね。分かってますよ。こういう時の冷静なツッコミは一番心にクるからやめて。

　──さて、いつまでも地べたにいてもしょうがない。俺は溜ため息いきを放ち、立ち上がろうとする。

　和佐さんはどうせジト目でこっちを見てくるんだろうなと思いきや、あれ……？

　意外や意外、和佐さんが手を差し伸べてきた。

　俺おれは目を丸くするほかない。

「何、その顔……」

　俺の様よう子すに気付いたのか、和かず佐ささんが若じやつ干かんムッとしている。

「いや、何でもない何でもない。非常に助かります」

　慌あわててその手を握り、立ち上がる。

　一体どういう風の吹き回しだろう。天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれか。もしかしたら時じ空くう乱らん流りゆうが起きて俺たち元の世界に戻れるかもしれない。

　うん、良いなそれ。和佐さん、もっと優やさしくなーれ。握る手に思わず力が入る。

「ちょっと、いつまで握ってんの？」

「できれば俺たちが元の世界に帰れるまで」

「はあ─────？」

　和佐さんが素すっ頓とん狂きような声を出した。顔が若じやつ干かん上気している。

　──うん、よくよく考えると今のセリフおかしかったな。

「いや、あのな、今のはそういう意味じゃねーんだ。誤ご解かい。誤解だ」

　俺が弁べん解かいするも、和佐さんは汗あせを噴ふき出しつつ、パッと俺の手を放した。

「こんな非常時に何言ってんの……!?　バカっ、変へん態たいっ、このバカっ、バカっ、変態っ」

　どんな罵ば倒とうが来るかと身み構がまえたが、語ご彙いが貧困なので意外にダメージが少ない。語彙の省エネ和佐さん、俺に優しいエコライフ始まってる。

　だが、ずっと罵倒され続けるのもどうかと思う。話題を変えよう。

「えーと、えーと、そう言えば手、大だい丈じよう夫ぶか？　擦すりむいてたよな？」

「うるさい！　バカ！　そんなどうでもいいことばっか思い出して！　何なの？　良い人アピールなの？」

「そんなつもりは無いけども……記き憶おく力は良いんだよ、俺」

　などと、うそぶいてみる。

「どこがよ。適当なこと言っちゃって……」

　和かず佐ささんが呆あきれたように溜息を吐ついた。

　とりあえず、和佐さんのテンションが若干落ち着いたので良しとしよう。

「おーい、そこ二人！　早く来なさいって！」

　すでに十メートル以上離はなれていたニムさんたちが、こっちに向かって大きく手を振ふっていた。

　和佐さんにジト目で睨にらまれながらも、俺は彼女の足取りに合わせつつ、みんなのいる場所を目指したのだった。







「苅かり羽ばくん苅羽くん！　魔ま王おう城絵ハガキ売ってる！」

「おー」

「苅かり羽ばくん苅羽くん！　魔ま王おう城のゆるキャラグッズ！　可愛かわいい！」

「おー」

「メル、あれ何!?　────苅羽くん苅羽くん！　魔王城の門番、魔ま獣じゆうケルベロスの酢す漬づけだって！　試食あるよ！」

「要いらね」

「はい、あーん」

「お前、人の話聞い──もがっ！」

　試食用のミニフォークを口に突つっ込まれた。濃のう厚こうな脂あぶら身みと突き刺すようなお酢の刺し激げきにより、舌の上で死しに神がみが躍おどる。

「おいしい？」

「おええええええ！」

「じゃあやめとこ」

「毒どく見み役やくにすんじゃねーよ！　自分で確かめろ！」

　──ホテルに一泊して迎むかえた朝（とは言え、寝ている間も外は終始明るかった訳わけだが）。

　前日ニムさんが言っていたように、俺おれたち五人は市内を観光している。ちなみに着替えなんて持ってきていないため、みんな昨日と同じく学校の制服を着ていた。

　今いるのは大通りに面した商店街。恐おそらくは観光客向けであろう土産みやげ屋が立ち並び、到とう底てい実生活向けとは思えない品々が陳ちん列れつされていた。

　文字は読めずとも商品のニュアンスは伝わる。きっとここら辺の店に立ち寄っている大半は、地元民でなく観光客だろう。

　来くる栖すにいたっては、やはりというか想像通りというか、相当なハイテンション。

　京都に来たアメリカンが「スシ・ゲイシャ・テンプラ」と言うように、来栖も「マオー・マケン・ケルベロス」とはしゃいでいる。

「何であんなに無む邪じや気きに喜んでんの、あの子……」

　先頭を切る来栖を眺めながら、俺の横で和かず佐ささんが呆あきれていた。

「それが来栖の良い所でもあるんだろうけどな」

「能のう天てん気きなだけでしょ。元の世界に帰れる保証も無いのに、どうしてあんなに笑ってられるのか意味分かんない」

　ごもっとも。

「ああ、一つ言い忘れてたけど、帰れる保証がまるっきり無い訳わけじゃない」

「噓うそ!?」

「今回はよく分からん鏡やら何やらの影えい響きようでこっちに来たけど、本来はもっときちんとした方法があるんだ。転ゼ送ア魔ラ法ムとかいう魔ま法ほうで──って、なんつー顔してんだ」

　和かず佐ささんは口をへの字に曲げて、「何言ってんだこいつ」と声に依よらないメッセージを俺おれに伝えてきた。

「苅かり羽ば、あんた、素すで魔ま法ほうとか言っちゃってるの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「そっちこそ今さら何言ってんだよ。俺たちがこっちに来たのだって魔法みたいなもんじゃねーか。お前、あれ科学的に説明できるのか？」

「できる訳わけ無いでしょ、バカなの？」

　何な故ぜ積極的に説明を放ほう棄きした人間から愚ぐ弄ろうされているのか。

「冗じよう談だんはともかくとして、本当にその、ゼア？　ラム？　って魔法で帰れんの？」

「もともとニムさんとメルはその方法で俺たちの世界に来たんだ。要件さえ揃そろえば高こう確かく率りつで帰れる」

「要件って何？　牛の頭とう骨こつ？」

　徐じよ々じよに来くる栖すに毒されてねーか、お前。

「転ゼ送ア魔ラ法ムに詳くわしい専門家と、膨ぼう大だいな魔ま力りよく。まあ後者はメルがいれば何とかなるから、問題なのは前者だな」

「問題って……。ニムとメルとかいうあの人たちは、その転ゼ送ア魔ラ法ムとやらで来たって苅羽、今言ったじゃん。その時はどうしたの？　同じ専門家に頼たのめば良いでしょ？」

　そうできれば簡かん単たんなんだけどな。

　ただその人──パルジファル・ペルファルは、明らかにニムさんたちを裏切る格かつ好こうで──俺たちの世界を壊こわそうとしていた。そんな人をこれから頼たよれる訳もないだろう。

「……どうかしたの？」

「いや、まあそこら辺はおいおい話す」

　今、和佐さんにファルの一件を話しても良いことは無いだろう。

　異世界人に偏へん見けんや敵意を持ってしまう可か能のう性せいもある。今は変に刺し激げきしない方が何かとスムーズに行くんじゃないだろうか。

「まあいっか……とりあえず『なるほど』って言っとく。つまり、帰れる見込みは大きいんでしょ？　それを分かってるから、来栖さんもああやって異世界を満喫してる──そういうこと？」

「ああ、まあ、んー」

　あいつ気付いてんのかなあ。

「苅羽くん苅羽くん！　この服良いね！　超異世界っぽいよ！」

　やや離はなれた服屋から大声で呼ばれた。

「ほら、勇者服と魔ま王おう服のセット！　これ多分どっちも女の子用だよね！　胸当ての革かわの質感良いし、あ、下はスカートっぽくなってて可愛かわいい！　魔王服はドレスとローブのタイプで、ちょっと上品な感じ！　どっちにしよう！　防ぼう御ぎよ力重視か魔力重視か！」

　できれば賢かしこさ重視が良いかな。

「分かった分かった。でもお前、こんなの買っても荷物になるだけだぞ。今着てる制服もあるんだし」

「制服なんて、どうせもう使わないじゃん」

　ん？

「どうやって帰れるかも分かんないし、こっちで魔ま獣じゆう猟りよう師しやろう？」

　なるほどね、やっぱり帰る方法気付いてなかったね。知ってた。

「ちょっと苅かり羽ば！　やっぱりこの子おかしい！　永住する気満々じゃん！」

「まあそう言ってやるな。何度も言うように、発想が独どく創そう的てきなだけなんだよ」

「これは短たん絡らく的てきって言うんだって！　この子、脳みそとろけてんの!?　栄養全部胸とお尻しりに行っちゃってんじゃないの!?」

　小学校の先生も通つう信しん簿ぼにこれくらい書いてくれていれば、来くる栖すも今とは違った常識的な未来があったかもしれない。

　ちなみに今の和かず佐ささんの発言は、多分に嫉しつ妬ととコンプレックスが含ふくまれているであろうことをお察しする。小さくても形が大事って人もいるぞ、頑がん張ばれ。

「あ、こっちに永住するとして、苅羽くんに職が見つからなかったら私が養ったげるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「来栖は優やさしいなあ」

　ファンタジー脳じゃなければ完かん璧ぺきだった。

「優しいっていうか、アホなだけでしょ」

　和佐さんの言葉に、来栖が顔をしかめる。

「カズ何とかさんは養ってあげない」

「何であと一文字を『何とか』でまとめてんの!?　残りはサ！　サー！」

　和佐さんが卓球でスマッシュ決めた人みたいになってる。

「それと、別に養ってもらわずとも結けつ構こうだから！　こっちはあんたと違って常識あるから！　異世界でもどこでも自立できるし！」

　元の世界に帰るって選せん択たく肢しはどこ行った。

「あんたたち、いつの間に仲良くなったの？」

　傍はたから見ていたニムさんが、来栖と和佐さんの顔を交互に見た。

「「なってない！」」

　二人とも、頰ほおを大きく膨ふくらませていた。







　続いてやってきたのは魔ま王おう城。昨日来たばかりと言えばそのとおりなのだが、昨日足を踏ふみ入れたのは中庭と事務所だけ。きちんとチケット買って正規ルートを辿たどるのは今日が初めてということになる。

「それにしても先せん輩ぱい、ホテル代といい、ここといい、よくお金ありましたね？　しばらくあっちの世界にいたから使わなかったとはいえ、そんなに持ってきてましたっけ？」

　半分ほどルートを回ったところでメルが首を傾かしげていた。

「お金のことを後こう輩はいが気にするものじゃないわよ。大船に乗ったつもりでいなさい」

　ニヤリと笑い、どんと胸を叩たたくニムさん。

　そう言えば、俺たちの世界で荒あら稼かせぎしたお金は当然こっちの世界では使えないはず。だとすれば、そもそもニムさんが財布の中に入れていた額がくが相当多いのか、それともクレジットカードのようなもので支払っているのか。

　いずれにしても、ホテル代五人分というだけでかなりの額だと思われるが、ニムさんは顔色一つ変えない。それどころか、「こんなに清すが々すがしい気分で使えるお金もそうそう無いわよ」と、尽つくすタイプみたいな発言をしていた。

　さて、そんな話を聞いているうちに魔ま王おうの玉ぎよく座ざに辿たどり着いた。

　周りは俺おれたちの他にも観光客がちらほら。ラフな格かつ好こうをしている人が多く、異世界と言うだけあって髪かみの色もバラバラ。色とりどりで目が痛くなるほど。

　広い空間の壁かべ際ぎわ、一段床ゆかが高くなった位置に備え付けられた玉座。それはよく見るような赤色の座ざ具ぐではなく、黒を基調としたものだった。

「魔王に関わると何でもかんでも黒・黒・黒だな。闇やみとか影とか、強調したいモチーフは分からないでもないけど、どこか馬ば鹿かの一つ覚えだよな」

「黒で思い出したけど、イカ墨すみパスタおいしーよね」

「来くる栖す、お前会話する気ある？　文脈って知ってる？」

「お腹空すいたね、苅かり羽ばくん」

　あ、ダメだ。とろけた脳みそが食欲に支配されてる。食以外の物事への理解力が著いちじるしく欠けつ如じよしてる。ニムさんに持たされていた傘かさも床ゆかにドスッと落とす始末。

「メル、今何時だ？」

「十一時四十五分──そろそろお昼時ですね」

　メルがスマホにも似た携けい帯たい機器を取り出して確認する。メルとニムさんのそれは業務上支給されるものらしく、耐たい衝しよう撃げき性せいに優すぐれ、しかも防水仕様なので未いまだにしっかり作動していた。

「とりあえずご飯はん食べよう？」

　来栖はそう言うと、同じく腹を空かせていたニム・メルコンビと並んで、場内に設置されたレストランへと一ひと足あし早く進んでいった。

　取り残される俺おれと和かず佐ささん。

「来栖さんって、前からああなの？」

「ああって？」

「意味分かんない感じ」

　どんな感じだよ、意味分かんねーよと言いたくなったが、何となく伝わってしまうから来くる栖すってホント意味分かんない。

「前からって言うほど、俺おれはあいつのこと知らないけどな。話すようになったのはつい最近だし」

「元々知り合いだった訳わけじゃないの？　中学一いつ緒しよとか」

「まさか」

　逆に中学時代から知っていたら、ここまで仲良くなることも無かったと思う。これまでの俺なら絶対近付かなかったタイプだし。

「来栖さん、最近はっちゃけてるよね」

「そうか？」

　思い返してみれば、教室では結けつ構こう喋しやべってるかもしれない。本人にそのつもりは無いのだろうが、来栖がボケてくるから俺もついツッコんでしまう。現に掃そう除じの時間も、そのせいで和かず佐ささんに怒られたんだっけか。結果としてやや悪目立ちしているのかもしれない。

「はあ……」

　和佐さんが眉み間けんにシワを寄せながら溜ため息いきを吐ついた。

「何で？」

　唐とう突とつな質問。

「わたしは精せい一いつ杯ぱいやってるのに……何で上う手まくいかないんだろ？」

「あ？　支し離り滅めつ裂れつだぞ？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　と言った直後、和佐さんがズイッと顔を近付けてきた。

「苅かり羽ばも苅羽だよ……！」

「え、俺？」

　いよいよもって理解が難むずかしくなってきた。

　和佐さんが俺のワイシャツの裾すそを引っ張る。

「──？　何が言いたいんだ？」

「別に。もういい、ご飯はん食べる」

　和佐さんは会話を打ち切ると、シャツの裾を放り投げるように手放した。速い歩みでレストランへと向かう彼女。

　そんな和佐さんに首を傾かしげつつ、俺もその後に続く。

　レストランに着くと、ちょうど来栖がメニューを選んでいて、「苅羽くん用にケルベロスの酢す漬づけ」とか言ってた。頭叩たたいておいた。







「昨日の太陽の話だけども」

　五人で囲むテーブル。前ぜん菜さいの「クラーケンサラダ魔ま王おう風」とやらをつまみながら、俺おれはメルに尋たずねた。

　ちなみにさっき「クラーケンアレルギーは無いですか？」とメルに聞かれたが、そんなの知る由よしも無い。イカ食えるし大だい丈じよう夫ぶだとは思うが。

「思ったんだけど、夜が来ない割に寒かん暖だんの差があるよな？　昨日ホテルに着く頃ころには、明るいのに大だい分ぶ寒くなってた。でも今日起きてから今この時間までで、かなり気温が上がってきてる。二十四時間での気温の変化が、俺たちの世界と似に通かよってるんだよ」

「それは、今昇のぼっているのが真しん陽よう、昨日昇っていたのが偽ぎ陽ようだからなのです」

「真陽と──偽陽？」

「一言で言えば、熱を持つ太陽と、熱を持たない太陽──前者が真陽、後者が偽陽です」

「太陽の種しゆ類るいが違う、と？」

「はい。カリバさんたちの世界における太陽と同じはたらきを持つのが真陽。でも、その後に昇る偽陽はただ光るだけで、地上に熱を及およぼすことは無いのです。あっちの世界の夜に気温が下がるのと同様、こちらの世界でも偽陽が昇る半日間は寒くなってしまうのです」

　熱を持たない太陽と言うのもおかしな話だが、そもそも異世界自体がおかしなものなので、ケチをつけてもどうしようもない。

「資料によれば、千年前に偽陽は存在していなかった、と言われています」

　ドレッシングが跳はねた口元を、メルはナプキンで拭ぬぐう。

「勇者が魔ま王おうを倒した際、その余りある力が空へと向かい、偽陽となった。つまりは魔王を倒した際の産物ですから、偽陽は希望の象しよう徴ちようとして今日まで民みん衆しゆうに受容されている──というのが一般的な解かい釈しやくなのです」

「うわお、勇者ちょー格かつ好こう良いじゃん」

　来くる栖すがサラダを頰ほお張ばりながら興こう奮ふんしている。良いから口元拭ふきなさい。ドレッシングの油で唇くちびるテラテラしちゃってるから。叶かのう姉妹みたいになってるから。

「でもあれだね、暗くならないとなると、こっちの世界の人は肝きも試だめしできないね」

　もっと他に考えるべき影えい響きようがありそうなものだが、来栖の発想力は自由奔ほん放ぽうだ。羨うらやましいとは思わない。

　さて、続いて運ばれてきたのは魚の切り身を煮たような料理。塩味なのか、透とう明めいなスープと共に盛り付けられている。

「これ何だ？」

　メルに尋たずねる。

「『～シェフの気まぐれ～魔ま王おう城活き締じめ鯉こいの魔ま女じよ風スープ仕立て』なのです」

　とりあえずシェフの気まぐれで鯉こいが殺されたことは分かった。

「魔ま王おう城の池で飼かわれている鯉を使ったものですね。一説によると、その鯉を食べると魔ま力りよくが高まる──なんてことも言われているのです」

「それって重ね掛け有効？」

「来くる栖す、ゲームじゃねーんだ。食い過ぎても腹壊こわすだけだぞ」

　早くもウェイターを呼びつけようとしていた来栖を牽けん制せいする。

「まあ、実際はこの料理を食べても魔力が高まるなんてことはないのですけどね」

　舌を出していたずらな笑みを浮かべるメル。

「確かにここの鯉は、魔力の溜たまった池で生活するうち、その魔力を多く蓄たくわえていくらしいのです。でもいざ食べるとなると、煮たり焼いたりの調理過程で、魔力はほとんど抜けてしまうそうです」

「つまり、効果を狙ねらうなら刺さし身みで食えってことか」

「──ですが、あたしたちの国には魚を生で食べる文化は無いのです」

　メルが人差し指を立てる。

「あ、そうなのか」

「はい。なのでそちらの世界に行った時は驚おどろいたのです。ホテルのレストランで出てきたのが、ライスの塊かたまりに生魚という訳わけの分からないトッピング。そもそも生で食べるなんて、寄き生せい虫ちゆうがいたらどうしようとか思わないのですか？」

　そういうことは保健所に言ってくれ。

「でも、自分で魚買って来てお刺身にする分には問題無いんでしょ？　ここの鯉、売ってないの？」

　来栖が興きよう味み津しん々しんに尋たずねる。

「お前、魚なんて捌さばけるのか？」

「やったことは無いけど、聖せい剣けんさえあれば余よ裕ゆうだよ」

　鯉がまな板ごと消しよう滅めつする未来しか見えない。『～勇者の横暴～鯉の虚きよ無む風仕立て──消し炭ずみを添そえて』。

「仮に捌けたとしても、寄生虫たくさんいるのですよ？」

「大丈夫。苅羽くん、お刺身好きだもんね？」

「来栖、無理やり生の鯉食わせる流れに持っていこうとするのはよせ。好きなら何でも乗り越こえられる訳わけじゃねーから。恋愛少女漫まん画がと違うから」

　まあファンタジー好きなだけで魔ま獣じゆうとの死し闘とう乗り越こえちゃった奴やつが目の前にいるから、俺おれの言葉も信しん憑ぴよう性せいに欠ける。

「そもそも、ここの鯉は売ってないのです。それにあの池も、深くて危ないので、中庭は立ち入り禁止区く域いきです。だから昨日は、管理人さんにあんなに怒られたのですよ。なので、自力で鯉こいを取ることも無理でしょうね」

　そんな会話を交わしつつ、円えん卓たくを囲む俺おれたちの中で、浮かない顔が一人。

「和かず佐ささん、旨うまいか？」

「……まあね」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで鯉を咀そ嚼しやくする和佐さん。

　さっきから何がそんなに不満なのか。

「そう言えばカズサ──」

　初めてニムさんが和佐さんの名を呼ぶが──。

「呼び捨てにしないで」

　一いつ蹴しゆう。

　おいおい、何でそんなケンカ腰ごしなんだよ。

　──と思ったが、そういやニムさんもニムさんで結けつ構こう失礼なこと言ってたっけ。初対面から先せん輩ぱい面づらして煽あおっていくスタイルだったし。

「あらあらカズサお嬢じよう様、少しお口が過ぎるのではなくて？　その身の程ほどをわきまえない御おん身みの姿はとみに滑こつ稽けいですわよ」

　今までに見せたこと無いくらいの笑顔でニムさんが罵ば倒とうする。

「るっさい。関係ないし」

「そうね、出会ってまだ二十四時間経たってないしね。関係ないかもしれないわね。ところでカズサ」

「だから呼び捨てにしないでって──」

「そんなのこっちが決めることでしょ。あんたは年下でこっちは年上なのよ。二歳さい分こっちの方が早く生まれてんのよ。分かったか小こ娘むすめ」

　電でん荷かを帯びた二人の視線が交こう錯さくする。

「別に早く生まれれば偉えらいって訳わけじゃないでしょ。いいから呼び方とその態度、さっさと改めてもらえる？」

「はっ、他人があんたの求めたとおりに変わる訳わけ無いでしょ。そんなに敬けい称しよう欲しけりゃ誰だれからも敬うやまってもらえるくらいに偉くなりなさいよ」

「はあ？　意味分かんないんだけど」

「──あんたって、昨日から思ってたけど不満ばっかよね。そりゃいきなりこっちの世界に来たんだから、戸と惑まどうのも、理り不ふ尽じんさに腹立てるのも分かるわよ。けどね、みんなでご飯はん食べる時くらいもうちょっとおいしそうにしなさいよ」

　あれ、何だこの空気。

　ニムさんが、説教してる。

　あのニムさんが説教してる。

　今度こそ天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれだ。イレギュラーな転送に備えよう。

「別に……どう食べようがわたしの勝手でしょ」

「あんたがどんなに不満を露あらわにしたところで、料理の味も品数も変わんないからね。同じく、あんたがどれだけいじけてみせたって、この世界も周囲の人間も変わらない」

「何それ……人の気も知らないで」

「そりゃそうよ、関係ない他人だもの」

「……っ、わたし何にも悪くないんだよ!?　あんたらに巻き込まれただけだし！　なのに何でそんな説教されなきゃいけないの!?」

「自分の周りが変わるのなんて当てにできない──だからこそ、自分自身の心持ちを変えなきゃ、あんたずっと不満言ってばっかりになるわよ。ってかね、今あんたが食べてるこれだって私がお金出して──」

「だからうるさい！　そんなこと言われる筋すじ合あい無い！」

　店内に和かず佐ささんの声が響ひびいた。周囲のテーブルで聞こえていた歓かん談だんが静まり、このテーブルへ注目が刺さる。

　メルは和佐さんへニムさんへと、おろおろ視線を往おう復ふくさせるばかり。来くる栖すは鯉こいの切り身をパクついたフォークを咥くわえたまま、事の成り行ゆきを静かに見守っている。

「カズサ、あんた疲れない？　何をそんな肩かた肘ひじ張ってんのよ」

「……は？」

「常に一段上から物を見るような感じ。何かコンプレックスでもあんの？」

　ニムさんがそう言った瞬しゆん間かん、

「痛いだっ！」

　その顔に、クラーケンの巨大な吸きゆう盤ばんがヒットした。

　見れば、サラダの飾かざり付け用に置かれていた、男の腕の太さくらいあるクラーケンの脚あしが無くなっている。そしてその皿の真ん前には、すでにイスから立ち上がり、フォロースルーに入っていた和佐さん。

「バカ！　バーカ！　この異世界人！」

　相変わらず語ご彙い力の不足を感じさせる罵ば倒とうを並べ、和佐さんが走り去った。ってか、最後のただの事実だな。

「食べ物を粗そ末まつにするんじゃないわよ！」

　顔からクラーケンの脚を引きはがし、極めて真っ当なお叱しかりの言葉を叫さけぶニムさん。後こう輩はいの口にニンジン詰つめ込んで嘔おう吐とさせた人間の言うこととは思えない。

「さすがに投げちゃダメだよね、食べ物」

　来栖が神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた。

　俺おれこの前、食べかけのあんぱんでデッドボールくらった気がするけど。

「どどど、どうしてお二人が喧けん嘩かする流れになるんですかあ……」

　テーブルの一いつ角かくでメルが大量の冷ひや汗あせをかいていた。額ひたいから首元まで濡ぬれており、尋じん常じようじゃない。よほど緊きん張ちようしたと見える。

「だってムカついたんだもん。余よ裕ゆうを装う感じが鼻につく」

「だからって……。それに余裕を装うって、先せん輩ぱいも人のこと言えないのですよ」

「私は装ってないし。常に余裕だなって思いながら日々過ごしてるから。じゃなきゃ今日だって、こんな所で優ゆう雅がにご飯食べてないわよ。こっちは伝説の聖せい剣けん壊こわした上に無む断だん欠けつ勤きんしてんのよ？」

　ダメな発言なのに重みがある。さすが普段から適当なだけのことはある。

　無断欠勤上等。この人なら世の全ての社しや畜ちくを解放することができるかもしれない。非労働・不ふ服ふく従じゆう──いや待て、これただの態度デカいニートだ。

「ってか追いかけないとダメだろ」

　とは言ったものの、皆みな、一いつ向こうに席を立とうとしない。

「そうかもしれないけど、今私が行ったところで火に油でしょ。多分クルスも。行くとしたらカリバかメルよ」

　ニムさんの言葉ののち、メルが「えっ」と声に出す。またしても滝たきのような汗が流れ出していた。

「メルは無理っぽいから苅かり羽ばくんだね。うん、決まり」

　こちらに視線を合わせず来くる栖すが呟つぶやく。

「別に行きたくない訳わけじゃないんだよ？　でもこの中で『説得』コマンド使えるの苅羽くんしかいないでしょ？」

　前半は限りなく噓うそに近いが、後半は事実に肉にく薄はくしている。

　ニムさんは「サボる・皮ひ肉にくる・煽あおる」しか無いし、来栖も「たたかう・あんぱん・飼かい鶴つる丸まるさん」だけだ。メルはすでに石化状じよう態たい。

「分かった分かった、俺が行く」

　立ち上がると、ニムさんにぱっちんぱっちんと緩ゆるい拍はく手しゆをされた。

「頼たのんだよ。メインディッシュは熱いうちにみんなで食べておいてあげるから」

「鬼おにか、あんたは」

「冗じよう談だんだって。あんたとあの子の二人分、追加のデザート頼んでおいてあげるから行っといで」

　任せた任せた、とニムさんが手をひらひらさせて「行ってこい」のジェスチャーをする。

　覚かく悟ごを決めて、俺おれはレストランを後にし──、

「あ、苅かり羽ばくんのはせっかくだから面おも白しろいデザートにしよう」

「じゃあこの『ケルベロスの皮入りコラーゲンジェラート』なんか良いんじゃない？」

「普通の頼たのめよ！　絶対だぞ！」

　うわヤバイまだいた──という来くる栖すとニムさんの声を聞きつつ、今度こそ俺おれはレストランを後にした。







　探すほどのものでもなく、すぐに和かず佐ささんは見つかった。

　先ほど通った玉ぎよく座ざの間。

　その黒い玉座に、弥み勒ろく菩ぼ薩さつの半はん跏か思し惟ゆい像ぞうのようなポーズで和佐さんが座っている。ただし表情に安らかさは無く、顔だけ見れば仁に王おう像に近い。一人銅どう像ぞうオムニバス。
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「……何？」

　和佐さんの怒ど気きが刺さる。教室であれば「何でもないです……」と立ち去るところだが。

「あんま気にすんなよ」

「気にしてないし。あんな女、関係無いし。意味分かんないし」

　気にしてるし関係あるし意味も分かってるからこそ、彼女はあの場を抜け出してきたのだろうけども──。

「ってか和佐さん、よくそんなとこ座れるな」

　ピクトグラムの「座らないでください」的な看かん板ばんがすぐ横にあるのだが。

　俺おれたちの他にもいる観光客が、時とき折おりスマホみたいなものこっち向けて写真撮とってるように見えるのは気のせいだろうか。通報されたりしないよな？

「何か座り心ごこ地ち良さそうだったし。それに考えもまとまるっていうか、落ち着く。わたし専用に作ったみたい」

　学習机のコマーシャルみたいなことを言う。

「あーあ……ったく、もう……」

　ニムさんへの不満を表しているのか、溜ため息いきを吐つく和かず佐ささん。一いつ旦たん姿勢を崩くずし、背伸びをしてから深々と背もたれに体をあずけた。

「────んっ！」

　ビクリと和佐さんの体が震ふるえた。

「どうした？」

「何か、ビリって……何だろ？　静電気かな？」

　目を白黒させながらも、すぐに和佐さんは落ち着きを取り戻す。改めて玉座に深く掛けた彼女の姿は、専用という言葉どおり、堂どうに入いっていた。

「本当に座り心地良さそうだな。……じゃあ良い具合に考えもまとまっただろうし、早さつ速そく戻ろうぜ」

「イヤ」

　言うとは思ったけどさ。

「あのさ、別にニムさんも悪気があった訳わけじゃ──」

　言いかけて止まる。

　いや待て、どうなんだろ。

　無いとは思うんだけどな、悪気。あったかな。あったかもしれないな。

「言われなくても分かってるし。悪気が無かったことくらい……わたしだって分かる」

　あ、そう？　俺おれ全然分からなかったよ。当事者が勝手に納なつ得とくしてくれると本当に助かる。

「でもあそこまで言うこと無くない？　コンプレックスとか別に無いし」

　まあ言い過ぎの部分はあったかもしれない。それはニムさんも反省して然しかるべき。

「コンプレックスとか無いから！」

　返答せずにいたら、大声で念を押された。

　それにより、ふと、この前の陰かげ口ぐちを思い出す。女子二人が言っていた、和佐さんへの評価。

　和佐さんは、あれを聞いていた。彼女はあのコミュニティの中で自分がどう思われているのか、はっきり捉とらえている。

　──彼女は恐おそらく、上位グループの中の下位に位置している。上位の中の底辺。周囲に軽かろんじられる存在。

　だからこそ、不安のあまり自みずから弁べん明めいを強調する、このスタイルだ。和佐さん、噓うそ吐つくのめっちゃ下へ手た。語るに落ちてる。

　そんな彼女を刺し激げきしないよう、コンプレックス云うん々ぬんの話には触ふれない。

「まあ、和かず佐ささんは巻き込まれた側だからな。ニムさんも言ってたけど、不安にならない方がおかしい。不満が出るのは当然だし、今回はたまたまニムさんの虫の居所が悪かったんだろ」

　敬けい称しよう云々の話にならなければ、彼女もあんな言い方はしなかったはずだ。

　いや待て、したかな。したかもな。

「分かってるし。わたしの態度があんま良くなかったせいだってことくらい分かる。あれが無ければあの人だって、あんな風には言わなかったと思う」

　さっきから好意的な解かい釈しやくに救われる。

「ねえ、もう一回確認するけど、本当に帰れるんだよね？」

　多分。

　恐おそらく。

　上う手まくいけば。

　うーん、どれも微び妙みように神経を逆さか撫なでそうだ。何て言おう、何て言おう。

「良い子にしてればな」

「は？」

　焦あせるあまり一番意味分かんないこと言ってしまった。「は？」に若じやつ干かん威い圧あつ入ってるし。怖こわい、痛くしないでください。

「人が真ま面じ目めに聞いてるんだよ？」

　あ、怒る。

「いや、あのな、あっちの世界に行くためには魔ま法ほうを使わなくちゃいけない。魔法の源は魔ま力りよく。そして魔力の源は心だ。すなわち、心が善ぜんに溢あふれているほど魔力は高まる。だから、転送魔法という膨ぼう大だいな魔力を必要とするものについては、日ひ頃ごろから善行に及およんでいないといけない訳わけだ」

「そうなの？」

　うわあ信じた。

「大体そんな感じ。ただ、魔力については解かい明めいされていない部分も多いから、必ずしも俺の言うことが１００パーセント正しい訳じゃない」

　保険。

　そんな逃げ腰ごしの俺おれの言葉は無事にスルーされ、和佐さんは「なるほど」とか言って頷うなずいている。ひどくちょろい。数十万円の壺つぼとか買っちゃいそう。

「ねえ、そう言えばさ、こっちの世界に飛ばされた時って、これ関係あったの？」

　和佐さんが、制服の下から勾まが玉たまのアクセサリを取り出した。

「ああ……何か光ってたしな。関係あったと思うけど、それ一体何なんだ？」

「ペンダント」

「それは分かる。どこで手に入れて、いつから身に着けてんだ？」

「中一の頃ころに買った──っていうか買ってもらって、それからずっと着けてる」

　四年も？　意外と長いな。特別な物なんだろうか。

「買ってもらった？　誰だれから？」

「……別に」

　何な故ぜか隠かくされた。若じやつ干かん顔を赤らめている。

「なに照れてんだよ。まさか初恋の相手に貰もらったって訳わけでもないだろうに」

「う、うるっさいバーカバーカ！　バカ、バカバカ！　バカなの!?　何なの!?」

　バカと断定されたのに改めてバカですかと問い直された。最終的にはバカという確証すら持てなくなったらしい。バカバカ言い過ぎてゲシュタルト崩ほう壊かいでも起こしたのだろうか。

「顔真っ赤にして……まさか図星」

「うるさい」

　消え入りそうな声で呟つぶやく和かず佐ささん。

「四年か……意外と一いち途ずなんだな」

「意外と、って何」

　やべやべ。

「俺おれが見込んだとおり一途。凄すごくそう見える。ちなみにそいつ、同じ高校か？」

　焦あせったあまり余計なことまで聞いてしまう。

「…………今はスズの彼氏」

「…………戻ろうか、戻ろうぜ、デザート食おう、な？」

　とんでもない地じ雷らい。語るに落ちてるのは俺の方だった。

「一応言っとくけど、別にもう好きでも何でもないから。実際、付き合ってた訳でもないし。ただ、初めて男の子に貰ったプレゼントだったし、捨てるに捨てられないっていうか……それにデザインは結けつ構こう気に入ってるし」

「付き合ってた訳でもない奴やつが買ってくれたのか？」

「単なるお礼れいの品だし」

　和佐さんが無感動に語る。

「このペンダント自体は、夏祭りの出店に置いてあったやつで、わたし、何か凄すごい気に入っちゃって、欲しいなって思ってずっと見てたの。そしたらその彼とバッタリ会って──日ひ頃ごろのお礼に買おうか、って言われた。その人、あんま勉強できなかったから、よくわたしが教えてたの。だからそのお礼って意味。実際、次の日からも特別なことって何も無かったな」

　まあ中学生の恋愛なんてそんなもんか。何かありそうだと思いきや、そう思ってるのは本人だけで、そのうちどんどん風化していく。

「だから、特にこのモノ自体に深い意味は無いの。純じゆん粋すいに気に入ってるから着けてるだけ。分かった？」

　若じやつ干かん威い圧あつ的てきに尋たずねられるので、俺おれも「もちろん」と答えるほかない。

　ただ、その直後、

　それに──と、和かず佐ささんが小さく呟つぶやいた。

「こんなのまで後追いしてたら、惨みじめ過ぎだし」

「後追い？」

　聞き返すと、和佐さんは慌あわてた様よう子すで「何でもない」と首を横に振ふった。

　──それは鈴すず木きさんに対して、という意味だろうか。

　もしその初恋の相手のことを言っているのだとしたら、それは別に鈴木さんへの後追いでも何でもないだろう。人を好きになるのに後追いもクソも無い。

　それでもまあ、初恋なんていつまでも引きずらない方が良いことは確かだ。あんなもの、ろくでもない。もしも「もう一回初恋できますよ」って言われても俺は断る。もう鈴木さんも毒ぶす島じまさんもこりごり。あのコンビ最さい凶きよう。

　毒島さんが違う高校行ってくれて良かった。頭も顔も偏へん差さ値ち４５くらいでいてくれて本当に良かった。

「さ、行くか」

　全く美しくない自身の初恋に思いを馳はせつつ、俺は大人おとなしくなった和佐さんとレストランへ戻っていった。







「とりあえず不快にさせたことは謝あやまる。ごめんなさい」

　レストランの円えん卓たくに戻った和佐さんは、意外と素直にニムさんに頭を下げた。

「分かってくれたならいいのよ。こっちも若干悪かったわ」

　こういう時に「若干」とか付ける辺り、ニムさんも大人おとな気げないと思う。

　だが、和佐さんはそんな些さ細さいなことには触ふれず、ニムさんへ呼び掛ける。

「ところでニムエ」

「ちょっと待ちなさい。なに人のこと呼び捨てにしてんの？　調子乗んな」

　五秒で開戦した。口に手しゆ榴りゆう弾だんでも詰つまってんのかお前ら。

「ニムエ、あんたさっき自分で言ってたじゃん。敬けい称しよう付けてほしいならそれにふさわしいくらい偉えらくなりなさいって」

「私は偉いわよ。所しよ得とく税ぜい払ってるし。社会人なめんな」

「そんなの、わたしたちの世界には関わらないお金だし。井の中の蛙かわずに偉そうにされてもね」

　二人の視線の電圧が上がる。

　またこのパターンかよ。何か良い手は無いものだろうか──と考えていると、横から来くる栖すがボソボソと質問してきた。

「苅かり羽ばくん、いのなかのかわずって何？　食い逃げってこと？」

「胃いの中の買わず、ってか？　あー、上う手まいねえ、さすが来栖亭てい麻ま央お太た郎ろう」

　座ざ布ぶ団とん一枚やるから口に突つっ込んどけ。

　──さて、来栖の大おお喜ぎ利りで思考が一いつ刀とう両りよう断だんされてしまったが、改めて頭を振ふり絞しぼると、一ひと筋すじの光こう明みようが見えた。

「（和かず佐ささん、良い子、良い子）」

　声に出さず、口の動きだけで彼女に伝える。

　最初こそポカンとしていた和佐さんだったが、数秒後には「あっ」という顔をしたので、どうやら俺の真意に気付いてくれたようだ。

「ゴホン、ゴホン……ちょっと言い過ぎた。ごめん」

　和佐さんはごまかすように咳せきをして、場を仕切り直した。

　そうだ、良い子にしてないと元の世界に帰れないぞ。っていうかホント、こういうとこだけやけに素直だよな。悪くないギャップだ。

「ねー、二人って今まで何してたの？」

　来栖が怪け訝げんそうに、あるいはどこか面おも白しろくなさそうに尋たずねてきた。

「何してたって……お前自分で言ってたじゃん。説得コマンド使ってたんだよ」

「それだけ？」

「他に何をすることも無いだろ」

　ふーん、と退たい屈くつそうに言って、それきり来栖は黙だまった。「どうかしたか」と聞いても「別に」という答えが返ってくるだけ。よく分からないが、まあいつも意味が分からない奴やつなのでさほど気にはならない。

　さて、肝かん心じんの戦せん闘とう状じよう態たいの二人はどうなったかと言えば──素直に謝あやまってきた和佐さんに毒どく気けを抜かれたらしく、対するニムさんもやや態度を軟なん化かさせていた。

「……まあいいわ。私だって喧けん嘩かしたい訳わけじゃないから。微び妙みように悪かったなと思ったからこそ、こうしてデザートも余分に頼たのんだ訳わけだしね」

　ニムさんが指を差した先──和佐さんの目の前には、紫むらさき色のアイスの中に五ミリ角の灰色ゼリーが混ぜ込まれた、独どく創そう的てきなスイーツがあった。ケルベロスジェラートだった。

「おい、それケルベロぶほっ！」

　ニムさんにクラーケンで顔面殴なぐられた。食べ物を粗そ末まつにしてはいけませんが、武器として有効活用してもいけません。顔面イカ臭くさい男子とかもはや禁きん忌きでしょ。

「え、なにこのスイーツ、おいしそう」

　極めて毒々しい色合いだが、和佐さん美的感覚大だい丈じよう夫ぶだろうか。今度、皿に盛りつけた排はい水すい溝こうのヘドロとか見せてみたい。

　和かず佐ささんがジェラートに目を輝かがやかせる中、来くる栖すが一言、

「はは、スイーツ（笑）」

「どうしてここで煽あおるんだよ、やめろ」

　シャレオッティーなスイーツ系女子はあまりお気に召めさないらしい。

　来栖の気持ちも分からないではないが、さっきからどうしてみんな良い雰ふん囲い気きをぶち壊こわしにかかるのか。いくら何でも好戦的過ぎるだろ。炎上ブロガーか。

「それじゃ、せっかくだし、貰もらおっかな」

　和かず佐ささんがスプーンでジェラートを掬すくい、口に運ぶ。

　あの妙みように脂あぶらっぽくて獣けもの臭くさい風味が最悪なんだよな。酢す漬づけもきつかったが、甘いものと合わせると絶望的な気がする。

「何これめっちゃおいしい！」

　和佐さん、目だけじゃなくて舌もおかしかった。

「これヤバイ！　超おいしー！　何がヤバいって、冷たい上に甘くて、このゼリーみたいなのもきちんと冷えてて、アイスとはまた違う甘さがあって、しかも（中略）歯に染しみるくらい冷たいんだけど、舌の上で甘さと重なってヤバイ！　超おいしー！」

　原稿用紙一枚くらいの膨ぼう大だいな文章量で褒ほめちぎる和佐さん。

　だが、いかんせん語ご彙いが不足しているので八割同じことしか言ってなかった。冷たくて甘くてヤバい、超おいしー。そりゃそうだよ、アイスだもん。

「（チッ、バカ舌だったか……）」

　右から小さくニムさんの声が聞こえた。

　対して斜はす向かいのメルは「気に入ってもらえて良かったのです！　あたしもお気に入りなのです！」と満面の笑みを見せている。唯ゆい一いつの癒いやし。この子も味み覚かく細さい胞ぼう死んでるけど。

「あー、このアイス、何か懐なつかしい味する。ずっと昔にどこかで食べたこと無かったかな？」

　満面の笑みを浮かべる和佐さん。ケルベロス懐かしいとか、どんだけ過か酷こくな幼少時代過ごしたんだよ。




　──ゴクッ




　すぐ隣となりで喉のどを鳴らす音がした。

　見れば来栖が物欲しそうに和佐さんを眺めている。

　こいつまさか──、

「欲しくなったのか？　ケルベロスジェラート」

　餌えさの時間を直前に控ひかえた飼かい犬のような目。

　来くる栖すは俺おれの言葉に頷うなずくでも首を横に振ふるでもなく、よだれを垂たらしそうになりながら、ひたすら和かず佐ささんを見つめるだけ。

　そう言えば来栖、ケルベロスの酢す漬づけ食わなかったんだっけ。あれ食べてたら間ま違ちがってもこのアイス食おうだなんて思わないはずだが、いやはや無知とは恐おそろしいものだ。

「──ん、何？　欲しいの？」

　気付く和佐さん。だが、この二人の関係からしてすんなり分けるとは──、

「しょうがないな……ほら、ちょっとだけだからね」

　分けた。アイスを掬すくったスプーン一ひと匙さじが来栖に渡る。

　マジで？

「何その顔……わたしだってこれくらいするし」

　俺に気付いた和佐さんが、片かた頰ほおに空気を溜ためて拗すねる。

「わたしも少しくらいは、変われるんだから……」

　ボソッと呟いた和佐さん。

　それは自分に言い聞かせるような言葉だったが、不満に満ちていた訳わけではないように思えた。

　そして──、

「あーんっ」

　ついに来栖がジェラートを口に運んだ。

　興きよう味みと期待に満ち溢あふれていた表情。しかし、スプーンを咥くわえた三秒後、そこには絶望の二文字が浮かび、玉の汗あせが首くび筋すじを覆おおっていた。

「どう？　おいしいでしょ？」

　鼻歌交じりに笑顔を向ける和佐さん。

　対する来栖は口を固く結んだまま、視線を右う往おう左さ往おうさせていた。

　こらえろ来栖。今ここでマズイとか言ったら全部ぶち壊こわしになるぞ。もし吐はき出しでもしたら、それこそ元の木もく阿あ弥みだ。

　だが──、

　来栖が口に手を当てる。そして放たれる言葉は──、




「まず──」




　あ、終わった。

　覚かく悟ごを決める俺。

　だが──、




「まず、濃のう厚こうな旨うまみが口に広がって──」




　──え？

「──そこから、うぷっ……アイスの甘みと獣けものの脂あぶら身みが何とも言えない……コラボだねっ……うううううっ！」

　なんと、来くる栖すが耐えた。

　あの来栖が、本ほん音ねを押し殺し──、汗あせでブラウスの襟えりを濡ぬらし、ちょちょぎれる涙なみだを頰ほおに伝わせながら、お世せ辞じを言った。

「そうでしょ、そうでしょ！　……え、何？　そんな泣くほどおいしかった？　もう一口くらいなら食べてもいいけど……」

「ヴヴヴヴヴ!?」

　電動草くさ刈かり機のような声を出しつつ、来栖が高速で首を横に振ふった。

「さすがに……そんな一いつ杯ぱい……悪いよ…………無理っ……貰もらえないよ」

　息も絶え絶えに否定する来栖を見て、和かず佐ささんは感心したように頷うなずいた。

「何だ、意外と奥ゆかしいところあるんじゃん……」

　和佐さんはパクパクとジェラートを食べ進めると、最後の一口を匙さじで掬すくい、ぶっきらぼうに来栖へと差し出した。

「やっぱりあげる」

　恥はずかしそうに告げる和佐さんは、来栖と全く視線を合わせない。そのせいで、来栖が今どんな顔をしているか全く伝わっていない。幸か不幸か、全てが上う手まく嚙かみ合っていた。

「うううううっ……！　ありがとうっ……！　和佐さん……うううううっ！」

　本気で泣きながらアイスを口に放り込む来栖。

　事情を知らなければ、とても感動的なシーンだ。

　和佐さんも来栖も、少しずつ──変わってきているようだった。







「──で、一体いつ戻れんの？」

　昼飯もひと段落して、食後の魔ま王おう風暗黒コーヒーを飲んでいる時のこと。「普通のコーヒーと何が違うのこれ」と呟つぶやいた直後、思い出したように和佐さんが言った。

「早ければ明日」

　ニムさんが即答した。

　うん、明日。──え、明日？

「うっそ！　マジで!?　本当に!?」

　和佐さんが歓かん喜きの声を上げる。

「明日、市役所戻って課長への報告済ませたら、その足で魔ま協きよう行くから」

「魔ま境きよう？　何それ？　また何か変なとこ行くの？」

　和かず佐ささんがあからさまに嫌いやな顔をする。何か勘かん違ちがいしてんな。まあ、魔ま協きようの存在を説明してなかったからしょうがないが。

「魔協についてはまた改めて説明するとして──、ニムさん、マジで魔協に？」

　つまり、ファルに会いに行くということだ。

「もちろん。ちゃんと顔合わせないと私もカリバも気が済まないでしょ？　でもって、異世界転送に協力してもらえば、万ばん事じ解決」

　ニムさんはそう言うが、あいつが素直に協力に応じるかは疑問だ。また変な細さい工くをされて、訳わけの分からない場所に転送されないとも限らない。

「え、本当に帰るの？」

　来くる栖すがきょとんとして言う。

「当たり前でしょ。いつまでも長居する訳にも行かないし。いやまあ、ジェラートはおいしいけどね」

　和佐さんが来栖をたしなめる。前半だけは俺おれも同意だ。前半だけはね。

「市役所に行くのは良いよ。聖せい剣けん倉庫見たいし、聖剣欲しいし。魔協に行くのも良いよ。どんな所か見てみたいし。でも帰るのは急がなくてもいーんじゃないかなー。まだまだゴールデンウィークあるのになー。なー」

　来栖がみんなの顔色を窺うかがいながら、コーヒーに砂さ糖とうを入れる。

　いや、そもそも俺ら、家族に何も言って来てないからね。軽く行方ゆくえ不明だからね。問題大有りだからね。

「別に早く帰ったって問題無いじゃないの。どうせもう、いつだってこっちに来れるんだし」

　来栖に向かってニムさんが言うが……。

「いつだって来れるって、どういうことスか？」

「だってあれでしょ？　あの剣と鏡とアクセサリあれば良いんでしょ？　楽勝じゃないの」

　あ、そういうこと……。

「でもあれ、和佐さんが剣持たないと反応してくれなかったよ」と来栖。

「一いつ緒しよに来ればいいじゃないの」

　というニムさんの言葉に、和佐さんが即そく座ざに反応する。

「何でわたしが何度もこんなとこ来なくちゃいけないの」

「えー、また来よーよお」

　来栖がぐずる。

「イヤ」

「またケルベロスジェラート食べよーよお」

「…………イヤ」

　若じやつ干かん考えてた。
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　翌よく日じつ、時刻は正午に近い頃ころ合あい。

　ティアー市役所聖せい剣けん倉庫。

　学校の体育館くらいの大きさのカマボコ型の建物。窓は無く、切れかけた照明が薄うす暗ぐらく内部を照らしている。

　床ゆかの上では、無む造ぞう作さに置かれている数百ほどの聖剣が、あちらこちらで山を成していた。

　中にはきちんと壁かべに掛けられていたり、壁かべ際ぎわの棚たなに鞘さや付きで丁てい寧ねいに横たえられている物もあるが、全ての剣のうち四分の一近くが床に適当に置かれているという、管理もクソも無い話だ。

「うわあ！　聖剣！　聖剣だよ苅かり羽ばくん！」

　それでも来くる栖すは目を輝かがやかせて、壁際に整理された聖剣を手に取っていた。

「このギザギザしてるのカッコ良い！　これ何属性かな？　何属性だろう？」

　ヒュッと剣を振ふり上げると、急に明るくなったと思いきや、天てん井じように向かって細い稲いな妻づまが現れていた。照明の一つを直ちよく撃げきし、ただでさえ薄暗い室内が余計に暗くなる。

「あああ！　蛍けい光こう灯とうが！」

　メルが頭を抱かかえて叫さけぶ。

「ちょっ──！　来栖さん！　ガラスの破は片へん落ちてきたんだけど！　そうやってむやみやたらに振り回すのやめてって！」

　和かず佐ささんが怒るが、来栖は舌を出して頭を搔かくばかり。

「ごめんごめん。不ふ可か抗こう力りよくだよ」

　お前不可抗力の意味知ってるか？

「そう言えばさ、和佐さんも聖剣持てる人だったよね？　怒ってばっかりいないで聖剣漁あさろう？　みんなで広げよう聖剣の輪わ！」

「誰だれのせいで怒ってると思ってんだか……」

　ぶつくさ言いつつも、来栖の横に並ぶ和佐さん。

「うわ、この聖剣大っきい！　凄すごい！」

　今度来栖が手にしたのは自身の身の丈たけほどもある巨大な聖剣。その幅はばも来栖の胴どう体たいくらいあり、もはや剣というより鈍どん器きに近い。

「斬きるっていうより、怒りにまかせて叩たたき潰つぶすって感じだね！　これ和佐さんにぴったり！」

「ちょっとそれどういう意味？　ねえ、ちょっと」

　来栖はそんなツッコミ気にも留とめず、「はい、これ」と、その鈍器を彼女に渡そうとした。

「え!?　何でそんな軽々と持ってる訳わけ!?」

「だってこれ聖剣だし。私は勇者の血を受け継つぐ人間──ヘルディアだし」

「あ、何か一昨日おとといも似たようなこと言ってたけど…………何？　どういうこと？」

　来栖が再度聖剣とヘルディアの関係について説明すると、和佐さんは眉み間けんにシワを寄せた。

「え、じゃあわたしにも勇者の血っていうのが流れてるの？」

「もちろんそうだよ！　そしてこれは誇るべきことだよ！」

　そんな来くる栖すの言葉に、和かず佐ささんは「はあ？」と異を唱となえる。

「そんな得え体たいの知れない血が流れてるなんて気味悪いし。ってかわたし、別に聖せい剣けんとか使いたくないんだけど」

　和佐さんの拒きよ絶ぜつに対し、来栖は目を丸くして「信じられない……」と後ずさる。力なく腕が下がり、持っていた鈍どん器きがドゴォンと地面に叩たたきつけられた。

「勇者だよ、勇者？　分かってる？　変な服着て小さく雑ざつ誌しに載のる読者モデルじゃないんだよ？　世界を救う勇者なんだよ？」

「今聞いてみれば、たかだか千年前にそういう先せん祖ぞがいたっていう話でしょ。昔の勇者に思いを馳はせるより、わたしは現代日本で読者モデルになる方がよっぽど良いし」

「苅かり羽ばくん！　和佐さん、変！」

「あんたに言われたくないし！」

　言い争う二人だが、学校で掃そう除じをしていた時のような険けん悪あくな雰ふん囲い気きは無いので、そこは安あん堵どを覚える。

「いいから、とりあえず持ってみなよ聖剣。クセになるよ、きっと」

「イーヤ。また変な所にワープしたら、あんたどうする気？」

「楽しむ！」

「苅羽！　この子、変！」

「和佐さんに言われたくないよっ！」

　来栖はそう抗こう議ぎすると、和佐さんに対し、半ば強引に鈍器型聖剣を渡そうとした。

「ほら、一回だけだから。試してみなよ。怖こわいのは最初だけだよ。すぐに気持ち良くなるよ」

「だから要いらないって言ってるでしょ！　やめて！　やめてってば──って……！」

　押し負けて聖剣を手にする和佐さん。

　だが、それを持った瞬しゆん間かんに表情が一いつ変ぺん。驚きよう愕がくの様よう相そうを呈ていした。

「何これ!?　こんなに軽いの!?　うっそお！」

　上下左右に聖剣を振り回す和佐さん。地面に叩きつけると、分ぶ厚あつい地じ響ひびきで俺おれの体が揺ゆれ、山やま積づみになった聖剣がガラガラと音を立てた。

「元からこんなに軽い訳わけじゃなさそうだし……苅羽！　これ持ってみて！」

「無理に決まってんだろ。腰こしぶっ壊こわすわ」

　男のくせに、と和佐さんは呆あきれた溜ため息いきを吐ついた。勇者の末まつ裔えいのくせに男女差別するの良くないと思います。

「え、ちょっと、他の無いの、他の。──あ、これ良いじゃん、これ」

　桜さくら色の和風な聖剣を手に取る和佐さん。一ひと振ふりする度たびに、ひらひらと桜っぽい小さな花びらが舞まった。

「やだ、これ超かわいいんだけど！　あはっ、綺き麗れい、きれ────ハッ」

　黙だまって見守っていた俺おれたちの視線に気付き、和かず佐ささんの体が硬こう直ちよくする。

「……何？」

　ポイッと聖せい剣けんを放り投げる和佐さん。冷静な表情を装っているが、顔が赤い。

「わたしもあんたたちも日本人でしょ。花を愛めでる気持ちを抱いだくことの何がいけないの？　ねえ、雅みやびでしょ？　風流でしょ？　ねえってば！」

「分かった分かった！　何も言ってねーだろ！　落ち着け！」

　ごまかし方が面めん倒どうくさいなこの人。

「お楽しみ中のところ悪いんだけど、最初に言ったとおり、そこら辺に置いてる聖剣はあげられないからね？」

　口をひらいたのはニムさん。

　──彼女は約束を果たそうとしてくれていた。

　あっちの世界で来くる栖すにした口約束。

　自分に協力してくれたら聖剣をあげる──という。

　だからニムさんは今日、課長への報告を後回しにしてここへ連れてきてくれた。義ぎ理り堅がたいように見えるが市職員としては最悪だ。多分ここに来たのも、面倒な報告を先延ばしにしたかっただけなのだと思う。騙だまされてはいけない。

　ちなみに今日は、こちらの世界では暦こよみ上じようの祝しゆく日じつらしく、役所には休日出勤する社しや畜ちくしかいないそうだ。そんな人目の少ない日だからこそ、俺たちもこんな所でゆっくり雑ざつ談だんできている。

　──二日前、聖剣課の課長に連絡を入れたニムさんだったが、この日、ようやく上司に今までの経過を報告する機会を得た。

　まあ報告といっても、今までの件をありのままに話すことはしないだろう。

　あの人が聖剣を壊こわしたなんてことを自みずから言うとは思えないし、また、魔ま協きようの悪事を語っても証しよう拠こが無い。

　そして別の世界から俺たちみたいなのが来ていると発覚すれば、至し極ごく面倒な手続きもありそうだ。だからこそ、ニムさんが鍵かぎを管理するこの聖剣倉庫が役立っているのだろう。ここなら鍵を掛ければ誰だれも入れないので、俺たちの存在が目につくことも無い。

　──さて、聖剣を譲ゆずり受けるに際してニムさんに言われていたのは、あくまで市で管理する聖剣台帳に載のっていないものに限るということ。

　来栖と和佐さんが見ていたような、きちんと整理整せい頓とんされ、整備が行き届いているようなものはまず間ま違ちがいなくアウト。貰もらえるのは、そこら辺に転がっているクズ剣だ。

「しっかし……本当に乱らん雑ざつだな。ちゃんと整理してるんスか？」

　壁かべ際ぎわから移動し、地べたに積つまれた聖剣の山を見る俺たち五人。

「ちゃんと整理してたらこんな風になってる訳わけないし」

　ニムさんがひらき直る。

「先せん輩ぱいとしてメルにはよく言っておくわ、うん」

「いつだったかあたしが先輩の仕事をフォローした時、『代わりに倉庫整理引き受けるから』って言われたはずなのですけど」

「その時はそう思ったってだけの話だから。人の気持ちって変わっちゃうから。悲しいね」

　ロマンチックに責任を放ほう棄きするニムさん。

　そんな彼女をたしなめるように、来くる栖すが口をひらいた。

「それでも、さすがにこれはひどいよ。もっと整理整せい頓とんして丁てい寧ねいに扱あつかわないと。せっかくの聖せい剣けんが泣いてるよ」

　来栖はそんな良いことを言いながら、聖剣の山を漁あさる。ひどく乱暴に、手にする聖剣を次から次へ捨てるように放り投げ──あ、何か破は片へん飛んだ。

「いやお前も人のこと言えないだろ。もっと静かに置けよ。聖剣大だい号ごう泣きゆうだよ」

「どの聖剣もどこかしら壊こわれてるから、これ以上壊れたって大して変わんないよ」

　何そのスラム街に生きる人の論理。

「あ、何だろうあれ？　──そぉい！」

　来栖は目の前の聖剣の山を、足裏で踏ふみ抜くように蹴けり飛ばした。

　ガラガラと山が崩くずれる。スラムの弱者の悲ひ鳴めいのように、おびただしい数の聖剣が崩ほう壊かい音おんを奏かなでた。

「だからやめろって！」

「だって埋うもれてる所に良さげなやつあったんだもん。探してたら腕疲れちゃったし、効こう率りつ重視だから仕方ないよ」

「だからって蹴るなよ。お前聖剣好きじゃねーのかよ」

「カッコ良いのは好きだよ」

　聖剣業界にまで迫せまる「※ただしイケメンに限る」の魔まの手。

「ニムさんも何か言ってやってくれよ。これそっちの所有物だろ」

「そこら辺のは台だい帳ちように記き載さいしてないから別に──」

　──どうなっても構わない、

　と決死の覚かく悟ごでラスボスに挑いどむ主人公みたいなセリフを繫つなげてきた。「ここだけ聞くとちょっとカッコ良くない？」とか言って笑っている。生きてるだけで楽しそうだこの人。

「おいメル、先輩は当てにならない。お前から来栖を注意してやってくれ」

　ここは後こう輩はい職員の常識に期待するより他にない。

「聖剣が壊れたら壊れたで管理する数が減るので、それはそれで良いかもしれないのです。正直、本数が多過ぎるのです」

「ニムさんのクズが伝う染つった……」

「なにその私がクズみたいな言い方」

　ねえちょっと、とニムさんが言葉を投げ掛けてくるがシカトしてやり過ごす。その間に、崩くずれた聖せい剣けんの山の中から、来くる栖すが一ひと振ふりの聖剣を手にしていた。

「これが良いっ」

　来栖が掲かかげた剣は、割とシンプルな剣だった。青く染そまった柄つかから、彼女の上半身ほどの長さの刃はが伸びている。刃の根元には青と水色のツートンカラーであしらわれた模も様ようが入っており、中腹にはうっすらと文字のようなものも見えた。

「そこまで突とつ飛ぴなものを選ばなかったな……予想外だ」

「だって、これくらいしかまともなやつ無いんだもん」

　言われてみればそうか。

　地べたに散さん乱らんしている剣はどれも傷だらけだったり刃こぼれしたりしていたが、この剣はさほど傷いたんでおらず、柄や刃のくすみも少ない。

「うん、これ持ち易やすいし気に入ったよ。刃のところに書いてある文字とかも良い感じだし。これは手放せないねっ」

　ヒュンヒュンと剣を振ふってみる来栖。この剣道部員、いつの間にか竹刀しないよりも剣を持つ方が違い和わ感かん無くなってしまった。

「それにしたの？　──水属性っぽいわね」

　剣を覗のぞきこんだニムさんが一ひと目め見て鑑かん定ていする。

「えー、水ぅ？」

　口をへの字にする来栖。

「水とか地味だよぉ。もっと派は手でなやつが良い。ズバーンって火ぃ出るのとか、ズドーンって雷落ちるのとかさー」

　二十秒前に「手放せない」と言った剣を放り投げる来栖。過去の発言に囚とらわれないその姿勢は、近い将来必ずや何かを傷付けるだろう。俺おれとか。

「あ、思い出した、この剣、前に資料で見たことあるわ。何十年か前、二本同じものがあったから一本はコノゴヤ市に寄き贈ぞうしたって書いてた。残り一本どこにあるんだって思ってたけど、へー、こんなとこにあったのね」

　へー、って……。この人管理者じゃねーの？

「何よカリバ、その目。言っとくけど悪いのは前任者よ？　私が聖剣課来た時にはもう無くなってたんだからね？」

　相変わらず責任転てん嫁かに関しては釘くぎを刺すのが早い。

「多分今回の聖剣展にも出てると思うわよ、これ。もっとも、手入れとか管理とかはあっちの方が何十倍も行き届いてるだろうけど」

　それは本来恥はずべきことなのだと思うけど、自分が何ら関係無いみたいにサラッと言えちゃうニムさん凄すごい。公務員じゃないみたい。

「ニム、もっと派は手でなやつちょーだい」

　先ほど聖せい剣けんを放り投げた来くる栖すが一言。

「あげるあげる。どこにあるか分からないけど」

　この他にも数ヶ所ある聖剣の山を目もく視しする二人。

「じゃあクトネシリカでいーや」

「良くないから。あげないっての」

　ニムさんの傘かさに手を伸ばす来栖だったが、持ち主に素す早ばやくその手を叩たたかれてしまった。

「第一、それがあるじゃないの。学校で拾ったやつ」

　来栖の足元に横たわっているのは先ほどの水属性の剣の他に、例の赤と黒で染そまった聖剣。

「二に刀とう流りゆうがいーの、二刀流」

「じゃあ炎と水でいーじゃない。偏かたよってなくて便利だし」

「分かってないなー。オールマイティキャラは結局のところ器用貧びん乏ぼうにしかなれないんだよ」

　来くる栖すがチッチと舌を鳴らす。

「炎なら炎で固めて、弱点も耐たい性せいも関係ないくらいのフルパワーで燃もやすのがロマンなんだよ。塵ちり一つ残さないくらいに高温で燃やし尽つくすのが正せい義ぎ。カッコ良いんだよ？」

　廃はい棄き物ぶつ処理場のおじさんみたいなことを言う。

「分かった分かった。ともかく、さっきの剣が嫌いやなら自分で探しなさい。自分で使うものくらい自分で用意すること」

　珍めずらしく正せい論ろんじみたことを言うニムさんだったが、公共財産を勝手に譲じよう渡としようとしている時点で正論も何も無い。

「えー……じゃあこっちかなあ……」

　次に来栖が拾ったのは紅くれない色に染まった剣。

　その色は強きよう烈れつな熱や炎を連想させるが、やや剣身が短いため、さっきの青い聖剣よりも迫はく力りよくに欠ける。

「見てくれ悪いけど……炎属性は捨てがたいし……」

　頰ほおを膨ふくらませながら、来栖は頭を悩なやませていたが、

「うん、しょうがない、これでいーや。小回りが利きく分、実用的だしね。どこかの誰だれかさんの氷の聖剣よりずっと良い」

「調子乗るなよ女子高生」

　ニムさんは傘かさからクトネシリカを抜くと、来栖目がけて小さな氷のつぶてを飛ばす。「ちべたいっ」と来栖があうあうしている様さまは小動物のようだ。

「ねえ和かず佐ささんは？　何か良いやつあった？」

　ニムさんに「ごめんなさい」して氷から逃れた来栖は、気を取り直して尋たずねた。

「わたし探してないしっ！」

　さっきの一件で懲こりたのか、頑かたくなな態度を取る和かず佐ささん。

「ふーん、和佐さんってダンジョンで宝箱開けないタイプ？　最速クリア目指しちゃう人？」

「何言ってんのあんた」

　和佐さんが冷ひややかな目で呆あきれる。

　だが、そんな視線はお構いなしに、来くる栖すはまたしても妙みような提案をしてきた。

「あ、そうだ。とりあえず剣の名前決めなくちゃね」

「いや、名前ってすでにあるもんじゃないのか？」

　どんな剣や刀だって、作られた時に銘めいは打たれるだろう。

「でも台だい帳ちように載のってないんだよ？　野生の聖剣だよ？　捕つかまえたらニックネーム決めなくちゃだよ？」

「ジャンル違うからな。この世界にピカピカ言う電気ネズミとかいねーから」

「いるわよ？」

「ニムさんな、ちょっと黙だまっててくれな。確かに今のは俺おれが悪かったよ。確かにいそうだな、魔ま獣じゆう管理区辺りな、うん」

「──あ、名前で思い出した。クルスにも聖せい剣けんの携けい帯たい許可証作るからフルネーム教えて。ファーストネーム何だっけ？」

　さらっとニムさんが言うが、こんな得体の知れない異世界人に許可が下りる訳わけ無い。１００パー偽ぎ造ぞうだ。

「麻ま央おだよ、来栖麻央」

「オッケーオッケー。次にカリバは──と思ったけど、あんた聖剣使えないもんね。ハッ」

「おい待て最後どうして鼻で笑った」

「あ、ごめん、つい。自分ができることを他人ができないっていう状じよう況きようを想像すると楽しくって」

　歪ゆがんでいる。来栖の描かく魔ま法ほう陣じん並みに歪んでいる。

「あれ？　そう言えば苅かり羽ばくんの下の名前って何だっけ？」

　来栖が顎あごに指を当てて考える。

「別にいいだろ、どうでも」

「どうでもよくなんかないよ！」

　来栖が両手を握りしめて叫さけんだ。

「名前って、すっごく重要なんだよ……？」

　来栖が神しん妙みような面おも持もちで声を発した。何か思うところがあったのだろうか。もしかしたら、過去に名前のせいでトラブルになった嫌いやな思い出でもあるのかもしれない。だとすれば悪いことを言ってしまった。

「私ね、中学校の頃ころ、お姉ちゃんにゲームの主人公キャラの名前、勝手に入力されたの」

「あ？」

「そしたらね、みんなひどいんだよ？　仲間と初めて会う時には『よろしくな、黙だまってろ！』ってウザがられるし、作戦会議の時には『どう思う？　黙ってろ』って手の平返されるし、街に顔が知れ渡って来た中ちゆう盤ばん以降は、敵に会う度たびに『あ！　お前は黙ってろ！』ってディスられるし、ホント最悪なんだから」

「あのさ、俺おれ、結けつ構こう真ま面じ目めに聞いてたんだけど」

「もちろん私だって真面目に話してるよ。──うん、お互たがい真面目な会話って、何だか凄すごく青春だね」

　俺の知ってる青春と違う。

「で、苅かり羽ばくんの名前は？　『ここからいなくなれ』とか？」

　名付け親の精神状じよう態たいが危な過ぎる。申しん請せい受けた戸こ籍せき課が医者連れてくるレベル。

「──未み知ちでしょ、未知」

　それまで静かだった女子の声。

「苅羽未知──だよね？」

　和かず佐ささんが俺おれを指差していた。

　あー、知ってたか……。まあ始業式に自じ己こ紹しよう介かいしたもんな。

「ミチ？　え、ミチって？」と、来くる栖すが首を傾かしげる。

　対して和佐さんは「未いまだ知らざるって書いて未知」と、決して俺の望んでいないご丁てい寧ねいな説明をしてくれていた。

「今いま田だ知らざる？　誰だれ？」

　あ、こいつまた変な勘かん違ちがいしてんな。

「だからあ……来栖さん、未知って分からない？　誰も知らない未知。意味分かんないって意味の未知。数学で言えばＸ」

「あーなるほど、意味分かんない未知ね。苅羽未知、意味分かんない、オッケー」

　オッケーじゃねえ。さっきから俺ディスられ過ぎでしょ。頭おかしくて理解されない人みたいになってる。

「良いなあ苅羽くん、凄すごく中二っぽい名前。素す敵てき」

　来栖は素すで褒ほめてくれているのかもしれないが、同時に、俺が自分の名前を気に入っていない理由をそっくりそのまま言ってくれてもいた。

「ん？　エックス？　苅羽？」

　そして来栖が何かに気付く。

　ヤバい。

「エックス、カリバ……聖剣、エクス…………エクスカリバー？」

「来くる栖すお前ちょっと黙だまっ」

「苅かり羽ばくん、名字と名前でエクスカリバー！」

「やめろ」

　だから嫌いやだったんだ。だから嫌だったんです。

　そう、エクスカリバーだよ。ダジャレだよ。しかもこれ偶ぐう然ぜんじゃないよ。母親が狙ねらって付けてくれた死ぬほどありがたい名前だよ。死ぬよ。




『お母さんね、未み知ちには強い子になってほしかったの。だからかな』




　昔、名前の由来を聞いた時にそう言われた。

　確かに強いかもしれないけど方向性間ま違ちがってるだろ。エクスカリバー＝つおい、って小学生かよ。物理的な強さ求めるなよ。

　しかもよりによって「未知」って。自分の子供なのに未知って。子育てに対して謙けん遜そんし過ぎだろ。

「苅かり羽ばくん凄すごいよ！　まさかエクスカリバーだったなんて思いも寄らなかったよ！」

「おー。できれば今後も引き続きその単語には思いを寄せないでくれ」

「でも苅羽くん、名前はエクスカリバーなのにやっぱり聖せい剣けんは使えないんだね」

「やめろ」

　遠回しに役立たずって言うな。さすがに心折れる。

「じゃあせっかくだし、この聖剣の名前はエクスカリバーにしようかな」

　さっき見つけたばかりの紅くれないの聖剣を見つめる来栖。

「来くる栖す、何がせっかくなの？　俺の心を痛めつける良い機会だと思ってんの？」

「エクスカリバーさん、ちーっす」

　ニムさんうざい。

「先せん輩ぱい、どんなに奇き天て烈れつで面おも白しろくても、人の名前で遊んだらいけないってお婆ばあちゃん言ってたのです」

　奇天烈で悪かったな。前から思ってたけどメルちゃんフォロー苦手だよね。許すけど。

「──あれ？」

　仮か称しようエクスカリバーを見て、ニムさんが疑問の声を上げた。

「なんだ、この剣、ちゃんと名前あるじゃない」

　ほらここ、と彼女は刃はの文字を指差す。だが、何て書いてあるのかは分からない。

「シュヴェルツ・ミュラー、って言うんだってさ」

「結けつ構こうまともそうな名前だな。是ぜ非ひともそっちにしよーぜ」

　来栖に提案すると、顎あごに手を当てて悩なやみ出した。

「うーん……それなりに格かつ好こうのつく名前だけど……そのシュヴェルツ・ミュラーってどういう意味なの？」

「ミュラーさんの剣」

「ん？」

　ニムさんの答えに目をしばたたかせる来くる栖す。

「もうちょっと言えば、ミュラーさんが作った剣、かな？」

「ミュラーさんって誰だれ？」

「刀かたな鍛か冶じじゃない？」

「有名なの？」

「さあ？　ミュラーって、そっちの世界で言うサトウとかヤマダみたいなありふれ」

「よろしくね、エクスカリバー」

　ニムさんの言葉を搔かき消しながら、来栖はしっかとエクスカリバーを握りしめた。

「そうだ、和かず佐ささんの分も聖せい剣けん用意しないと」

　確定事項であるかのように来栖は言うが、

「いや、要いらないし。求めてない。ノーサンキュー」

　何な故ぜか二ヶ国語で断る和佐さん。

「いっぱいあるんだし、遠えん慮りよしないでいーんだよ？」

　倉庫の聖剣全て自分の所有物であるかのように来栖が言うが、和佐さんは「だから要らないっつってんでしょ」と、全力で否ひ定ていする。ただ、視線はあの桜さくらの聖剣になびいていたことを俺おれは忘れない。

「そんなことより」

　そう言って、俺おれはニム・メルコンビに目をやる。

「そっちの話はどうなったんスか。これから上司に色々報告するんでしょう」

「ん？　ああ、任せといて。ばっちりばっちり」

「どこがですか……」

　相反する二人の意見を耳にするが、多分ばっちりじゃないんだろうなとは思う。

「あ、カリバ何その顔。疑ってんの？　そんなにご冥めい福ふくをお祈いのりされたいの？」

　しめやかに「殺すぞ」と脅おどされる。

　いつも適当な受け答えばかりのニムさんだが、今日は大だい分ぶ攻こう撃げき的てきだ。こりゃ相当余よ裕ゆうが無いと見える。

「じゃあそろそろ私たちは行くけど──あ、そうそう、三人にこれ渡しとくわ」

　ニムさんが俺たち高校生トリオに腕時計のようなものを投げ渡してきた。よく見ればそれは、俺たちの世界でニム・メルコンビが身に付けていた翻ほん訳やく機き。

「それ付けとけば、大たい抵ていの人と話せるようになるから。高いから壊こわさないでよ」

「いつの間に用意したのですか？　うちの課には予備なんて無かったと思いますが」

「国際情報課から失しつ敬けいしたのよ。あそこ何かたくさんあったし」

「またそうやって無断で……」

「もし何か言われたら、メルが着てた異世界の制服あげるって言うから大だい丈じよう夫ぶよ。洗せん濯たくしないで渡せばお釣つりがくるわよきっと」

「大丈夫じゃないのです！　主おもにあたしが！」

　半泣きでメルが叫さけぶ。

「さて、じゃあ私とメルでちょっと課長のところ行ってくるから。三人はできればここから出ないでくれると嬉うれしいけど、トイレ行きたくなったら庁ちよう舎しやに来てもいいわ。ただ、くれぐれも目立つことはしないように。特にクルス、分かった？」

「何で私だけ。心外だよっ」

　ヒョイッと炎属性のエクスカリバーを振ふる来くる栖す。小さな炎が放たれ、壁かべ際ぎわの棚たなに燃もえ移る。っておい待て。

「あああああ！　ごめんごめん！　今消す！　今消すから！」

　慌あわてて来栖が水属性の聖せい剣けんを拾う。闇やみ雲くもに振ったその剣からは、勢いよく水しぶきが舞まい散り、棚を濡ぬらして炎を消した。ただ、濡れたのは棚だけでなく、他にも色々。特に俺おれとか。

「だ・か・ら！　そういうことをすんなって言ってんのよ！　ジッとしとけ！」

「わわわっ、はい、はい！」

　珍めずらしくマジギレしたニムさんにうろたえる来栖。

　この余よ裕ゆうの無さを見る限り、ニムさん、今回ばかりは成せい功こうのイメージが何も浮かんでいないようだ。

　ニム・メルコンビの背中が遠くなる。その姿にはどこか、哀あい愁しゆうが漂っていた。

「大丈夫かな、二人」

　来栖が心配そうに見つめているが、こいつに心配されるとかよっぽどだな。

　──だが、気になるのも確かだった。







『色々聞きたいことはあるけども……シュトラールはどうした？』

「今、聖剣展で展示されてるはずですけど」

　ティアー市役所の小さな会議室で為なされるやりとり。

　人通りの無い廊ろう下か脇わきの一室。木製の扉とびらに隔へだてられ、中の様よう子すは見えない。しかし、声だけは聞こえる。

　男の声と、あまり聞く機会の無いニムさんの敬語。恐おそらくここでニム・メルコンビの報告が行われている。

　──数分前、来くる栖すが「大だい丈じよう夫ぶかな」と言ったのを皮切りに、どうにも心配が先に立ってしまった。だが、多かれ少なかれそれは来栖も和かず佐ささんも同じことのようで、それならいっそ見に行った方が──、というそんな流れで、俺おれたちはニム・メルコンビの後をつけてきていた。

　よく見れば、会議室の扉とびらの上──天てん井じようにほど近い位置に小窓がある。廊下に出されていた空からのゴミ箱をひっくり返して足場にし、俺はその小窓から部へ屋やの中を覗のぞいた。

　──いた。

　四十代くらいの男性職員とニム・メルコンビ。一台の机を挟はさみ、相あい対たいして座っている。

「（苅かり羽ばくんずるい！　私も見たい！）」

「（後でな、後で）」

「（ねえ、やっぱり倉庫戻らない？　いや、別に桜さくらっぽい聖せい剣けんを触さわりたい訳わけじゃないけど。触りたい訳じゃないけど）」

「（何で二回言うんだよ。そういう風に言うから怪あやしまれるんだよ。下へ手たくそかっ）」

　二人の女子が一段低い位置から話し掛けてくる。ちなみに来栖は、予あらかじめ持っていた赤黒い聖剣とさっき手に入れた紅くれないの聖剣、炎属性の剣を二刀流で帯たい剣けんしている。置いてこいよ。

　さて、室内ではシュトラールについて尋たずねた四十代の男性職員が、ニムさんの返答に対し、頭を搔かきながら溜ため息いきを吐ついていた。

『聖剣展で展示──な。俺の知っている情報と少し違うんだが』

『じゃあ多分、課長の方が間ま違ちがってますね』

　ニムさんの対面に座っているその人はどうやら課長らしい。

　彼は今のニムさんの返答に対して顔を引きつらせており、それに気付いたメルが、すかさずニムさんの左脇わき腹ばらを肘ひじで小こ突づいていた。

『お前たちのいない間に、聖剣展の事務局から連絡があった。送られたシュトラールは本物ですか──とな』

『ちゃんと本物って言っといてくれましたか？』

『もちろん最初は言った。だが、改めて倉庫を確認してみたらあら不ふ思し議ぎ。レプリカも本物も無くなっていてな。これは一体どういうことだろうと思っていたら、また事務局から電話が来た。どうも本物じゃないみたいなんですけど──とな』

『はは、まっさかー』

　ニムさんは笑って受け流す。

『課長、事務局はそれ、きちんと鑑かん定ていしたんですか？』

『あ？』

『見た目とかじゃなく、きちんと刃はの成分やら何やらの検けん査さして、そう言ってきたんですか？』

『いや、そういう訳ではないけども』

『根こん拠きよも無いのにそう言ってきて、課長も「はいそうですか」って受けちゃったんですか？』

『そうは言ってない』

『でも課長も疑問を持ってる訳わけですよね？　シュトラールが本物じゃないかもしれないって。でもそれ、おかしくないですか？　明確な数字も何も出てきてないのに、どうして偽にせ物ものだなんて言えるんですか？　ケチつけるならちゃんと検けん査さしろよって──あのやけに日数と金が掛かるぼったくりみたいな検査しろよって、そう言うべきじゃないんですか？』

『言えるかよ』

『言えないとダメですよ。だってあっちが「展示させてください」って依い頼らいしてきたんですよ？　それを快こころよく引き受けたって言うのに、「偽物じゃないんですかあ？」なんて見た目で判断して言ってくるのってどうなんです？　おかしいですよね？　聖剣発掘数世界第一位のコノゴヤ市だか何だか知りませんけど、そんなに偉えらいんですかって。程度の低い聖剣ばっかり掘ほり当てて楽しいですかって。税金でやる穴掘りはどんな気持ちですかって。アホなんですかって』

『分かった分かった……ちょっと黙だまってろ……』

　課長が頭を搔かきむしる。

『お前の言い分は分かった。だけどお前、こっちから「根こん拠きよを出せ」なんて言うのも火に油注そそぐようなもんだ。そもそも、お前本当に本物送ったんだろうな……？』

『もちろんです』

　言い切った。言い切っちゃったこの人。

　横に座るメルからは表情が消えていた。玉のような汗あせを流しながら、ただ前を見ている。もう彼女のメンタルはボロボロだ。

『とりあえず私が話つけときますから。大だい丈じよう夫ぶですって、はは』

　乾いた笑いを放ちつつ何とか話を終わらせようとするニムさん。話をつけると言っても、一体どうするつもりなのか。いや多分何も考えてはいないんだろうけど。

『……分かった。とりあえず次の話に移るか』

　何とか生き延びたニムさん。

　うわー、めっちゃ嬉うれしそうなオーラ出てる。口元プルプルしてるよ。脳内麻薬エンドルフイン垂たれ流し状じよう態たいだよ。

『じゃあ次の件──お前ら、何で無む断だん欠けつ勤きんした？』

『異世界に行ってました』

　部へ屋やの中の時間が止まる。

　ニムさん以外の全員が表情を失っていた。見る限り、メルもこの話の流れになるとは教えられていなかったようだ。

　ちなみに以前聞いた話だと、彼女たちが当初申しん請せいしていた有給休きゆう暇かは先週、俺おれたちの世界でヴァイトニルを倒した日の時点で終わっており、その翌よく日じつから無断欠勤が続いている状態らしい。

『異世界って、お前な……』

『だって行っちゃったんですもん。メルと二人で遊びに行ってたら、いきなりビューンって飛ばされたんですよ。魔ま獣じゆう区近くの国道の橋渡ってたら。あそこ、川がちょうど管区の境きよう界かいじゃないですか。魔獣管理区も近いから、魔ま力りよくも大だい分ぶ溜たまってたんでしょうね。いやー、参った参った』

『参ったのはこっちの方だバカ。口から出まかせ言いやがって。空間の裂さけ目に飲み込まれる可か能のう性せいなんて交通事故よりよっぽど低いぞ？　しかもそれで異世界行くとか、お前が真ま面じ目めに仕事してるくらいの確かく率りつしかない』

『可能性がゼロじゃない限りチャンスはある──課長がいつも言ってることが実現しましたよ。凄すごいですね、見直しました』

『あーくそ！　何でお前はそう人の神経逆さか撫なでるのが上う手まいんだ！　ちくしょう！』

　両手でバリバリ頭を搔かく課長。

「（ねえ苅かり羽ばくん！　そろそろ交代してよ！　私も中見たい！）」

「（ダメだ。今良いところなんだよ）」

　これまで扉とびらに耳を当てるだけだった来くる栖すが、聖せい剣けんから小さな炎を繰くり出す。

「（熱あちい！　やめろ！　熱い！）」

「（だから私も見たいんだよ！　さっき苅羽くん『後で』って言った！）」

　聖剣を放り出し、ワイシャツの裾すそを摑つかむ来栖。

「（危ねえ！　引っ張るな！　ちょっ──）」

　安定感の無い土台のゴミ箱。

　来栖がシャツをグイグイ引いたことで、容よう易いにバランスが崩くずれた。

　倒れるゴミ箱と俺おれ。「危ない！」と言って逃げる来栖と和かず佐ささん。支えろや。

　廊ろう下かに響ひびく転倒音。

　会議室の声が止やむ。

「痛いってえ……」

　強したたかに打ち付けた肘ひじをさすっていると、

「おい、今すげえ音したけど大だい丈じよう夫ぶか？」

　扉がひらき、課長が顔を出した。

　──あ、やっべ。

　課長は俺ら三人を見ると、キョトンとした顔で言う。

「どちら様で？　──あれ、それ聖剣だね？」

　来栖の周りにあった二本の聖剣を指す課長。

　あーあー、何か面めん倒どうくさいことになったぞ。

「────っ！」

　課長の後ろ。

　こちらの様よう子すを見たニムさんが、大いに顔を引きつらせていた。

　一方、課長から聖せい剣けんについて問われた来くる栖すは、滝たきのような汗あせで、尋じん常じようじゃないくらいブラウスを濡ぬらしながら口をひらいた。

「えっと、あの、私たちは……魔ま獣じゆう猟りよう師しで、その────その人たちと一いつ緒しよに異世界に行ってたんです」

　そう言って来栖はニムさんとメルを指差した。

　あらららら。これどうしよう。

「（ちょっとあんた何言ってんの!?）」

　和かず佐ささんが来栖の脇わき腹ばらを小こ突づく。

　そりゃそうだ。だってここは、多少無理があるとしても「トイレ借りてました」で良かったはず。ゴミ箱に躓つまずいて転びましたくらい言って、そそくさと退たい散さんすればよかったのに。

「えっと、魔獣区近くの国道の橋？　を渡ってたら、いきなり異世界に飛ばされてしまって、その、飛んだ先に二人がいて、今日までとてもお世話になってましたっ」

　そう言いながら、来栖は俺おれを見て、パチパチと両の瞼まぶたをひらいたり閉じたりしている。目が痛いのかと思ったが、どうにも不自然過ぎる。それがウィンクの出で来き損そこないかもしれないと気付くまでしばらくかかった。

　つまり来栖は、俺に何か伝えようとしている。きっと考えがあるのだろう。

　なるほど、来栖の考える作戦とか不安過ぎる。すげえ乗りたくねえ。

　しかしもう言ってしまったものはどうしようもない。ここはいっそ、流れに身を任せてしまおうか。

「そう、彼女の言うとおりなんです。ホント二人にはお世話になって」

　立ち上がりながら、俺も話を合わせてみる。

「君も魔獣猟師？　雰ふん囲い気き無いけど」

　やべえ何だこのオッサン、人を見る目あり過ぎる。人事部行けよ。

「彼はただの雑ざつ務む役やくです。魔獣猟師はわたしと彼女」

　和佐さんのフォロー。

　ありがたいけど雑務役って何だよ。勇者・勇者・雑務役っていうパーティおかしいでしょ。

「えっと、それで、二人には──と言うより、是ぜ非ひティアー市にお礼れいを言いたくて……来てしまったんですけど」

　ああ、なるほど。俺たちが証しよう人にんになることで、ニムさんたちの無む断だん欠けつ勤きんを「やむを得ない事情」として認めさせようとしてるのか。

　喋しやべりはたどたどしいが、来栖の思いは伝わって来た。そう言えば彼女は、以前も校舎裏で不良に絡からまれている生徒を助けたりして、意外と情に厚い部分もある。時々。ごくたまに。

　さて、課長は黙だまって来くる栖すの言葉を聞いているが、やはり訝いぶかしげな表情だ。さすがに噓うそとは言ってこないが、値ね踏ぶみするような視線には疑ぎ念ねんが詰つまっている。

「君たちはどちらにお住まいで？」

「日本です」

　黙って！　来栖黙って！

「ニホン……？」

　聞いたことないな、と顎あごを撫なでる課長。俺おれは来栖に目で「黙れ」と合図しながら声を上げた。

「いや、違うんです。ナヘン国のコノゴヤ市の外れにそういう地名があるんですよ。地元の人じゃないと分からないですよね、はは」

　あーそう、と納なつ得とくしたのかしていないのかよく分からない態度の課長。

　ちなみにナヘン国のコノゴヤ市と言えば例の聖せい剣けん展が開かい催さいされている場所である。

　咄とつ嗟さに口から出てきた地名だったが、それも当然のこと。

　俺おれはこの世界の地名について、ティアー市とサタジェーニ市、そしてコノゴヤ市しか知らない。うち前二つは同じグラン国に属しているので言語が同じであり、今俺たちが翻ほん訳やく機きを付けている理由が無くなってしまう。

「コノゴヤ市の人かい？」

「そうなんですよ。こっちに旅行に来たら変なことに巻き込まれちゃって──いくら旅行って言っても、まさか異世界まで行くことになるとは……」

「聖剣展にはもう行ったのかな？　シュトラールは見た？」

　いえ行ってませんよ──と俺が言うより早く、

「見た見た！　シュトラール凄すごかったです！」

　来栖が手を挙げていた。

　お前ふざけんな。聖剣について語り合いたいのは分かるけども、もうちょっと場の流れとか空気とか俺の顔色とか読んでよ。

　──聖剣展が始まったのは、ニムさんたちとヴァイトニルを倒した翌よく日じつ。そしてその日は、ニムさんたちが申しん請せいしていた有休期間が過ぎ、無む断だん欠けつ勤きんが始まった日でもある。

　俺たちの世界にいたから、通常の通信手段ではこちらの世界に連絡できず、やむを得ず無断欠勤をしたという今までの話の流れ──。

　しかし、それならどうして俺たちが聖剣展を見ることができたのか。俺たちがニムさんたちと同じタイミングであちらの世界に飛んだという設定なら、聖剣展に行くタイミングは無い。

「へえ、行った？」

　課長は顔色を変えない。しかし、声のトーンがやや高くなった。

「違う違う。来栖は──こいつはシュトラールをテレビで見たっていうだけで、聖剣展には行ってない。本物のシュトラールは見たこと無いんです」

「苅かり羽ばくん、何でそんな噓うそつ──」

「うそっ！　って言いたくなるくらい綺き麗れいな剣だった！　確かに！　テレビで見るだけでも凄すごかった！」

　慌あわてて来くる栖すの声を搔かき消しながら、素す早ばやく何度もウィンクをしてみた。

「……？　はい、これ」

　来栖はポケットからケルベロス印の目薬を取り出して渡してきた。

　あのね、目が痛い訳わけじゃないんだよ。お前よりも遥はるかに上う手まく片目瞑つぶってたのに何で伝わらないのかな？　ってか何なの、このしょーもない土産みやげ品。ケルベロス印とか失明の不安しかないんですけど。

「ってか、疑ってるなら見ます？　異世界の写真」

　相変わらず訝いぶかしげな課長に対し、今度は和かず佐ささんがスマホを取り出した。でも壊こわれていたので動かなかった。

「そっか、水濡ぬれしちゃったんだった。最悪……」

「それ何だい？　通信機器？　海かい賊ぞく版ばんみたいなデザインだな……」

「はぁ!?　これ四月に出たばっかの最新モデルなんだけど！　超人気だし！　この国のセンスと一いつ緒しよにしないでよね！」

　女子高生に怒られるオジサン。課長は身を小さくして「あ、ごめんごめん」と半ばうろたえていた。スマホのデザインセンスは違えど、どこの世界もこういう人間関係は似ているようだ。

「何かいいのあったかなあ…………あ、そうだ、これ」

　和佐さんが、今度は制服の内ポケットから学生手帳を取り出した。

　うん、今、学生手帳と言ったものの、それはラメだのビーズだのでデコられまくっていて、パッと見ではとても学生手帳には見えない。

　たまたま手帳の窓から学生証が見えたからそうだと分かっただけだ。その中身も、写真だシールだ何やかんやと貼はり付けているのか、かなり厚くなっている。もはや生徒手帳と言うより、殴なぐったらちょっと痛い武器。

「ほらこれ、夜に友達──や、えーと、あっちの世界で会った人と撮とったの」

　彼女はパラパラ手帳をめくると、プリクラをわんさか貼ったページを課長に見せていた。

「夜に撮ったやつなら、異世界だって信じてもらえるでしょ？」

　和佐さんはそう言うが、プリクラだと夜も昼も分かんねーよ。気付いて和佐おねーさん。

「プリクラじゃなくて、もっと普通の写真ねーのかよ」

「え、何？　そんなにわたしの写真見たいの……？」

　真顔で気まずい空気出すなや。そういうラブコメチックな意味じゃねーから。

　和佐さんは生徒手帳のカバーを外し、中に入っていた数枚の写真から一枚を取り出す。水濡れから乾いたせいでやや色いろ褪あせていたが、普通に見る分には何の問題も無い。そしてこの写真こそ、まさしく俺たちの世界。

　鈴すず木きさんと二人、夜のコンビニ入り口に座り込んでアイスを食べている写真は、偽ぎ陽ようの無いあちらの世界でしか撮とれないものと言えよう。

　それはそうと、コンビニの入り口にたむろするのマジでやめてもらえねーかな。髪かみ染そめた人たちに夜中アレやられると結けつ構こうビビりますよ、ええ。

「あ、そう言えば異世界の写真なら私もある」

　ニムさんが自身の携けい帯たい端たん末まつを取り出す。薄うすい画面から立体的に放たれる画像は、学校の制服を着たメル、パチンコの金で買ったゴスロリの服を着たメル、ホテルでブカブカのバスローブを羽は織おっているメル、それから──、

「何を撮ってるのですか先せん輩ぱいは！」

　メルが顔を赤くして叫さけぶ。

「何怒ってんのよ、可愛かわいく撮れてるじゃない」

「そういう問題じゃないのです！　ありがとうございます！」

　怒りながら感かん謝しやしてる。不器用な器用。

「うちの役所ロリコン多いから。こういう写真二、三枚持っておくと、他の課に仕事振ふるとき重宝するのよ。信しん頼らいと実じつ績せきのメルちゃん最高」

「あたしの知らない信頼と実績を築きずき上げないでほしいのです！　前からそんなことしてたのですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。欲しがる人って毎回ほぼ固定だから。不特定多数に流出はしてないわよ」

「あああああ！　全然大丈夫じゃないのですううううう！」

　自分のツインテールを引っ張りながら悶もだえるメル。

　その脇わきでは、課長が黙だまって写真を見つめていた。

「そう言えば、うちの課もロリコン多いですよね？」

　ニムさんがたしなめるように課長を見る。

「まあ、そこら辺は個人の自由だ」

　今日初めて、課長がニムさんの言葉を肯こう定ていしていた。







「──という訳わけで、まあ何とかなったわ」

　役所を出てすぐ、ニムさんは満足げに胸を張った。

「何とかなったと言えるのか、これは」

「言えるわよ。課長は『無む断だん欠けつ勤きんもやむを得ない事情だ』って認めてくれたし」

　裏で写真のデータのやりとりとかしてないよね？　それだけが心配です。あと、できれば俺おれも欲しかったりする。

「とりあえず、うちのゴタゴタはこれでカタがつきそーね。シュトラールの件は保留にするとして、残るは──」

　自分の長い髪かみの毛を、指に巻いては解ほどいてを繰くり返すニムさん。

「──魔ま協きようかな」

　魔協──その言葉を聞いただけで、俺おれや来くる栖す、そしてメルの顔が強こわ張ばる。

　そんな中、和かず佐ささんが首を傾かしげていた。

「急にどうしたの、みんな変な顔して。何回も言うけど、わたしまだマキョーって何か教えてもらってないんだけど。またどっか変な所行くの？」

「組合よ、協同組合。魔ま獣じゆう業ぎよう協同組合」

　ニムさんが告げるが、その言葉はさらに和佐さんの混こん乱らんを招まねく。

「組合？　生協みたいなもん？　──それで、その組合に何しに行くの？」

「ちょっとしたご挨あい拶さつよ」

「挨拶？　お元気ですか、って？」

「そう。私たちは元気です、って言いに行くのよ」

　殺気で髪の毛がふわりと揺ゆれるニムさんの横で、和佐さんは「メールでいーじゃん」と不ふ思し議ぎそうな顔をしていた。







[image: Ⅴ．ご挨拶に伺った結果]







　真しん陽ようは暮れかかり、代わりに偽ぎ陽ようが昇のぼろうとしている時分。

　緑の草木が生おい茂しげる魔ま獣じゆう管理区の中。

　その一いつ角かくに正座で構える一人の男。銀色の長めの髪かみの毛が風に揺ゆれ、眼鏡めがねを前髪が擦こする。

　そんな彼の首元に突つき付けられる氷の聖せい剣けん。赤い髪の公務員は一言、「呆あつ気けないわね……」と、半ば呆あきれたように彼を見み据すえている。

「はは……皆みなさんお元気でしたか？」

　正座の男──パルジファル・ペルファルは苦々しい笑いを浮かべていた。

「私たちはすこぶる元気よ。あっちの世界では、魔ま協きようのおかげで良い運動もできたしね。死にかけたけど」

「はは……恐きよう縮しゆくです」

　笑おうとする声は出してみたものの、ファルの顔はもはや笑ってはいなかった。







　数時間前、ニムさんが魔協の事務所に電話を掛けると、電話番のおねーちゃんにこう返答された。

『ペルファルはただいま魔獣管理区まで出ております』

　その後、ニムさんの運転する公用車で魔獣区に向かった俺おれたち。市役所から十五分ほど走った所にある魔協の事務所を越こえ、そこからさらに四十分ほど車を進めた先にそれはあった。

　魔獣管理区──魔獣区と呼ばれたり管理区と呼ばれたりと略りやく称しようは様さま々ざまだが、どれも指すものは同じだ。

「ねえ、つまり魔獣管理区って何なの？　動物園みたいなもん？」

　スピードを緩ゆるめる車の後部座席で、俺の右みぎ隣どなりに座る和かず佐ささんが聞いてきた。

　──魔ま力りよくが滞たい留りゆうしており、好んで魔獣たちが棲すみつく場所。そこを人間が囲い込み、魔獣の頭数を管理、または魔獣による人間への被害を防ぐといった目的を持つ──というのが俺おれの知る限りの情報。

「動物園っていうより……狩しゆ猟りよう場ば？」

　ハンドルを握りながらニムさんが答える。

「は？　なに狩猟場って？　そんなとこ入っていーの？　危なくない？」

「危ないけど、死ななければ大だい丈じよう夫ぶよ」

　そうだ、どんな人間でも死ななければ命を失うことも無いし、死ななければ天に召めされることも無い。人間、死ななければ健康なものである。意味分かんない。

「イヤ！　わたし帰るし！」

「大丈夫だよ和佐さん。魔獣が一いつ杯ぱいいるだけの場所だから」

　俺の左隣で来くる栖すが笑っている。

「何も大だい丈じよう夫ぶじゃないし！　危険な場所でしかないじゃない！」

「違うよ、経験値が一いつ杯ぱい稼かせげる場所だよ」

「そりゃあんたは良いだろうけどね！　好きなだけエンカウントしてれば!?　わたしは帰る！」

「えー、和かず佐ささん聖せい剣けん持てるから戦力になると思ったのに。苅かり羽ばくんだけだと聖剣使えないから死者蘇そ生せいアイテム必ひつ須すになっちゃう」

「俺おれの死を受け入れる前提やめろや」

　車内に声がこだまする中、ついに車体のスピードがゼロになる。

　今までずっと上のぼり道が続いており、いつしか車は山道の中。

　目の前に見えるのは、学校の体育館を二回り小さくしたくらいの倉庫が一いつ軒けん、その隣となりに二階建ての建物が一軒。

　その駐車スペースにニムさんが車を止めていた。

「ここ、魔ま獣じゆう管理区の事務所ね」

　魔獣管理区は自然の森。

　外周１０キロメートルは下らない広さのため、その周囲には数キロメートル間かん隔かくで事務所の支所が配置されているらしい。

　緊急の用に備え、そこにも常に人員が配備されているが、今俺たちの目の前にあるのは支所を取りまとめる本所──言わば中央施設だ。

　とは言っても、見た目はそこまで立派なものではない。町工場のような角かくばった二階建ての建物は、民家を二、三軒合わせたくらいの広さ。脇わきには役所の聖剣倉庫にも似たかまぼこ型の施設があるが、スケールは役所のそれよりもかなり小さめだった。

　事務所で魔獣区立ち入りの申しん請せいを済ませ、いよいよ森の中へと向かう。事務所を出てすぐの森が魔獣区であり、外から眺めるだけでは、その広さは分かりかねる。

　魔獣区の周囲は、うっすらと地面が光って見えた。光は森を囲うようにずっと連なっており、ニムさんに尋たずねたところ、魔獣が森から出てこないようにするための結界魔ま法ほうということだった。

「それにしても、魔獣区まで来れるなんてラッキーだね。危険な場所にはレアアイテムあるのがセオリーなんだけど、何か落ちてないかなあ」

　ぶっ壊こわれゲーム脳、来くる栖す麻ま央おかく語りき。

「和佐さん、ちゃんと探してる？」

「何でわたしに振ふるのよ。探す訳わけ無いでしょ。ってかこんな所来るのラッキーでも何でもないっての。この用事済めば帰れるみたいだし、こっちはしょうがないから付き合ってるだけだからね」

「またまたそんなこと言っちゃって。さっきから興きよう味み津しん々しんに周り見渡してるくせに」

「ばっ────ち、違うし！　危険な場所だから警けい戒かいしてるだけだし！」

　和かず佐ささんはそう否ひ定ていするが──。

　──確かに、まだ入り口近くとは言え、魔ま獣じゆう区は魔獣区だ。いつ何なん時どき魔獣が出てくるか分からない。ニム・メルコンビに来くる栖すという人材が揃そろっているのでまず大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、油断はできない。

　だが、俺おれと同じく武器を持っていない和佐さんを見ても、さほど緊きん張ちようの色が見られない。辺りを見回してはいるが、それは警戒というよりも、来栖の言うとおり興きよう味み本ほん位いな観かん察さつという感じだ。

「──あ、苅かり羽ばまでそんな目で見てきて！　何!?　何なの!?　別に興味津しん々しんとかそういうんじゃないし！」

　和佐さんの声が裏返った。

「誤ご解かい、誤解だから。何て言うか、その、懐なつかしいというかデジャヴ？　って言えばいいの？　初めて来た気がしないって感じがしたから、だから色々見てただけ。それだけだから」

　若じやつ干かん苦しい言い訳わけだった。

　こんな森に懐かしさ感じる人間がどれだけいるだろう。太陽が木々に遮さえぎられて薄うす暗ぐらく、それだけで不ふ穏おんだ。

　漂う魔ま力りよくのせいか、風が吹く度たびに背せ筋すじがヒヤッとするし、そう長居したい場所でもない。

　それにしても和佐さん、魔ま王おう城の玉ぎよく座ざに座った時も落ち着くとか言ってたし、どんだけ胆たん力りよくあるんだよ。勇者の血を色濃こく引いてるのは来栖よりもむしろ和佐さんなんじゃないだろうか。

「あー、何か二に刀とう流りゆうって邪じや魔まだなあ……和佐さん、どっちか片方持たない？」

　炎の聖せい剣けん二本を持つ来栖。さっき役所で聖剣の所持許可証を貰もらっていたので、おおっぴらに帯たい剣けんできている。もっとも、正規手続きを踏ふまない偽ぎ造ぞう許可証ではあるが。

「そんなダサい剣、イヤに決まってるでしょ。自分で持ってろっての」

「じゃあこっちのダサくない方。中二っぽい方」

「そっちはもっとイヤ。またワープするかもしれないし」

「ワガママだなあ、もう」

「どっちが！　荷物持てって言ってる人間に言われたくないし！」

　バカじゃないの──とプンプンしている和佐さんだが、その実、そこまで嫌いやそうに見えないのは俺の錯さつ覚かくだろうか。

　思えば、この数日で来栖はずいぶん自然に和佐さんと話すようになった。




　昨日、来栖と二人きりになった時に和佐さんの印象を聞いてみたが、「思ってたよりオーラ無いよね」と、和佐さんが聞いたら発作起こしそうなことを言っていた。

　──まあ、あながち間ま違ちがった感想でもない。

　来くる栖すが（もしかしたら俺おれもだが）スクールカースト下位の下位なら、和かず佐ささんは上位の下位──つまりは上位グループの中の底辺。

　それはあの掃そう除じの日──一軍グループの女子たちと和佐さんとのやり取りの中でどことなく分かった。和佐さんは彼女たちに軽かろんじられ、和佐さん自身がそれにコンプレックスを抱いだいている節ふしがある。

　そういった雰ふん囲い気きを敏びん感かんに感じ取る辺り、来栖も伊だ達てに底辺やってないのだなと思っていたら──、

「あの人たちの陰かげ口ぐち、私も聞いてたから」

　と、そう返って来た。

　掃除の途中、玄関で聞いた女子の陰口。鈴すず木きさんが来てからそれはすぐに止やみ、その後、俺は背後から来栖に話し掛けられたが──。

　そうか、俺が気付いていなかっただけで、来栖もすでに近くにいたのか。

「下位グループの底辺も上位グループの底辺も、結局同じ穴のムジナだよ。どっちも他人に見下されてる」

　それなら──、と来栖は言葉を続けた。

「自分に無理しないで済むなら、最底辺でいる方が私は好き」

　だって、苅かり羽ばくんもそこにいてくれるでしょ──？

　──と、

　そう言われて、少しは信しん頼らいされるようになったのかなと、思ったり思わなかったり。




　──ニムさんを先頭に歩くこと三十分、森の奥深くに入るにつれ、獣けものの鳴き声も多くなる。

「やけに汗あせかくな、今日」

　自分の頰ほおを濡ぬらす水すい滴てきに気付く。

　特に気温が高い訳わけでもないのに、やたら汗あせが出てきていた。

「苅羽くんも？」

　見れば来栖もずいぶん肌はだを濡らしていた。首くび筋すじにツーッと汗が流れる。

「何でこんなに出てくるんだろう。あー気持ち悪い」

「それ、お前が二本も剣持ってるからじゃねーの」

　来栖は右手と左手に例の炎の聖せい剣けんを握りしめていた。

「えー、でも別にこれ重くないよ？」

　確かに軽々と持っている。普段の通学カバンの方がよほど重そうだ。

「あたしも何だか汗っぽいのです」

　ハンカチで顔を拭ふきながら、ヒョイッと帽ぼう子しを持ち上げるメル。セイロで蒸むしたかのように湯ゆ気げが立ち上った。見れば彼女だけでなく、ニムさんの頰にも汗が伝っていた。

「和かず佐ささんは何ともないのか？」

「特には。逆に涼すずしいくらいじゃない？」

　それもそうだ。

　時刻は午後四時を回り、気温が下がり始めている。何か羽は織おらないと涼しいかなというくらい。

　実際、俺おれもあまり暑いとは感じない。しかし汗あせだけはやたら出てくる。

　──緊きん張ちようしているのだろう。

　何だかんだ言って、やはりここは危険な場所だ。奥へ奥へと進んでいくほどに、空気も肌はだを刺すような感かん触しよくを伴う。

　入り口近くで見られた魔ま獣じゆうはバラエティに富んでおり、口から豆まめ鉄でつ砲ぽう吐はき出すハトや、木から落ちて獲え物ものを圧あつ死しさせる猿さるみたいなやつなどがいた。

　いずれもこちらに敵意を見せてはこなかったため、特別危険なことは無く、ここまで来ていたが──。

「ここら辺から少し変なやつが増えてくるかな」

　ニムさんが傘かさから聖せい剣けんクトネシリカを抜く。

「変なやつ？」と俺おれ。

「棒ぼうに当たったら爆ばく発はつする犬とかいるわよ。あいつはヤバイわ。いきなり走ってきたと思ったら木に激げき突とつしてボーン、って。あと、人に撫なでられて爆発したり、自分の寝返りの衝しよう撃げきで爆発したりして死ぬ」

　マンボウかよ。

　何な故ぜそんな種族が今日まで生き延のびているのか甚はなはだ疑問だ。来年には絶ぜつ滅めつしてるんじゃないだろうか。

「ま、そいつに遭そう遇ぐうしたら事故みたいなもんだと思って諦あきらめなさい」

　遠まわしにニムさんが死ねと言ってきた。そして来栖が続く。

「私、苅かり羽ばくんのこと忘れないよ」

　もはや蘇そ生せいアイテムすら使ってくれないらしい。

「記き憶おく力りよくは良いんだよ私。お祖じ父いちゃんゆずり」

「その根こん拠きよはひどく危あやうい」

　自称天然女子の「わたし天然なの」発言並みに信しん憑ぴよう性せいが無い。あの人たちの多くは狙ねらってやってる養よう殖しよく女子。産さん地ち偽ぎ装そう女子。ちなみに来栖は遺い伝でん子し組み換かえ女子。チート性能。

「それよりニムさん、本当にファルはこっち来てるんスか？　方向合ってる？」

「こっちの猟りよう区くの視察だって言ってたから間ま違ちがいはないはず。もし違ってたら電話番のおねーさんが悪い。私悪くない」

　聞いてもいないのに責任の所在を明確にしてくる。でも自分が悪い時は絶対に言わないんだこの人。

「もう帰ってんじゃないの？」

　和かず佐ささんが示し唆さするが、多分この人、自分が早く帰りたいだけだ。

「受付でまだ魔ま獣じゆう区にいるってことは確認したわよ。ルートだって、ある程度道ができてるこの通りを進んでるはずだし、もう帰ってるなんてことはないと思う。もし帰ってたらファルさんが悪い。私悪くない」

　ことごとく他人に罪を預けるニムさん。全自動犯罪者製造機。

　そうしてまた歩くこと数十分──、

「──ん？　あれって……」

　俺おれたちの他に人影が見えた。

　木々で遮さえぎられた茂しげみの向こう十メートルくらいの距きよ離りに、俺と同じくらいの体格の男がいる。

　柄がらも何も無い簡かん素そな白い長なが袖そでと淡あわい紺こん色いろのズボン。皮の胸当てとブーツを身に着け、その手には剣を持っている。

「ああ、あれ猟りよう師しだね。魔ま獣じゆう猟師」

　同じ光景を見ているニムさんが呟つぶやいた。

　ということは、あの手に持っているのは聖せい剣けんだろうか。取り立てて特とく徴ちようの無い質しつ素そな剣だが。

　もう少し近付いて茂みを抜けようとしたその時、

　ドン──ッという爆ばく発はつ音おんとともに、彼の前方で小さな爆ばく炎えんが広がった。

　見れば男は、剣で何かを薙なぎ払った様よう子す。しかし、その対象が何なのか分からない。すでにそれは燃もえてしまったのだろうか。

　直後、男が前方に剣を構える。

　身み構がまえた矢先、老犬が発するような、しゃがれた獣けものの鳴き声がした。

　彼めがけて走ってくるそれは、全身を灰色の毛で覆おおわれた犬。

　大きさは小型犬を一回り程度大きくしたくらいで、両手で持ち上げられるほど。一いつ見けん可愛かわいく見えなくもないが、風を受けてなびく毛は固く、体毛同士が擦こすれる度たびにチッチッと火花を散らしている。

　だが彼は怯ひるみもせずに、剣の間合いに入った魔獣を一気に薙ぐ。

　剣の腹をぶち当てて、斬きらずに跳はね飛ばす形でそれを処理した男。彼の前方では、やはり先ほどと同じように爆炎が音を立てていた。

「あれよあれ、爆発する犬。グラナントって言ったかな」

　相変わらずえぐい死に方よねー、とニムさんが感心したように頷うなずく。

「苅かり羽ばくん、あの魔獣凄すごいね。苅羽くんも真ま似ねできる？」

「お前、俺を何と勘かん違ちがいしてんの？　ニトログリセリンは人の形してないからな？」

　来くる栖すと懸けん命めいな意思疎そ通つうを図っていると、男のいる方からもう一人、別の声が聞こえた。

「やはり多いですねえ、数が」

　落ち着きのある男性の声。白い作業着を着ており背が高い。しかし、その髪かみの毛はやや長めで銀色に光っており、中性的な趣おもむきもあった。

　──あいつだ。

　ファルがいた。

　みんなもそれに気付いたようで、顔色が変わる。

　事情を知らない和かず佐ささんだけ「誰だれあれ？」というような顔をしていたが。

　──その直後、

　またしても男の剣が振ふり払われる。

　俺おれたちが目にしていた茂しげみに魔ま獣じゆうが吹っ飛ばされ、爆ばく発はつする。

　周囲の草木が一いつ瞬しゆんにして吹き飛び、こちらとあちらを遮さえぎるものが無くなった。

　ファルと目が合う。

　彼は俺たちを二度見すると、身に着けていた眼鏡めがねを掛け直した。

「な──まさか……？」

　そんな彼の声を聞くや否いなや、いち早くファルに近付いて行ったのはニムさん。

　一気に距きよ離りを詰つめると、魔獣猟りよう師しの死角となる形で、ファルのみぞおちに肘ひじ打うちをキメた。

「お久しぶりですねえ、ファルさん」

　満面の笑みのニムさん。対するファルは掠かすれた声で「……どうも」と返す。

「そっちは？　魔ま協きようの組合員？」

　ニムさんが、ファルの横にいた男を見る。彼はまだ若く、俺と同じくらいの年ねん齢れいに見えた。

「ええ、魔獣猟師ですよ。さすがに僕ぼくだけでここに立ち入るのは無茶ですからね」

「ふうん。──君、もういいわよ。ファルさん、あとは私たちと一いつ緒しよに行くから」

　ニムさんが猟師に告げる。

　猟師はこちらの事情など全く把は握あくしていないようで、首を傾かしげつつ、判断を仰あおぐようにファルを見た。

「──ということですから、どうもありがとうございました。帰ってもらって結けつ構こうですよ」

　引きつった笑みを浮かべながら、ファルさんは猟師に手を振った。







　──その後、猟師の背中が見えなくなったタイミングで、俺たちはぞろぞろとファルに群むらがった。ニムさんが乱暴にファルを座らせ、聖剣を首に突つき付けて、現在に至る。

　ファルに何か言ってやりたいが、何も言葉が出てこない。

　あの日のことを思い出せば腹が立ってくるが、自分が何をしてやりたいのか分からなくなっていた。

　それは他の人も同じようで、みんなファルを睨にらんではいるが、それ以上に何かしようとはしない。

「バカ野や郎ろう」

　とりあえず言ってみた。一言くらい罵ば倒とうしておかないといけない気がしたから。

「そうよ、異世界に魔ま獣じゆう送りつけるとか頭おかしいんじゃないの？」

「そうなのです。おバカさんなのです」

「しかもあっさり捕つかまるとか、小こ物もの臭しゆうのする中ボスだよっ」

「誰だれ？」

　俺おれに続いて、みんなも矢や継つぎ早に口にした。和かず佐ささんは相変わらず、まだ基本的なことを把は握あくしていなかった。

「皆みなさん、意外と穏おだやかですね。いきなり殺されたりするんだろうかとも思いましたが」

「そんな野や蛮ばんなことする訳わけ無いでしょ。魔ま協きようじゃあるまいし」

　恐きよう縮しゆくです、とニムさんの言葉に頭を搔かくファル。

「はいこれ、あげる」

　ニムさんはポケットに手を入れ、折り曲げられた紙の束たばを取り出し、ファルに渡した。

「──げ、これ」

「請せい求きゆう書しよ。全部魔協宛あてにしといたから」

　サタジェーニ市で買った交通機関のフリーパス、魔ま王おう城入場料、食事代、宿泊費、ティアー市までの交通費などなど。

　ニムさんはそれらの支払いを全て魔協に払わせる算段だったらしい。どおりであれだけ自由気ままにやれていた訳だ。彼女にしてみれば他人の金ほど使い易やすいものは無いだろう。

「うわこれ……ひっどい金きん額がくですね……こんなの魔う協ちで伝票切れませんよ。ごまかせる額じゃない」

「だったらファルさんが自じ腹ばら切ればいいでしょ。請求書の宛あて名なくらいすぐに書き直して何枚でも貰もらってきてあげる」

　溜ため息いきを吐つきながら唇くちびるを嚙かむファル。苦く渋じゆうが滲にじんでいる。

「ヴァイトニルは……倒したんですか？」

「当たり前よ。さっきも言ったけど魔協じゃないんだから、放ったらかしにして逃げるなんて真ま似ねしないし。私はそういう無責任なこと大だい嫌きらいなのよ」

「え？」

「何よメル、何か文もん句くあんの」

「いえ……」

　メルの疑問は正しい。

　雰ふん囲い気きに騙だまされてはいけない。いつもニムさんは色んな責任を放ほっぽりだして逃走しまくっている。たとえニムさんが忘れても、ニムさん以外の全ぜん人じん類るいは絶対に忘れない。

「では、ニコルズさんは僕ぼくを──魔ま協きようをどうするつもりなんです？」

「どう──って、どういう意味よ？」

「今まで魔協がやってきた行いは全てご存じのはずでしょう？　一歩間ま違ちがえばあの魔ま獣じゆうがこちらの世界で暴れていたかもしれない。それを告発すれば──」

「しないわよ、そんなこと」

　どうでもよさそうに吐はき捨てるニムさん。

　その言葉に、俺おれやメルは目をしばたたかせた。メルはどうか知らないが、俺はてっきり彼らの悪事を暴くつもりだと思っていたからだ。

「そもそも例の超ちよう耐たい性せいのヴァイトニルがもうこの世にいないじゃない。つまり、証しよう拠こを出せって言われても出せない。もしくは、この前の一連の作戦で掛かったであろう費用から穴を探すってやり方もできるかもしれないけど、どうせそこらへんの会計処理とかは上う手まくやられちゃってるんでしょ。費用の名目を変えて支出されちゃえば、書類からは何も見えてこないし」

　って言うかね──、とニムさんは溜ため息いきを吐つく。

「魔協がトラブったらトラブったで聖せい剣けん課──と言うかティアー市も困るのよ。魔協の他にどこが魔獣区を管理できるの、って話。今の安い委い託たく料りようで運営してくれるところなんて、そうそう無いのよ」

　割り切ったニムさんの考えに、メルが「それでいいのですか？」と不満顔。

「それでいいじゃない。逆に魔協がどうだ、ヴァイトニルがどうだとか言い出したら、全部明るみに出るのよ？　私たちが異世界に行った理由とか、聖剣壊こわしたこととかさ」

「訴えはしない方向でいきましょう」

　メルは超速で説得された。

「今回のヴァイトニルの件には組合員──魔獣猟りよう師しも必要以上に関わって無かったみたいだし、隠かくそうと思えば隠せちゃうことよ。さっきの人も私たちのこと全然知らない感じだったでしょ。きっと魔協のお偉えら方がたより下には真相が伝わってないんでしょうよ」

　そういうものだろうか。

　釈しやく然ぜんとしない部分はあるが、これはこうだ、と反論できる何物も無い。ニムさんの言ってることが間ま違ちがいだと言い切れない。

　来栖はどう思っているのだろうかと顔を見てみると、ちょうど目が合った。

　彼女はとても難むずかしい表情で何かを考えている様よう子す。

　そして俺に尋たずねる。

「今の一連の話って、つまりどういうこと……？」

　考え込む前提がずれていた。

「変に事情を明るみに出して魔協がゴタゴタしたら、ニムさんも困るってことだ」

「そーなの？　困ることはしない方が良いね。やめよう」

　葛かつ藤とうも何も無い。霊れい長ちよう類るいとしてどうなんですかそれ。

「ところでファルさん、どうしてこんな所まで来てんのよ。このせいでわざわざ私たちまで遠出することになっちゃったじゃないの」

「別に呼んではいませんが」

　正論。

　だが、ニムさんの睨にらみにビビったファルはその姿勢を貫つらぬくことはできない。

「そちらも見たでしょう？　さっきの──魔ま獣じゆうグラナント。今け朝さ方がたから、あいつらの動きが活発になっていると情報が入ったものですから、視し察さつに来たんですよ」

「ああ、あれ。そう言えば何匹もいたわね」

「普通はあんな大量に出て来ないんですけどね。基本的に単独行動ですし、同じ場所に群むれることはそう無い。人ひと懐なつっこいと言えば人懐っこいですが、あそこまで無む闇やみやたらに突つっ込んで来るのは異常ですよ」

「テンション上がりまくってるってこと？　飼かい主ぬしでも来た？」

「誰だれですか魔獣の飼い主って」

「さあ？　魔ま王おうとか？」

　至し極ごく適当なニムさんに対して、呆あきれたようにファルが笑う。

「また適当なことを……。あ、適当と言えば、魔獣区に来るときは防ぼう具ぐ付けてくださいと言ったでしょう。どうしていつも着の身着のままで来るんですか」

「だって胸当てとか手入れ面めん倒どうくさいんだもん。この前、雨で濡ぬらしたらカビ生はえてたし。そんなの付けたくないでしょ」

「あのですねえ……。あ、メルクルさんもですよ、防具付けないと危険ですからね」

　矛ほこ先さきが思わぬところへ移動し、メルが顔をしかめる。

「いや、あの、だって、胸当て付けると、締しめ付けられて、それ以上育たなくなるって──」

「それは遺い伝でんの問題です。防具のせいじゃありません」

　無む慈じ悲ひな一言。

「そんなの噓うそなのです。誰にだって大きくなる機会は与えられて然しかるべきなのです。遺伝なんかじゃないのです。とにかくあたしは防具付けるの反対なのです。ロリ体型を求める男性の横暴なセクハラなのです」

　やや現実から目を背そむけた論理だったが、とりあえず大きい方が夢があるっていうのは伝わった。俺おれもそう思う。

　胸いっぱいのおっぱいに思いを馳はせていると、どこからか犬の鳴き声、そして草の擦こすれる音が聞こえた。

「げえ！　何か一いつ杯ぱい来たよっ！」

　この中で唯ゆい一いつ、胸いっぱいの来くる栖すが叫さけぶ。

　ぞろぞろとこちらに向かって駆かけてきたのはグラナント。その数、五、六──、

「あっちからも来たのです！」

　今度は逆方向からも五匹。

　俺おれや和かず佐ささんが「意味分かんない」とわたわたしている間に、ニムさんや来栖が素す早ばやい反応を見せる。

　ニムさんはクトネシリカで氷のつぶてを飛ばし、三匹に爆発ヒツト。

　同じ方向から来る残り三匹に向かって来栖が構えるが、

「あ、やっぱり二に刀とう流りゆうって邪じや魔ま」

　学校で手に入れた赤黒い聖せい剣けんを地面に放り出した。

　あれだけ聖剣聖剣と言っていたのにこれである。もう人格が分ぶん裂れつしてるんじゃないだろうかと心配になってくるレベル。

　──だが、さすがにチート性能の来栖。

　紅くれないの聖剣で一気に三匹を斬きり払い、向こうに跳はね飛ばす。ただ、使い慣れていないせいか、刃はに纏まとう炎がほとんど出ていないように見えたが。

　それでも、魔ま獣じゆうを退たい治じするには十分な効果があったらしく、跳ね飛ばされたグラナントは空中で散さん華げした。

「ごめんね……でも峰みね打うちだから安心して……」

　両もろ刃はの剣つるぎで峰打ちも何もあったもんじゃない。あと魔獣、たった今お星さまになったからね。安心もクソも無い。

　心の中で魔獣を追つい悼とうしながら振ふり返ると、逆方向の五匹はメルが対たい処しよしていた。

　彼女の火炎魔ま法ほうはなかなかの威い力りよくだから、一気にドカーンとやってしまえばそれで事足りるはず。

　──だったのだが、

「あれ!?　上う手まくいかないのです！」

　彼女が放った火炎は三匹を巻き込むのが限度。その爆ばく発はつに巻き込まれ、さらに二匹が爆ばく破はされたが、残りの一匹が無傷でこちらに突つっ込んできていた。

「あーもう！　やればいーんでしょ！　やれば！」

　叫んだのは和佐さん。

　さっき来栖が放り投げた赤黒い聖剣を拾い上げ、両手で力一いつ杯ぱい握りしめていた。

「あ、私の聖剣盗とった！」

「自分で捨てたくせに何言ってん──のォ！」

　和佐さんは走って来た魔獣を掬すくい上げるようにして斬り上げた。

　ゴルフの要よう領りようで天へと舞まい上がったグラナントは、和佐さんの初はつ撃げき破はを祝福するかのように、花火に姿を変えていた。

　──これにて全ぜん滅めつ。

　ホッと胸を撫なで下ろす俺おれたち。

「はーい、この中で今、何の仕事もしなかった人がいまーす」

　ニムさんが俺とファルを見ながら声を上げる。

「おい、唐とう突とつな帰りの会やめろ」

　これあれだ、クラスのみんなから吊つるし上げ食らうパターンのやつだ。

　ニムさんの悪意を全身に受けながら反論を考えていると、急に空が光った。

「──何だ？」

　沈しずみかけの真しん陽ようが見えるが、光ったのはその反対側──やっと顔を見せ始めた偽ぎ陽ようがある方向だ。

　そんな中、和かず佐ささんが聖せい剣けんの先せん端たんを偽陽へと向ける。

「あ？　どうした和佐さん」

　俺が尋たずねた次の瞬しゆん間かん──、

　血のように濃こい赤の光が、偽陽から一直線に聖剣まで伸びた。

　光を受け止めた聖剣の剣身がどんどん血の色に染そまる。

　刃はの周りはドス黒い赤の炎が揺ゆらめき、禍まが々まがしい。




「偽陽が──」




　呟つぶやいたのは俺だけではない。ニムさんやメルも、空を見上げながら口々に戸と惑まどいを発していた。

　全て聖剣に吸収されていくかのように、偽陽から光が失われる。

　聖剣が輝かがやきを増し、黒光りの様よう相そうを呈ていしていくほどに偽陽は霞かすみ──、やがて消えた。

　──空が暗む。

　光の在あり処かは沈しずみかけの真陽のみ。しかし、風に吹かれた灰色の雲がそれを隠かくす。

　訪れたのは夕刻の闇やみ。

　それに誘いざなわれるかのように、雷らい鳴めいまでも轟とどろいていた。

　太陽が沈んだこの暗さは、こちらの世界に来て初めて感じるものであり、同時に懐なつかしいものでもあった。

「何が起こってるのですか……？」

　超常現象にうろたえるメル。

　だが、そんな彼女を尻しり目めに、禍々しい聖剣を持った和佐さんが薄うつすらと微笑ほほえんでいた。




「──なるほど、これが新しい器か」




　微み塵じんもうろたえていない静かな声。

　いつの間にか、和かず佐ささんの体は、炎にも似た赤と黒の邪じや悪あくなオーラに包まれている。

　──和佐さん？




「括かつ目もくしろ。千年経たってようやく──ここに魔ま王おうが甦よみがえった」




　彼女は妖あやしく笑みを浮かべる。

　メガネの向こう──仄ほの暗ぐらい空気の中で光る眼球は、赤く染そまっていた。
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　魔ま王おう城で玉ぎよく座ざに座り、和かず佐ささんは言った。

『何か座り心ごこ地ち良さそうだったし。それに考えもまとまるっていうか、落ち着く。わたし専用に作ったみたい』




　ケルベロスジェラートを食べて、こう評した。

『あー、このアイス、何か懐なつかしい味する。どこかで食べたこと無かったかな？』




　魔ま獣じゆう区では思いのほか落ち着いており、鼻歌さえ歌ってしまいそうな雰ふん囲い気きで。

『誤ご解かい、誤解だから。何て言うか、その、懐かしいというかデジャヴ？　って言えばいいの？　初めて来た気がしないって感じがしたから、だから色々見てただけ。それだけだから』




　魔獣グラナントの異常行動──その理由は定かではないけれど。

『テンション上がりまくってるってこと？　飼かい主ぬしでも来た？』

『誰だれですか魔獣の飼い主って』

『さあ？　魔王とか？』




　魔王って、何だ？

　和佐さんが魔王？

　暗くなった魔獣区で、俺おれは混こん乱らんしていた。

　いや、俺だけではない。和佐さんの周囲にいたみんな、目を白黒させていた。

「嫌いやなニオイだ──ヘルディアの臭しゆう気き」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやく和佐さん。

　数秒前まで明るかった空が、今はもう暗い。闇やみに染そまりきった訳わけではないが、沈しずみかけの太陽が雲で隠かくされた灰色の空は、これからどんどん黒へと近付いていくのだろう。

　仄ほの暗ぐらい森の中で赤く光る和佐さんの目。それはニムさんを捉とらえた後、同じく勇者の血を引く来くる栖すへと矛ほこ先さきを移した。

「まずは一ひと太た刀ち──」

　和佐さんはそう呟くと、俺の横を一いつ瞬しゆんですり抜け、後ろにいた来栖へと突とつ進しんした。

　気付けば彼女は剣を振ふり上げ、今まさに来栖の体にそれが振り下ろされようと──

「──っと待った！」

　甲かん高だかい金属音とともに、ニムさんの声が響ひびく。

　ニムさんもニムさんで一瞬にして来栖のもとへ走り込むと、和佐さんの剣をクトネシリカで受け止めていた。

「うん、意外と速いな」

　来くる栖すを守ったニムさんの身のこなしに、和かず佐ささんが目を丸くする。

　そんな彼女に対し、ニムさんは戸と惑まどいと怒りを含ふくんだ声で返す。

「何考えてんの、あんた──！」

　二人は鍔つば迫ぜり合いの格かつ好こうになっていたが、ニムさんが強引に力で押し込む。対する和佐さんはその力を受け流すように真後ろに跳び、来栖とニムさんから距きよ離りを取った。

「何を考えているのかと問われれば──魔ま王おうが勇者を倒すのは必然だろう？」

　さっきも言っていた魔王という言葉。

「もっとも、すでに本人たちは死んでいるから、子孫に委い託たくされた代理戦争みたいなものかもしれないがな」

　子孫？

　それはつまり、和佐さんが魔王の血を引いていると？

「ちょっと待てよ、いきなり魔王だ何だってどういうことだよ」

「確かカリバ──と言ったか。どうもこうもない。魔王──つまりこのワタシの血を引く娘むすめが、ワタシの魔ま力りよくの受け皿になったという、それだけのことだ」

「はあ？」

　俺おれの疑問をよそに、和佐さんは自身の持つ剣を見つめている。「代われ」と一言発すると、剣は徐じよ々じよにその形を変え、一羽の鳥になって羽ばたいた。

　姿かたちは鷹たか──しかし色は黒を基調としており、目の下や羽の一部に赤いラインが入っている。生物的な柔やわらかさと金属的な硬こう質しつさを備えており、その羽は剣の刃やいばを連想させた。

「主人に代わり説明しよう」

　和佐さんの肩に乗ったそいつは、太い声で言った。

「ちょっと待て……？　何だお前……？」

　理解が追い付かない。

「私は主人の剣であり、同時に使い魔でもある。主人の魔力が戻りし今、私も力を取り戻した」

　主人？　使い魔？　ってことは、今そこにいるのは和佐さんじゃない？　彼女の中に本当に魔王が入り込んで──？

　俺おれが混こん乱らんしていると、和佐さんの姿をしたそいつは、自身の胸の前に左手を持ってきた。そして、その手のひらを上へ向ける。

　すると、手の上にテニスボール大の光が現れ、浮かんだ。眩まぶしく光るそれには、何か大きな力が凝ぎよう縮しゆくされているように思える。

　そしてまた使い魔が喋しやべり出した。

「昨日、そこの青い髪かみの魔法使いエルフエンが偽ぎ陽ようについて説明をしていたようだが、あの解かい釈しやくには一つだけ、大きな齟そ齬ごがある」

「齟齬？」

　メルが怪け訝げんな顔で呟つぶやく。

「偽ぎ陽ようは魔ま力りよくを凝ぎよう集しゆうしたものだ。今、主人の手にあるこれも、原理的には先ほどまで空にあった偽陽と同じもの。ただスケールが小さいだけだ」

「それは分かるのです。偽陽はそもそも、勇者が魔ま王おうを倒す際に溢あふれた魔力が一つになったもので──」

「そこだ」

　使い魔の声と同時に、魔王は手のひらに浮かんだ光の球を宙に放り、俺おれたちの頭上で停てい滞たいさせた。強い光が周囲を明るく照らす。

「それが勘かん違ちがいなのだ。その魔力は勇者から発せられたものではなく、我わが主人が死に際ぎわに自分の意志で発生させた物──」

「自分の意志で？　それは……どういうことなのですか？」

　メルの問いに、今度は魔王が自みずから答えた。

「虫が死に際ぎわに卵たまごを産むのと同じようなものだ。自分の膨ぼう大だいな魔力と記き憶おく──それを残すことで、ワタシは自らが滅ほろぶのを防ごうとした。いつか自身の血を引く者の中で、その膨大な魔力を受け入れられるほどの器を持った存在が現れた時のために、偽陽は存在していた」

　何とも壮そう大だいな話だが、噓うそを言っているとは思えない。と言うより、今までの和かず佐ささんだったら、こんなこと言うの冗じよう談だんでも恥はずかし過ぎるだろう。

　もはや彼女は和佐さんではなく、本当に魔王である──そんな気がした。尊そん大だいな態度も、魔王の記憶を手に入れたからこそのものだと言われれば、頷うなずけなくはない。

「それが本当だとしたら、歴史学者がひっくり返っちゃうじゃないの。歴史の教科書ぜーんぶ刷すり直し」

　呆あきれすら含ふくんだような声でニムさんが肩をすくめた。

「何を信じようとそちらの勝手だが──」

　と、魔王は右手で指を鳴らした。

　使い魔が飛び立ち、彼女の手の上で羽ばたくと、再度剣へと姿を変えた。魔王はその剣を両手で握り、ニムさんを見み据すえて呟つぶやく。

「全ては我わが魔ま剣けんサティニスによって導みちびかれたこと。真実はいつもこの剣と共にある」

　魔剣？　今、魔剣って言ったか？

「それ聖せい剣けんじゃないのかよ？」

　俺の問いに対し、ニムさんもメルも首を傾かしげるばかり。どうやら彼女たちも、そんなの初めて耳にしたようだ。

　そんな二人の様よう子すを察し、和佐さんこと魔王は語り出す。

「魔力が込められた剣──という括くくりならば、それは聖剣も魔剣も同じだ。ただ、それが元々どういった目的で作られたかという一いち事じによって、聖剣と魔剣とがその名を分かつ」

「目的？」

「そうだ。魔ま王おうを倒すために作られたものが聖せい剣けんで、勇者を倒すために作られたものが魔ま剣けん。だが、千年前に魔王が──ワタシが倒されて以降、かつて魔剣であったものは破は壊かいされ、あるいはその系けい譜ふを隠かくされたまま聖剣として保存されていった」

　魔王は皮肉に笑う。

「勇者を殺す目的で作られた剣であっても、出来が良いものは破壊されずに残されたということだ。貴様たちが聖剣と呼ぶものの中には、かつて魔剣だったものがごまんとある。今ではそんなことも忘れ去られたようで、つくづく人間というのは救えない」

　魔王が勢いよく魔剣を地に突つき刺す。血のように陰いん鬱うつな赤の光が剣から発せられた。

「サティニスは、ワタシが最さい期ごに手にしていた魔剣だ。シュトラールを手にした勇者には敵かなわなかったが、それでも我わが最高の魔剣ということに変わりは無い。人間には御ぎよしきれぬ大いなる魔ま力りよくを保持しているからこそ、異世界間の転送の媒ばい介かいとなり、また、偽ぎ陽ように込められた魔力を引き出す鍵かぎとして機能した」

　そして──、と魔王は来くる栖すを一直線に見み据すえる。

「よくよく対たい峙じすれば、貴様の魔力も相当なもの──さすがはシュトラールに選ばれし者と言ったところか……。ここで、その芽めを潰つぶしておかなければな」

　地面に突き刺さったままの魔剣は赤と黒に彩いろどられた禍まが々まがしいオーラを纏まとい、次し第だいに大地が揺ゆれる。

「──げっ、待て和かず佐ささん！　あ、魔王か！　どっちでもいいけど落ち着け！」

「わわわ、どーしよー苅かり羽ばくん！　これ結けつ構こうヤバいやつだよ！」

　来栖は慌あわてつつも、持っていた紅くれないのエクスカリバーに力を込め、先手必勝とばかりに炎を飛ばすが──、

「あれ？　おっかしいな……」

　力を込めた割に、放たれる炎が小さい。剣の性能が悪いのか、はたまた使い慣れていないだけなのか、サッカーボール程度の火球を飛ばすに終わっていた。

　そしてそれは、魔王に到達する前に、魔剣のオーラで簡単に搔かき消される。

　魔剣が纏まとうその強きよう烈れつな魔力は、そうしている間にもどんどん成長し、７、８メートル近く距きよ離りがひらいたこちらにも熱が伝わってくるほどだった。

　魔王が地面から剣を抜き、構える。それでも未いまだに大地は震ふるえていた。

「ヤバいよ！　あんなレベルのと鍔つば迫ぜり合いしたら、手足もってかれちゃうよ！」

「え、マジ!?　そんなレベルなのかよ!?」

　メルやニムさんとも目を合わせるが、言葉を交わさずとも「逃げよう」と提案しているのが分かった。

　踵きびすを返して足元に力を込める。すると──、

「うわっ！」

　後方から男の声がした。

　今まで気にしていなかったが、そう言えばファルもいたんだった。

　振ふり向くと、地面に突つっ伏ぷしている彼の姿があった。俺おれたちと同じく逃げようとしたが、躓つまずいたらしい。




「塵ちりと化せ──」




　ファルのすぐ後ろから魔ま王おうの声。大地の震ふるえが一いつ層そう強くなる。

　あ、ファル死んだ。

「──ってか、俺おれたちだって十分ヤバイんじゃねーか!?」

　魔王から１０メートルも離はなれていない。どんな攻こう撃げきが飛んでくるか分からないが、少なくともこの揺ゆれを感じる範はん囲いは魔ま法ほうの有効エリアなんじゃないだろうか。

　慌あわてて走るものの、もう、

　万ばん事じ休す──、




　………………、

　…………、

「……？」

　何も起きない。

　恐おそる恐る見てみると、魔王が地面に膝ひざを突ついていた。

「ぐっ……」

　息を切らしている魔王。

　宙に浮かんでいた光の球も消えており、何やら様よう子すが変だ。

「くっ……まだ器が慣れぬか」

　そう言って、魔王は近くで転んでいるファルを見た。

「情報にはなる……か」

　魔王は膝を突いたまま、剣を地面に刺した。ファルを含ふくめた彼女の周囲が紫むらさき色の光で包み込まれる。

「だが……このくらいは……！」

　剣を持たない左手を地面に向ける魔王。聞き取れない声で何か唱えた。

　何かが起こるのかと思いきや、次の瞬しゆん間かんには、ファルと魔王の姿が消えていた。

「……何だったんだ、一体」

　俺が呟つぶやくが、助かったことには変わりなさそうだ。

「器が慣れない、と言ってたように聞こえたのです」

　メルが顎あごに手を当て思案する。

「もしかしたら、強大な魔ま力りよくを急に使おうとしたので、体が持たなかったのかもしれません。今まで和かず佐ささんは、頻ひん繁ぱんに何か魔力を使っていた訳わけではなかったですし」

　メルが人差し指を立てて言った。なるほど、魔ま法ほうを使える人間ならではの推すい理りだ。ウォーミングアップしないで全力疾しつ走そうして肉離ばなれ起こしたようなもんか。

「ってか、どうなるんだ、この後……」

　偽ぎ陽ようが消え、空は暗い。そしてここに和佐さんはいない。

「またすぐに来るんじゃないの、多分」

　ニムさんが絶望的なことを言ってくる。

「殺やる気満々だったしね、あっち。ファルさんが連れてかれたのも、私たちを倒すための下準備──情報でも仕入れようとしたんじゃないの」

　冷静な言葉が場を重くする。

　──とその時、俺おれたちの足元から赤い光が発せられた。

「──!?　走って！」

　ニムさんが叫さけぶ。

　突とつ然ぜんのことで訳わけが分からないが、あまりにその声が切せつ羽ぱ詰つまったものだったので、言われたとおりにする。

「今度は何!?」と若じやつ干かんパニクっていた来くる栖すの手を引いて、光の範はん囲い外まで走り抜けた。その瞬しゆん間かん──、

　地面から火柱が立ち上がり、さっきまで俺たちがいた直径数メートルの範囲を燃もやし尽つくしていた。

「これも魔ま王おうの仕し業わざかよ……」

　実感の薄うすかった不安が、より色濃こいものとして、俺の中に残った。







　帰りの公用車の中。

　社内の雰ふん囲い気きは重苦しい。

　窓の外が暗い。市街地の広道に出ると、千年ぶりに訪れた夜の闇やみのせいなのか、渋じゆう滞たいが起きていた。

　進まない車の中で、隣となりにいた来栖がポツリと呟つぶやく。

「和佐さん、どうなっちゃうのかな」

「どうなるって？」

「本気だったもん。本気で私たちに攻こう撃げき仕掛けてた。──だとしたら私たち、和佐さんと戦わなくちゃいけないんだよ？」

　汗あせが頰ほおを伝い、首くび筋すじから襟えりに染しみこんだ。

　分かってはいた。

　でも、口にしたくなかった。

　現実を突つき付けられそうだったから。

「あーくそ……そもそも何だよ、魔ま王おうの血って……」

　そんなものが残っているのが恨うらめしい。

　だが、考えてみれば、勇者の血を引く人間が俺おれたちの世界にいたのだ。ならば魔王だって、その子孫が何かの間ま違ちがいで異世界間を往おう来らいしていてもおかしくはない。

　ただ、勇者と魔王の末まつ裔えいが同じクラスにいたとなると、悲ひ劇げきを通り越こして笑い話になってしまいそうだ。いや、実際はこのとおり、全然笑えないのだけれど。

「あいつ……魔ま剣けんが鍵かぎだ、って言ってたよな」

　使い魔の言葉を思い出す。

　偽ぎ陽ように込められた魔ま力りよくを引き出す鍵として、魔剣が機能した──と。

　今思えば、こちらの世界に来る時も、和かず佐ささんが魔剣を手にしたことがキッカケだったし、今回魔王の魔力が乗り移ったのも、彼女が魔剣を手にして事が起こった。

「あの魔剣を壊こわせば、魔王の魔力は和佐さんから出ていくんじゃないか？」

　確信は無い。

　けれど、和佐さんを傷付けず解決できる方法が、他に思い浮かばない。

「かもしれませんが、どうやって？　さっき見た限りだと、魔王も魔剣も、軽々しく近付けないくらいに強力なものだったのです」

　助手席からメルが振ふり向く。

「何な故ぜかあたしの魔法も不調ですし、自信ないのですよ……」

　そう言えばそうだ。

　犬の魔ま獣じゆうを倒そうとした時、メルの火炎魔法は以前見たものよりも大分おとなしめで、一匹討うち漏もらしていた。

　さらに言えば、来くる栖すがさっき放った聖せい剣けんによる炎も大したものではない。

　二人とも魔力はあるはずなのに、今回に限って一体どういうことだろうか。原因の見えない不調ほど厄やつ介かいなものは無い。

「あ、ちょっと何なのよ前の車。おーい、いつまで止まってんのよ。もう前動いてるでしょ。渋じゆう滞たい終わりだって──寝てんの？　気付けっ！　あーもう！」

　クラクションに手を伸ばすニムさん。渋滞から抜けたにもかかわらず、どうやら前の車が動いてくれていないようだ。

「先せん輩ぱい！　公用車でクラクション鳴らすのはダメなのです！　また役所にクレーム入るのです！　新聞にも投書されるのです！」

「んなこと言ったって、どう考えても運転中に寝てる方が悪いでしょ。起こしてあげるだけありがたいと思ってほしいくらいよ。びっくりして心しん臓ぞう止まればなお良し。二度と公道に姿見せんな」

「そうは言っても……」とメルは渋い顔。

「クラクションがダメなら、じゃあメルやってよ。この前使った水みず魔ま法ほうでさ。前の車にピューってやってよ、ピューって」

「全力でやっても水みず鉄でつ砲ぽうくらいにしかなりませんよ？　それで気付いてもらえるかどうか」

「それくらいで良いのよ。車ぶっ壊こわされても困るんだから」

　無言のまま窓を開けるメルだが、顔には不満の色が残る。

　窓から腕を出し、前の車に照しよう準しゆんを合わせるメル。

「では行くのです。せーの……シュトレーうわっ！」




　ズゴオオオオオオオオオオオ！




　呪じゆ文もんを言い終わらないうちに、丸まる太たのような激げき流りゆうがメルの手から飛び出した。

　反動でメルは座席に押し付けられ、トランク部分に水を受けた前の車両はと言えば、一気に数十メートル前方に動いた。ブレーキランプが灯ともり、キキキッとタイヤが擦こすれる音が響ひびく。

「ちょちょちょちょちょ！　なななな何なのですかこれは!?」

「うわ、メル凄すごいじゃないの。きっとあのドライバー、めっちゃ首痛めたわよ。ざまあ！」

「ざまあじゃないのです！　何なのですかこれえ！」

「ちょうど渋じゆう滞たい抜けたし、逃げよう」

　スピードを上げ、前方車両を追い抜くニムさん。

「それにしても、何でメル、いきなりレベルアップしてる訳わけ？　あんなに苦手だった水魔法なのに。魔ま力りよく高める薬でも飲んだ？　ドーピング？」

「する訳わけないじゃないですか。薬で魔力を高めると副作用ひどいのですよ。……でも一体何で急に……？　あたしもちょっと分かりかねるのです……」

　──魔力を高める？




『確かにここの鯉こいは、魔力の溜たまった池で生活するうち、その魔力を多く蓄たくわえていくらしいのです。でもいざ食べるとなると、煮たり焼いたりの調理過程で、魔力はほとんど抜けてしまうそうです』




　魔ま王おう城でのメルの言葉を思い出す。

　そしてその前日──初めてこちらの世界に来たあの日、池で溺おぼれかけたのは俺おれと来くる栖す、そしてメルの三人。その際みんな、あの池の水を飲み込んでいた。

　魔ま力りよくの源は池。

　俺たちが飲んだのはその池の水。

「メル、薬の副作用って何だ？」

「え？　ああ、たとえば対極に位置する属性魔力の弱体化などがあるのです。炎を高めれば水が弱くなって、逆に水を弱めれば──」

　──炎が弱くなる？

　メルの炎魔法の不調も、来栖の聖せい剣けんの不具合も──、

　それが、あの池の水による、水属性の魔力の高まりによる副作用だとすれば？

「魔ま王おうの使う魔剣は炎属性……」

　ひとり呟つぶやく。

　もしかしたら、対たい抗こうできるかもしれない。







　市役所の駐車場に戻ると、祝しゆく日じつの夜中だというのに、庁ちよう舎しやの至る所に明かりが灯ともっているのが見えた。

「あー、災害対たい策さく本部、立ち上がったかあ」

　車を降おりて、面めん倒どうくさそうにニムさんが言う。

「災害対策？　何の？」

　ニムさんは空を指差した。

「今までずっと夜が来なかったのよ？　これから半日ごとに暗くなるんだとしたら、今までの生活ガラッと変わるでしょ。実際さっきも渋じゆう滞たいハマったんだし」

　なるほど。あまりにも夜に馴な染じみ過ぎていたもので、そんなこと思いも寄らなかった。

「あれ？　ニムたちはその本部に行かなくていいの？」

　四人で歩く道中、来栖が首を傾かしげた。

「いーのよ。今からもっと重要な災害対策するんだし」

　そのとおり。

　目指していたのは聖剣倉庫。

　たった今そこに着いた俺たちは、相変わらず薄うす暗ぐらい照明のもとで、あるものを探す。

「──あった！」

　来栖が指差した先には、青色が特とく徴ちよう的てきな水の聖剣。紅くれないの剣の代わりに床ゆかに放り投げたものだ。

　──先ほど車の中で、さっきのメルの件と合わせて、池の水と魔力の上じよう昇しように関しての推すい理りをみんなに告げてみた。

　メルの魔ま法ほうという実例を目にしていたからか、推すい理りに関してはみんなすんなり受け入れてくれた。

　水属性強化中──だとすれば、自おのずと次にやることも見えてくる。

　来くる栖すの武器交こう換かん。

「うん、時代はやっぱり水属性だよね。ズゴーって水出すの超カッコ良い」

　床ゆかに横たわっている聖せい剣けんに駆かけ寄りながら、昼間と真逆のことを言い出す来栖。常つね日ひ頃ごろの後先考えないバイタリティと言い、政治家に向いている気がする。是ぜ非ひツイッターで炎上してほしい。

「じゃあこれ、エクスカリバーⅡにしよう」

「だからそれやめろ」

　言ってはみるものの、来栖にとっては馬の耳に念ねん仏ぶつ。まあ、分かってはいたけども。

　まあ実際聖剣使って戦うのは来栖だから、あまり強く言うことはできない。

　よくよく考えれば、俺おれは何もできないのだ。俺にできることは何だろうと考えてみても、何も思いつかない。いつも守られてばかり。そう思うと、少しだけ悔くやしい。

　──と、若じやつ干かん気が滅め入いりそうになっていたその時、

　フッ、と照明が消えた。

　倉庫が暗くら闇やみに包まれる。

　同時に足元が紫むらさき色いろに光った。皆の周囲を包むように。それは数時間前に見た、魔ま王おうの転送魔法の光。

「え、ちょ──!?」




　──光に飲み込まれ、景け色しきが変わる。




　目に映るのは、赤い絨じゆう毯たん。幅はば十メートル弱の広い通路。見上げれば、白く高い天てん井じよう。照明があるが、点灯してはいない。しかし、明るい。

　光源は、宙に浮いている光の球。数時間前に魔ま獣じゆう区で見た、魔王の生み出したそれ。電灯にひけを取らないほどに明るい光球は、室内全体を照らしている。

　魔王の姿を探すが、先に目に入って来たのは所狭せましと展示された剣、剣、剣。

　ショーケースに入れられたものもあれば、壁かべに固定するように設置された物もある。それぞれ異国の文字で書かれたボードが備えられており、段々とここがどこなのかという憶おく測そくが立つ。

　通路の奥の突つき当たりにあるショーケース。その中にあるのは、見覚えある銀色の聖剣。シュトラールのレプリカ。

「これ、聖剣展──？」

　背後から聞こえたのはニムさんの声。振ふり向けば、すぐ後ろに彼女がいた。そしてその隣となりに来くる栖すとメルも並んでいる。

「──ようこそ」

　そしてそのさらに先──ニムさんよりも数メートル向こうから、低く太い声がした。

「数時間振ぶりだな」

　使い魔まを肩に乗せた魔ま王おうの姿がそこにあった。ファルもその隣となりに控ひかえている。

「もう来たのか……」

　予想していたより早い。こっちは作戦も立てることができていないのに。

　いや、と言うより──

「エクスカリバーⅡまだ取ってなかったのに！」

　来栖が叫さけぶ。

　そうなのだ。彼女が床ゆかの聖せい剣けんに手を伸ばそうとした瞬しゆん間かんに転送が始まってしまったため、頼たのみの綱つなである水属性の聖剣は手元に無い。

「ファルさん！　そんなとこいて、あんたどっちの味方なのよ！」

　今度はニムさんが声を荒げた。

「しょうがないでしょう。いきなり連れていかれたんですから……」

「あまり役には立たなかったがな。貴様たちの能力について聞いてはみたものの、危き惧ぐする何物も無かった」

　無感動に告げる使い魔。

　だがそこには、水属性を強化しているなどという情報は無いはずだ。俺おれたちでさえさっき気付いたばかり。活路を見み出いだせるとすればそこだが……。

「ここは──」

「赤い髪かみの彼女が言ったとおり、聖剣展とかいう無ぶ粋すいな宴うたげの場だ。もっとも、今日はすでに終わりを迎むかえたようだが」

　俺の質問を先読みして使い魔が答えた。

「どうしてこんな場所に俺たちを？」

「希望の象しよう徴ちようとやらが壊こわれる瞬しゆん間かんを、是ぜ非ひその目で見てほしくてな」

　ここに来て和かず佐さ──いや、魔王が初めて喋しやべった。

　使い魔が鷹たかから魔ま剣けんへと姿を変え、魔王の手に収まった。

　魔剣を振り下ろす魔王。暗い色の炎が生まれる。

　放たれたどす黒い火炎は、俺たちの横をすり抜けて、通路の奥の──、

　──シュトラール？

　ショーケースごと、伝説の聖剣のレプリカを燃もやしていた。

　そしてその炎は、意思を持っているかのように、近くにあった他の聖剣にも飛び火していく。どす黒い赤の炎に包まれた剣たちは、熱で刃はを歪ゆがめ、あるいは魔力によるものなのか、抉えぐられたようにその身の一部を焼しよう失しつさせていた。

「あーあーあーあー！　ちょっと何してくれてんのあんた!?」

　ニムさんが素で驚おどろいている。

「本物ならずレプリカまでも……ど、どうしましょう」

　メルが頭を抱かかえた。

「いつまでもあんな物を『希望の象しよう徴ちよう』としている貴様たちが悪い。あれはワタシを殺し、世界を後退させる一いち因いんとなった『妥だ協きようの産物』だ。レプリカだろうと何だろうと、残しておいて良いものではない」

「世界を後退ってあんた、なーにを偉えらそうに──」

　と言いかけて、ニムさんの口が「ん？」と止まる。

「ねえメル、私、課長には『今資料館にあるのは本物』って言ったわよね？」

「え？　は、はい」

「資料館に対しても『送ったのは本物のシュトラールだ』ってゴリ押ししてるし」

「はい」

「だから建たて前まえ上、今資料館にあるのは紛まぎれも無く本物な訳わけよ」

「つ、つまり？」

「つまり現状としては、資料館に貸し出している本物のシュトラールが、ティアー市とは関係の無い第三者にぶっ壊こわされた、ってこと」

「なるほど、それで────あっ!!」

　メルがパッと顔を明るくする。同時に、ニムさんも盛大に顔を綻ほころばせた。




「「うちに責任が無い!!」」




　二人めっちゃ喜んでる。「やったやった！」と互いに抱きしめ合い、「ゴリ押し万ばん歳ざい！」と両手を上げていた。

「何を嬉き々きとしている。気持ち悪い奴やつらめ」

　魔ま王おうはまたしても剣に力を溜ためた。今度は先ほどよりも長く、そして力強く。

　魔ま剣けんがオーラを纏まとう。それは数時間前に俺おれたちが逃げ出そうとしたほど強力なもの。

「げええっ！」

　いの一番に来くる栖すが絶望の声を上げる。そういえば武器が無いのだった。せっかく水属性を強化したのに、このままじゃ対たい抗こうできない。

　だが──、

　俺はニムさんの言葉を思い出す。




『多分今回の聖せい剣けん展にも出てると思うわよ、これ。もっとも、手入れとか管理とかはあっちの方が何十倍も行き届いてるだろうけど』




　──ここにあの青い聖剣があるなら……？

　周囲を見渡すが、二十、三十と並べられている聖剣からすぐに目当てのものを探し出せる訳わけもない。そもそも、本当にここにあるかどうかすら定かではないのだ。

　焦あせりで唇くちびるを嚙かむ。その間にも、魔ま王おうの魔ま力りよくはどんどん溜たまっていく。

　シュトラールがあれば──などと、燃もえ尽つきたレプリカにまですがる思い。もっとも、そこに視線を移しても、レプリカはもちろん、その周囲一帯の聖剣も同じように炎に侵おかされて──、




　──あれ？




　ただの鉄てつ屑くずへと成り果てた聖剣の数々。

　だが、その中にあって、唯ゆい一いつ剣本来の姿を保っている聖剣が一ひと振ふり。

　シュトラールのレプリカがあった場所よりも数メートルこちらに近い位置で、その聖剣は青く輝かがやいていた。展示用の土台は燃え尽きてしまったのか、聖剣だけがその身を床ゆかに横たえている。無事だったのは、水属性だから──？

「来くる栖す、あれだ！」

　見覚えのある聖剣を指差し、叫さけぶ。

　だが、その声にいち早く反応したのは来栖ではなくニムさん。いや、もしかしたら俺おれが気付くよりも先に動いていたのかもしれない。

　彼女は瞬しゆん時じに青い聖剣の場所まで移動すると、拾い上げたそれを来栖に向かって投げ渡した。

「ナイスパス！」

　来栖がその柄つかを握りしめ、青の聖剣に魔力を収しゆう束そくさせる。刃はの周りを渦うず状じように水が舞まい、その音は全てを切り裂さきそうなほど鋭するどい。

「せーのっ！」

　来栖の振り被かぶりに合わせ、メルが呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。二人の魔力が結合し、人の十人くらい軽く飲み込みそうなほどの渦うず潮しおが魔王へ向かう。

「ちいっ！」

　魔王も魔ま剣けんを鋭するどく振り抜き、巨大な渦潮に対たい抗こうする。

　出現したのは炎の渦。渦潮と同様の形状、大きさの炎がぶつかるが、やはりそこは水と炎。

　勢い衰おとろえぬ渦潮が魔王を襲おそい、間かん一いつ髪ぱつで彼女はそれを避よけた。

　バランスを崩くずしつつ、片手を床ゆかに着いて踏ふん張りを効かせる魔王。頭のお団だん子ごが解ほどけ、髪かみがだらりと垂たれる。

　同時に、魔ま王おうの後方にあった窓を渦うず潮しおが突つき抜けた。ガラスの割れる音と、それに伴う警けい報ほうベルの高音が室内に響ひびく。

「げっ」

　と顔を歪ゆがませたのはニムさん。今ここで警けい備び員いんたちに自分の顔を見られては、先ほどの「うちに責任が無い」作戦が破は綻たんしてしまうからだろう。

「くっ……いつの間に魔ま力りよくを高めていた……？　……仕方あるまい、こちらも本気だ。場所を変えさせてもらうぞ」

　そう言うと、俺おれたち四人の足元にまたしても光が現れた。同時に、魔王とファルの足場にも同じ光が現れたが──、

「犯人役頑がん張ばって！」

　ニムさんがクトネシリカを振ふるう。

　ファルめがけて岩のように巨大な氷が飛んでいった。慌あわてふためきながら彼は避よけ、足場の光の範はん囲いから脱する。

　──その瞬しゆん間かん、転送魔法が発動した。




　次に行き着いたのは──、




　上を見れば夜空。頰ほおに当たるのは風。足元は石造りの床ゆか。

　周りを見れば、見張りの役目をするであろう高台がいくつか塔とうとして設けられており、そこから発せられる照明が、ぼんやりとここ一帯を照らしていた。

　塀へいの際きわから見下ろせば、中庭に大きな池が見えた。見覚えのあるそれはきっと──、

「魔王城？」

　それも、屋上に来たようだ。

「よっし、ファルさんいない！　成せい功こう！」

　ニムさんが辺りを見回し、ガッツポーズをしていた。

「え、何やったんスか？」

「あいつを転送魔法の範囲外に出してやったのよ。きっとあのまま会場に取り残されてるわよ。でもって、警報を聞きつけてやってきた警備員に捕つかまる。シュトラールは灰になってる。誰だれのせい？　ファルさんのせい。ふへへ」

　鬼き畜ちく。

　だが、自じ業ごう自じ得とくと言えばそれまでか。気味が良いとまでは言わないが、腹の中にあった物がスッと落ちて行った気がする。

　さて、脱落したのはファルだけで、来くる栖すもメルも近くにいることを確認する。

　若じやつ干かんの距きよ離りを置いて一人立っているのは魔ま王おう。長い茶色の髪かみが風にたなびいている。

「良い魔ま力りよくだ……やはり拠きよ点てんというのは重ちよう宝ほうするな。勇者を迎むかえ撃うつならここだ」

　フッと息を吐ついた後、魔王は右手を天に伸ばした。握りしめていた魔ま剣けんが、空中で血の色の炎を纏まとう。

「ここに滞たい留りゆうする魔力はワタシの味方だ」

　突つき上げられた魔剣の炎が、どんどん大きくなる。

　いつの間にかその炎は、この広い屋上の半分を飲み込むくらい、猛たけり、燃もえ盛っていた。

　──って、マジ？




「さあ、始めようか、勇者」




　あれ、これ、




　ゲームオーバー？







[image: Ⅶ．魔王が本気出した結果]







　一言で言えば、負けそうだった。

　だって、魔ま王おう城に来たら魔王の魔ま力りよくが上がるなんて、そんなの聞いてない。

　あんな桁けた違ちがいの攻こう撃げきを浴びせられた日には、たとえ炎に水が強いだなどと言っても、まさに焼け石に水。

　来くる栖すとメルの激げき流りゆう、さらにはニムさんの剣による吹雪ふぶきを合わせる。その三さん位み一いつ体たいの攻撃をぶつけて、運が良ければ魔王の炎が消える。運が悪ければ、散さん乱らんした火球がパラパラとこちらに襲おそい掛かる。

　そんな防戦一方の展開を続けていた。

「ふむ、力を慣らしていけば、この器となったカズサという人間もなかなかのものだ。ワタシの血を継ついでいるだけあって、ポテンシャルが高い」

　攻撃をいったん中断し、魔王が満足気に頷うなずく。

「たとえばこの魔ま剣けんを呼び寄せたのも、カズサの潜せん在ざい的てきな魔力によるものだ」

「何だそりゃ？」と俺おれ。

「この魔剣は、かつてワタシが勇者と戦った際、散り際ぎわに異世界へ送り飛ばしたものだ。この魔剣サティニスはあまりにも強力過ぎる。この世界の者の手に掛かれば、封ふう印いんという憂うき目にも遭あいかねない。だから異世界へと飛ばし、千年間、地の底にあったのだが──」

　ああ、それでニュースで見たのか。段々地面が削けずられていって、発掘されただの何だのって話になったんだ。

「カズサは遠く離はなれたその魔剣を、自分のもとへと手た繰ぐり寄せた」

　魔王はそう言うが──、

「にしても、何で剣なんか引き寄せてきたんだよ……」

「強さが欲しかったのだろう」

　強さ？

「貴様も知っているはずだ。この器は非常に危あやうい。心が弱いにもかかわらず、いつも虚きよ勢せいを張っている。心の奥底で、常に力を求めていた」

「それは──」

　鈴すず木きさんたちとの関係を言っているのだろうか。

「カズサが築きずいてきたものはひどく脆ぜい弱じやくだ。あの人間関係の中にあって、彼女は弱者だっただろう？」

　和かず佐さの体に入り込んだせいか、魔王の意識はカズサの記き憶おくを精せい緻ちに引き継いでいた。

「ついでに教えておくと、今身に付けているこの勾まが玉たまも、元は魔王城に収められていた魔ま石せきだ。ワタシが滅ほろんでから、様さま々ざまな輩やからに持ち去られ、いつしか異世界にまで物が流れていた」

　元が魔王のものであるからこそ、和佐があの勾玉に魅ひかれたのは必ひつ至しだった──と、魔王は続けた。だからこそ異世界転送の媒ばい体たいになり得たのだとも。

「ん？　ちょっと待ちなさいよ、鏡は？　あれもこの城にあった物？」

　ニムさんが思い出したように言う。

「そうだ。まったく、貴き様さまら人間は一たび征せい服ふくしたと見れば、根こそぎ奪うばう。千年の時の中で、勾まが玉たま同様、鏡も異世界に渡っていたらしい」

　七なな不ふ思し議ぎとして捉とらえられたのも、元々魔ま力りよくを備えていたことによる怪かい奇き現げん象しようのせい──多分、そういうことなのだろう。

「まあそんなことを知っても、貴様たちはこれから死ぬ運命でしかない。余計な気を利きかせてしまったな」

　魔ま王おうが後ろに下がって距きよ離りを取り、魔ま剣けんに炎を溜ためていく。

「待って」

　来くる栖すが一歩前に踏み出した。

「何で戦わなくちゃいけないの？　あなたはさっき、魔王と勇者が戦うのは当然って言ったけど……今私の目の前にいるの、どう見たって魔王じゃなくて和かず佐ささんだもん。どうして戦う必要があるの？」

「この娘は器に過ぎない。もはや今ここにいるのは魔王だ。カズサではない」

「そんなの知らないよ！　和佐さんを巻き込まないで！　あなたが戦う理由だって、どうせ大したものじゃないんでしょ!?　もうやめてよ！」

　魔王の魔剣から炎が消える。

　だが、戦意を失った訳わけではもちろんない。彼女の顔は相変わらず敵意に満ちている。

「千年前、ワタシはこの世界を支配しようとしたが、シュトラールを手にした勇者にそれを拒こばまれた。それから千年、今日に至るまでこの世界を見てきたが──」

　魔王が鋭するどく舌打ちをした。

「貴様たちは進化の仕方を誤あやまった。これは弱者の世界だ」

「どういう意味？」

　こちらの世界の住人であるニムさんが、来栖の横に並ぶ。

「魔力と科学の併へい存ぞん──いや、併存というよりも、今や科学の方が発達著いちじしい。それは何な故ぜかと言えば、魔力の無い、あるいは魔力の弱い者のために社会が適合しようとしたからだ」

　火炎魔ま法ほうを使えない人間のためにマッチやライターが生まれ、今や魔法を使う者ですら、ガスコンロを日常的に使用している。

　あるいは、転送魔法が使えない者のために交通機関が生まれ、そしてその動力も、魔力ではなく科学的な点火機関に頼たよっている。

　本来であれば、魔力のエネルギーは計り知れない。それを御ぎよしきる力さえあれば、機械の動力に魔力を使い、現在の何倍も効こう率りつ良く街を発展させていくことが可か能のうであり、万人が転送魔法を使えるようになれば、交通機関さえ不要になる。

　魔ま王おうはそのようなことを続けざまに口にした。

「これはワタシが支配しようとした世界ではない。皆みな、魔ま力りよくの潜せん在ざい性せいに気付いていない。いや、気付いてはいるのかもしれないが、力が無い故ゆえにその活用の可か能のう性せいを閉ざしている。実に非ひ効こう率りつ的てきで、弱い世界だ」

「何が言いたいの？」

　ニムさんの眉み間けんにシワが寄っていた。

「人じん類るいは、魔力の強弱により淘とう汰たされていくべきだ」

「──は？」

「魔力の強い者が生き、弱い者が死ぬ。強い魔力を形成する遺い伝でん子しが受け継つがれていく結果、社会において魔力の活用が促うながされる。魔力の強い者は、今まで活用を避さけていた強力な魔力を御ぎよすことができる。重点的に魔力を活用することにより、今までよりも遥はるかに効率的で強い社会ができあがる。私が支配すべきは、そうした強い世界だ」

「魔力で人を選別しろと言うのですか!?」

　うろたえた声こわ色いろでメルが叫さけぶ。

「何をそんなに驚おどろいている。貴き様さまなどは理想的な魔法使いエルフエンではないか。その魔力は後世に残すべきだ」

「やめてください！　聞きたくないのです！」

　メルの声が響ひびく。

「貴様はどう思う？　クルス」

　魔王と来くる栖すが視線を合わせる。

「貴様はずいぶんと、この世界の科学に辟へき易えきとしていただろう？　もっと魔力を活用して然しかるべき──その考えはワタシと共通している」

「……そうだね」

　──でも、と彼女は続けた。

「その世界には、苅かり羽ばくんがいないでしょ？」

　魔王の眉まゆがピクリと動く。

「苅羽くんは、魔力無いけど、私は一いつ緒しよにいて楽しいって思える。魔力が無いから、私たちとは違った目線で色々考えてくれる。それって大事なことだと思う」

　柄がらにも無いことを言う。

　でも、

　嬉うれしかった。

「私はあっちの世界では、浮いてて、変だって思われてて、みんなに下に思われてて……。でもこっちの世界だと、魔力があって、伝説の聖せい剣けんも使えて、もしかしたらあなたの言う『強い』ってことになるのかもしれないけど……。絶対こっちの世界が良いかっていうと、そんなこともないよ」

　魔ま王おうは黙だまって聞いている。

「あなたは『強い人を集める』みたいに言ってるけど、結局その『強い』集まりの中にも『弱い』とか『普通』とかが出てくる。上の下とか、上の中とか──学校にいて分かるけど、キリが無いもん」

　来くる栖すは魔王を見み据すえ、淀よどみなく言葉を述べた。

「『強い』中にいるから良いとか、『弱い』中にいるからダメとか言う訳わけじゃなくって、結局、その中で自分がどれだけ納なつ得とくできるかが大事なんだと思う。私はこっちの世界とあっちの世界、どっちで自分が納得できるか、今はまだよく分かんない。それだったら、苅かり羽ばくんがいる世界が良い」

　そこまで聞いて、魔王は大きな溜ため息いきを吐ついた。

「観点が違う。ワタシは世界全体の効こう率りつを考こう慮りよして──」

「世界の中にいる『人』は、世界全体のことなんて考えないよ。私もそう。学校にいる時、クラスのために──なんて考えない。いつだって自分が苦しくないかとか、無理してないかとか、楽しめるかとか、喜べるかとか、自分のために動くもん。そういうの考えないであなたが言ってることって、凄すごく自分勝手だと思う！」

　もちろん私も自分勝手だけど、と来栖は言葉を結んだ。

「かつての勇者同様、貴き様さまも頭が悪い」

「知ってるよ、色んな人に言われるもんっ」

　魔王はまたしても、舌打ちを一つ。

「その開き直り方も、奴やつに瓜うり二ふたつだ。憎にく々にくしい」

　舌打ちして、魔王は魔ま剣けんを振ふりかざす。

　相変わらずバカげたスケールで炎が舞まい上がった。

「貴様たちを倒してから──と思ったが、まずはこの街から選別を始めようか？」

　魔王は城の坂の下にある、城下町の灯あかりを見み据すえた。

「この火炎をぶつけてみれば大体分かる。黙だまって死ぬのが蒲ほ柳りゆうの質しつ。魔力で押し返すのが剛ごうの者。一いつ瞬しゆんで選別が済む。やはり魔力とは効率的だな」

「な──！　おい！　やめ──」

　俺おれの叫さけびの最さ中なか、血けつ相そう変えたニムさんが一人飛び出して行った。

「そうやって揺ゆさぶられただけで陣じん形けいを崩くずす──飄ひよう々ひようとしている割に、最も血けつ気き盛んだな」

「ニムさん！　一人じゃ無理だ！」

　魔王の掲かかげた右手を注視しつつ、ニムさんはクトネシリカを振り抜き吹雪ふぶきを起こす。目め隠かくしの役割をする吹雪が、二人を包み込んだ。

「──足りないな」

　冷静な魔ま王おうの言葉と共に、一いつ瞬しゆんで吹雪ふぶきが晴れる。掲かかげられていた火炎の魔ま力りよくだけで、いとも簡かん単たんに氷の魔力は駆く逐ちくされていた。

　魔王との距きよ離りを詰つめていたニムさん。しかし、もちろんそれを見み越こしていた魔王は、左手を彼女に突つき出すと、爆ばく風ふうでその体を吹き飛ばした。

「先せん輩ぱい！」

　数メートル飛んだニムさんの体は、石造りの床ゆかに叩たたきつけられた。聖せい剣けんを握ってはいるが、倒れたまま動かない。着ていた正装は、所ところ々どころ焦こげていた。

「よくもっ！」

　この隙すきに魔王の後ろ側に移動していたメルが、背後８メートルの距離から魔ま法ほう詠えい唱しようの構えに入る。

「──魔力は無む尽じん蔵ぞうではないぞ」

　そんな魔王の言葉の直後、メルの両手で渦うずを巻き始めた水流が、途と端たんに消え失せていく。

「そんな──っ」

「強化は消費と比例する。自身の容量を見み誤あやまったな」

　魔王は前を向いたまま、掲げた右手を少しだけ後ろに傾かたむけた。

　炎の一部が雪崩なだれのようにメルへと向かっていく。それはあまりに速く、俺おれが一歩も踏ふみ出せない間に、彼女を襲おそっていた。

「水属性が強化されていて助かったな。気を失ってはいるが、致ち命めい傷しようではない」

　その場に倒れるメル。

　炎に包まれた彼女だったが、服と髪かみを焦こがすくらいで済んでいた。

「残り二人──と言っても、実質一人か」

　魔王は真ん前にいる俺と来くる栖すを見ていた。

「来るか？　来ないか？　来ないなら、この炎はあの街の全土へ飛ぶ」

　挑ちよう発はつ的てきに右手を揺ゆらす魔王。その挙きよ動どうに、俺は唇くちびるを嚙かむことしかできない。

「カズサも『強さ』を望んでいたからな。世界を強きに導くワタシの行いには、今もきっと共感しているだろう」

「──んな訳わけあるかよ」

　魔王の言葉に、俺は大きく舌打ちした。

「……何だ？」

「あいつがそんなこと願う訳無いっつってんだよ」

「魔力の無い弱者が言っても、何の信しん憑ぴよう性せいも無いな」

　虫を見るような目でこちらを見る魔王。

「和かず佐さはこっちに来て変わろうとしてたんだ。自分の強がりを後こう悔かいしてた。ニムさんの言葉を真しん摯しに受け止めてた。俺や来栖を受け入れようとしてた」

　あれだけ嫌いやがっていた魔ま剣けんを手に取って、魔ま獣じゆうを倒してくれて──その時にはきっと、俺おれたちを受け入れてくれていて……。




「──そんなあいつが、お前みたいな考えに、本気で感じ入ることなんてない！」




　その瞬しゆん間かん、魔ま王おうの掲げる右手の剣から、炎が急速に引いていった。

「何──!?」

　そして、互いに何の合図も無いまま、俺と来くる栖すは駆かけ出していた。

　それに合わせて、後ろへ距きよ離りを取ろうとする魔王。だが──、

「なっ──」

　瞬しゆん時じに魔王の足元が凍こおる。

　先ほど溶とけた吹雪ふぶきの水が、再度凍って魔王の足の自由を奪う。

「……ざまぁないわね…………」

　クトネシリカを握りしめたままのニムさんが、倒れながらも魔ま力りよくを振ふり絞しぼっていた。

　だが、魔王の魔力に比べればそれも微び々びたるもの。

　すぐに氷は溶け、またしても魔王の足が自由になるが──、

「取ったぁ！」

　魔王のもとに辿たどり着いた俺。

　長く下ろされた髪かみの毛を強く握りしめ、移動を封ふうじる。

　髪を引っ張られた反動で、彼女のメガネが床ゆかへと落ちた。

　コツン──というその音と同時に、青の聖せい剣けんを構えた来栖が飛び込んでくる。




「──甘い」




　魔王の左手が後頭部に伸びる。

　熱に変えた魔力をその手に纏い、手刀で自分の髪を切り裂さいた。

　摑つかんでいた髪から、頭が離はなれていく。固定されていた手て応ごたえが消える。

　同時に、魔王の体が移動し、視界から消える。

　対象を失い、バランスを崩くずす俺。倒れ込む俺を避よけようとして、走り込んできた来栖も体勢を崩す。

　たたらを踏ふんで持ちこたえる俺と、体勢を立て直せず転ぶ来栖。

　青の聖剣が来栖の手から離はなれる。来栖は地面に突いた手の平を擦すりむき、そこは血で赤く染そまっていた。

「──今のは少し腹が立った」

　視界から消えていた魔ま王おうが、逆ぎやく襲しゆうとばかりに来くる栖すへ向かっている。




「来栖！」




　彼女のもとへ走る。

　丸まる腰ごしだ。

　武器なんて何もない。

　それでも俺おれは──




「ぐっ────痛つううううううう！」

　来栖へ刃はを振ふり下ろそうとした魔王に割り込み、その剣を止める。

　柄つかを持つ魔王の手を滑すべり抜け、俺の手は鍔つば元もとの刃に食い込んでいた。

「苅かり羽ばくん！」

　尻しりもちを突いた体勢から来栖が叫さけぶ。

「何と──、見上げた心意気だ、少年」

　魔王は若じやつ干かん目を見開き、確かに驚おどろきの様よう相そうを見せた。

「守られて……ばっかりだったからな……！」

　手から血が流れる。刃を伝い、鍔元から柄へと赤い液体が落ちていく。

「俺は魔力も無いし、弱いかもしれないけど……！　弱いなりに誰だれかを守りたいって……何かできることはあるんだって……そう思う……！」

「戯ざれ言ごとを……！」

　来栖はさっき、強い弱いが重要じゃないと──、自分がどうやって納なつ得とくできるかだと──そう言った。

「俺も来栖も！　でもって和かず佐さ！　お前も！　強いってことだけ追い求める必要なんてねーんだ！」

「私も……そう思う……！」

　起き上がった来栖の手が、血だらけの俺の手に添そえられる。二人で剣を押し返そうとするが、

　──瞬しゆん間かん、

　紫むらさき色の光が俺と来栖、そして魔王を包んだ。

「「何だ!?」」

　俺だけではない。魔王も叫さけぶ。

　魔王の魔力じゃない？　じゃあ、一体何の──？




　──────

　────

　──




　真っ暗な空間。

　いや、暗いと言うより黒い。

　周囲に何も無く、どれだけの広さがあるのかも分からない。

　そんな中に、一人──

「和かず佐ささん……？」

　メガネも無く、髪かみも短く、ついさっきまでの姿と同じ彼女がそこにいた。

　しかし、目はもう赤くない。

　彼女の風ふう貌ぼうにどことなく懐なつかしさを覚えるが、それが何なのか思い出せない。

「何だ？　ここ？」

「わたしと、苅かり羽ばの心の中……かな」

　──心の中？

「わたしと苅羽が血を交わしたから。だから来れたんだと思う」

「はあ？」

「池で苅羽が私のを飲んで、さっきわたしが苅羽のを取り入れたから」

　和佐さんは左手の平をこちらに向けた。転送初日に負った擦すり傷が、またじんわりと血を滲にじませている。

　俺おれが血を飲んだって──、まさかあの時か。和かず佐ささんが水バシャバシャ掛けてきた時。口に入った水に、血が混ざってたんだ。

　そして今和佐さんが取り入れたというのは、剣を押さえた俺の手傷からだろう。伝った血が、彼女の手の平の傷まで染しみていったのだと思う。

「来くる栖すさんも言ってたよね。血っていうのは色んな力を持ってるって。血を交わせば、その人と意思疎そ通つうを図れるようになったり、だっけ？」

　和佐さんが、俺の隣となりに視線を移す。

　そこに目をやれば、いつの間にか来栖も立っていた。

「でも私……和佐さんとは何も……？」

「苅羽がいるから、来栖さんも来れたんだと思う」

　和佐さんが答える。

　さっき、来栖も傷付いた手で、俺の血に触れた。それが俺と血を交わしたということになったのかもしれない。

「そんなことより──」

　俺は若じやつ干かん声を荒げた。

「大だい丈じよう夫ぶなのかよ？　ずっと魔ま王おうとやらがお前の体乗っ取ってて……どうやったら出て来れるんだよ、和かず佐ささんは」

「分かんない。けど、苅かり羽ばの声は聞こえた」

「俺おれの？」

「うん。わたしが変わろうとしてたとか。強くなくていーんだとか」

　そうか、聞こえてたのか。だから炎が消えたり、ここに呼び込まれたりと──和佐さんも内側からサポートしてくれていた、と。

　しかし、普段言わないような言葉を聞かれていたかと思うと、少々面おも映はゆい。

「でも苅羽、言ってること違う」

　語気を強めて、顔を俯うつむける和佐さん。

「違う？　何が？」

「強い人の真ま似ねしろって。そしたら自信も付いてくるって、そう言ってた」

「誰だれが？」

「…………苅羽が」

　消え入りそうな声で言われる。

　俺、そんなこと言っただろうか。

「だからわたし、頑がん張ばったんだよ？　強くなくちゃいけないって思って……、たとえ強がりだったとしても、そのうちそれが本当の自分になるんだって──でも……」

　和佐さんは唇くちびるを巻き込み、目を潤うるませていた。

　髪かみの短い、メガネも掛けていないその姿で。

　学校とは違う和佐さんがそこにいた。

「どうせ今のわたしなんて噓うそだもん！　いくら強がってみても、学校では『無理してる』って周りに見み透すかされてて……！　でも、こっちの世界に来て、そんな強がりもしなくていいのかもしれないって思ったけど……それじゃあ、今までわたしが高校で築きずいたものって何だったんだろうって……全部無む駄だだったのかなって……もう……消えちゃいたい……！」

　和佐さんが涙なみだを流す。手の甲こうで濡ぬれた頰ほおを拭ぬぐっていた。

「わたし、来くる栖すさんに嫉しつ妬としてるの。何も気にしないで振ふる舞まって、周りから変だって思われても『しょうがない』みたいな顔できて、来栖さんは……ずるいよ……羨うらやましいよぉ……！」

　和佐さんは両手でスカートをギュッと握りしめた。

「教室ではいつも苅羽の隣となりに来栖さんがいて……強がってるわたしは、噓だらけで、実は一人ぼっちで……！」

「──そんな風に言うなよ」

　少しだけ、引っ掛かった。

「そんな風って、何……？」

「自分が噓うそだなんて、そんな風に思う必要ないだろ。──だってそれって、変わろうとした、ってことじゃねーか。否ひ定ていするどころか、むしろ褒ほめて良いことだろ？」

「違う！　怖こわかったから本当の自分を隠かくしたの！　受け入れてもらえないのが怖こわくて、だから外見も内面も、全部噓で固めたの！　そんなの褒めてほしくない！」

「だから本当だ噓だって──、０か１かでしか考えられねーのかお前は！　電卓でさえもっとマシな計算すんぞ！」

「何よそれ……意味分かんないし……」

　嗚お咽えつで声を震ふるわせながら、彼女はゴシゴシと目を擦っていた。

「人付き合いに噓も本当も無い！　相手に合わせて着る服も態度も喋しやべり方も変わる！　そんなの当たり前だ！　全部本当で、全部噓！　学校のお前も、でもってこっちの世界にいるお前も、全部が和かず佐さ単ひとえだろ！　俺おれはどっちの和佐単も知ってるし、両方の和佐単を受け入れる！　だから弱い自分だろうが、強がってる自分だろうが否定すんな！　消えたいなんて言うな！」

「でも……周りからは『無理してる』って言われてるもん……！」

「そんなの限られた奴やつだけだろ？　実際、鈴すず木きさんはどうなんだよ？　俺、あの人のこと見てたけど、和佐さんのことしっかり受け入れてくれてるんじゃないのか？　あの人、今まで和佐さんの陰かげ口ぐち言ったことあるのか？」

「スズは……、そういうことしない」

「ほら……お前が噓だって言ってる中でも、しっかり友達できてんじゃねーかよ。その人間関係まで噓だっていうつもりか？」

　和佐さんは首をプルプルと横に振ふる。「スズは好き」と、そう呟つぶやいた。

「強いとか弱いとか、本当とか噓とか、きっとそういうので括くくりきれるもんじゃねーんだよ、こういうのって。逆に『本当の自分』なんて探し出すとキリ無いだろ？　色んな自分使い分けて、強いの弱いのひっくるめて、上う手まくやっていくしかねーんだと思う」

　だから俺は、来くる栖すみたいなやつを純じゆん粋すいに凄すごいって思う。あれだけ自分を使い分けずに、たった一つの自分だけで過ごしていくのって、きっと辛つらい。

　人目が気にならない訳わけねーもん。いっつも「この一つだけの自分」が受け入れられるかどうかビクビクしながら過ごしていくなんて、俺は無理だ。

　そう思って来栖を見ると、目が合った。ただ、彼女は泣くことも辛い顔をすることもなく、優やさしく頷うなずいた。

「私は、和佐さんのこと好きだと思う」

　来栖が静かに言葉を紡つむいだ。

　和佐さんが目を擦こすり、来栖と視線を合わせる。

「こっちの世界に来て、和佐さんと一いつ緒しよにいて、私、楽しかったもん。何か和佐さんは怒ってたけど、でも、本気で怒ってるような感じでもなくて……。だから私、いっぱいお話できて、嬉うれしくて」

　一いつ瞬しゆんだけ、来くる栖すが止まる。

「──もしかしたら、あっちの世界に戻ったら、和かず佐ささんはまた今までみたいに、鈴すず木きさんたちと一いつ緒しよにいるようになるのかもしれないけど、でも、それでも私は、今日まで和佐さんといた時間を後こう悔かいすることなんてないと思う。私のこの嬉しい気持ち、本当だと思う」

　それを聞いて、和佐さんが大きく鼻をすすった。目を勢いよく擦こすり、頷うなずく。

「────ん、ゴメン。わたし大だい丈じよう夫ぶだわ」

　和佐さんが、目を赤くしながらも、涙なみだを止めていた。

「弱いわたしと強いわたし、どっちとも付き合っていくしかないんだ。苅かり羽ばといる自分も、スズといる自分も、でもって…………来栖さんといる自分も……わたし、嫌きらいじゃないから」

　──その時、

　天から降おりてきたのは魔ま剣けんサティニス。地に突つき刺さると、すぐに鷹たかの使い魔の姿へ形を変えた。

　宙で羽ばたく使い魔が声を上げる。

「気は済すんだか？」

　吐はき捨てるように言う。

「生あい憎にくだが、ここから出す訳わけにはいかない。この器は、すでに主人のものだ」

「関係無いっ……！」

　強い意志のこもった来栖の言葉。

　その瞬しゆん間かん、彼女の手が光り、どこからともなく青の聖せい剣けんが現れた。

　そして、その来栖の手に、和佐さんも手を掛ける。

「わたし、強いとか弱いとかで分けたくない。──ううん、きっと分けちゃうのかもしれないけど、わたしはそのどちらとも、手を取ってみたいから……！」

　二人が持つ聖剣が光り、刃やいばの周りに水が渦うず巻まく。
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「器の心を封ふうじるのも我わが役目──」

　そう言うと、使い魔の体が急きゆう激げきに巨大化した。

　赤と黒のオーラを纏まといながら、その体は高さ二メートル、翼つばさを広げた幅はばは五メートル以上にもなろうかというほどにまで大きくなる。

　数メートルの距きよ離りをもって、俺おれたちと対たい峙じする使い魔。

「後悔せよ」

　地に足を着けて、一気に羽を煽あおぐ。巨大な炎の刃が俺たちに向かってきた。

　だが──、

　和佐さんと来栖──、二人が呼吸を合わせて聖剣を振ふり抜いた。

　前に突つき進む巨大な渦は、炎を搔かき消し、使い魔の体をも貫つらぬく。

「…………貴様は器として欠陥品だ……強さを分かっていない……」

　使い魔まは小さくそう言って倒れた。直後、黒い光がそれを包み、跡あと形かたも残さず消える。

「分かってないんじゃなくて、違うのよ。わたしが欲しい強さって、そうじゃないと思う」

　和かず佐ささんは誰だれに言うでもなく呟つぶやいた。

　そして、

　黒かった世界の表ひよう層そう──それはガラスが割れるように、一気に剝はく離りした。

　周囲が光に満ちる。

　黒と対照的な真っ白な光が、俺おれたちを包み込んだ。




　これで、やっと終わるのだろうか──。

　光に満ちる空間の中、微かすかに人影が浮かぶのが見えた。

　黒いローブを身に纏まとった人間の後ろ姿。

　どれほど離はなれているのか──小さく揺ゆらめくその影は薄うすく、蜃しん気き楼ろうのようにおぼろげだ。

　黒くろ髪かみと銀ぎん髪ぱつが混ざったその人は、浅い角度でこちらを振ふり返る。

　髪で隠かくれた横顔からは、男女の別は判断できない。

　小さく唇くちびるが動く。しかしこちらに声は届かない。

　ただ、その微かすかな口の震ふるえには、憎にくしみのような負の念が感じられた。

　そして次の瞬しゆん間かん、その人影は炎に包まれ消えた。あの赤と黒の混ざった炎は、容よう易いに魔ま王おうのそれを連想させたが──、

　もしかしたらあれが……魔王？




　──────

　────

　──




　真っ暗な屋上。

　俺おれの両りよう隣どなりには来くる栖すと和佐さん。

「戻って……来たのか？」

　辺りを見回す俺たち。

　来栖の手には青の聖せい剣けん。そして、和佐さんの足元には、例の魔ま剣けんが横たわっていた。

「あ、剣が──？」

　和佐さんが俺の隣で呟く。

　魔剣にひとりでにヒビが入り、刃はが真っ二つに折れた。

　二つに分かれた魔剣は発光し、空へと一直線に白い光が伸びる。

「偽ぎ陽ようが──戻るのか？」

　放たれていく光は一点に集まり、見覚えのある丸い輝かがやきを形成した。

　空が昼の明るさを取り戻す。

「んー……」

　床ゆかに寝そべっていたニムさんとメルが、朝を迎むかえた子供のように目を擦こすっている。

「明るいのです……？　──あ、カリバさんにクルスさん、でもって──え、どなたですか？」

　メルがショートカットの和かず佐ささんを見て、さらに目を擦る。

「──和佐さんな」

　たまらず俺おれが補足すると、メルは驚おどろきつつも、すぐにホッとしたような顔になった。

「そうですか……。それで、魔ま王おうは？」

「よく分からないけども……あれなのか、な？」

　俺は戻った偽陽を指差す。しかし、魔ま剣けんが折れた今、偽陽の魔ま力りよくを引き出す物も他に無いのではないだろうか。

　メルは若じやつ干かん苦笑いを見せながらも、「ま、良しとしましょう」と微笑ほほえんでいた。

「そーよ、もう良し。終わり。一件落着」

　そう言いながら、メルの背後でニムさんが背伸びをしている。

「もうトラブル続きで疲れちゃったわよ。早く帰ろう？」

　彼女の言うことももっともだ。

　緊きん張ちようの糸が切れ、つられて背伸びをしていたその時、

「苅かり羽ばくん、あの折れてるやつ、何か光ってる」

　来くる栖すが指差したのは折れた魔剣。

　すでに偽陽が光を取り戻し、もはや使い物にならなそうな刃はだったが、その光は間ま違ちがいなく、自身に何か役目があることを伝えていた。

　来栖が柄つかを持ち上げると、纏まとっていた光は中庭の池へと一直線に伸びた。

「あ、見て見て！　あの池、鏡みたい！」

　来栖の言うとおり池を見下ろすと、水面が磨みがき上げられた鏡のように、鮮せん明めいに空と雲を映している。

　思わず和佐さんを見ると、やはり──。

　胸元──勾まが玉たまのある位置が光っていた。

「まさか、帰れる……のか？」

　根こん拠きよは無い。

　だが、この場所と俺たちの学校が繫つながっていると考えるなら──。

　徐じよ々じよに魔剣の光も弱くなっていた。その寿じゆ命みようが迫せまっているかのように輝かがやきを失っていく。

「しゃーない……行くか……」

　覚かく悟ごを決める。

「そう言うと思ってたよ！　頑がん張ばって苅かり羽ばくん！」

　何な故ぜか来くる栖すに励はげまされる。

「いや、お前も一いつ緒しよに行くんだよ。帰るんだよ」

「うん、帰る気はあるよ。で、まず苅羽くんが飛び降おりて、大だい丈じよう夫ぶそうだったら私も行く」

「大丈夫じゃなかったら？」

「お墓はかに毎月パンを備える」

　ついにアンコまで排はい除じよされた。

「一緒に来い！　この野や郎ろう！」

　俺おれは来栖の腕をがっしり摑つかむ。

「いやああああ！　殺されるうううう！」

「人聞きの悪いこと言うな！　さっき助けたばっかりだろうが！」

　そこで初めて両手の切り傷を思い出す。ズキズキと痛みが騒さわぎ出していた。

「ほら、和かず佐ささんも」

　俺はもう片方の手を差し出す。

　だが、彼女はどうにも歯切れが悪い態度。

「あの……今回のことって、全部わたしのせいでしょ？　魔ま王おうが乗り移って、みんなに迷めい惑わくかけて──」

「今さら何言ってんのよ」

　声を上げたのはニムさん。

「そうですよ、炎属性のくせに水みず臭くさいんですから、まったく」

　メルも続く。ニム・メルコンビは笑顔だった。

「文字どおり、全部水に流したってさ」

　来栖が横から声を掛ける。

　みんなの声を聞いて、和佐さんはおもむろに頷うなずいた。

「──うん」

　素直でよろしい。

「じゃあ、そういうことだから、あと任せた。──それとも、一緒に来るか？」

　残されたニム・メルコンビ。

　だが、彼女たちは首を横に振ふった。

「今度は、きちんと帰れるようになってから行くわ」

「あたし、転送魔ま法ほう覚えるのです。だから、またすぐに会いに行くのですよ」

　おー、と俺おれは短く答えた。




「じゃあ、また！」




　俺おれたち三人、池めがけて飛び降おりた。

　そして、落ちる途中──、

「ああ！　エクスカリバーⅡ忘れた！」

　来くる栖すは名残なごり惜おしそうに、何も持っていない手をばたつかせていた。

　──武器は装備しないと意味が無いぞ。







　　　エピローグ




「はあ？　思い出してた訳わけじゃないの？」

　そんな風に、和かず佐ささんに言われた。

　異世界から戻った次の日、彼女から電話が掛かってきた時のことだ。

　和佐さんから連絡をもらうのなんて初めてだったから、一体何だと緊きん張ちようしたが、どうにも要よう領りようを得ない。

　彼女はどこか恥はずかしがったような声こわ色いろで、歯切れ悪く「覚えてないの？」とか「さも覚えてるみたいに言ってたのに」とか「マジ意味分かんない」などと言うばかり。

「だから何のことだってよ？」

「強がってるわたしも強がってないわたしも知ってる、みたいに言ってたじゃん！　それってつまり中学の頃ころのわたしも知ってるよって、そういうことでしょ!?」

「あ？　中学？」

　何で俺が和佐さんの中学時代なんか──、

　と言いかけたところで、不意に頭に像が浮かんだ。

　メガネの無い、髪かみの短い和佐さんの顔。

　そしてそれは、俺の記き憶おくの中にいる一人の少女とリンクする。

　中学三年の頃ころの陸上競技場。そこで出会った他校の生徒。

　あの子が──まさか──？




『強い人の真ま似ねしろって。そしたら自信も付いてくるって、そう言ってた』




　異世界で言われた和かず佐ささんからの言葉が想そう起きされる。

　そうだ、確かに俺おれは言った。強い奴やつの真似をすれば良いと。相手が勝手にビビると。中三の俺はそんなことを口にしていた。

　──和佐さんの根本は、あの俯うつむきがちな少女。

　そこから髪かみを染そめ、髪形を変え、メガネを掛け、過去の自分を払ふつ拭しよくし、あの勝気な態度で高校デビューを果たした、と。

　和佐さんが異世界で言っていた強い弱い云うん々ぬんは、中学時代のことについても言げん及きゆうしたものだったのか──。

「ごめん、今気付いた」

　そう言うと、和佐さんから十五分くらい説教をくらった。もっとも、語ご彙いが限られていたのでやはりダメージは少なかったのだが。

「──まあ確かに俺が悪かったよ。でも、髪の色も、髪の長さも髪型も違えば、メガネだって増えてるし、雰ふん囲い気きも変わってんだからさー。ってか、お前は去年から俺のこと気付いてたんだろ？　だったら言えよ」

「言える訳わけ無いでしょ？　あんたに言われたとおり色々変えてみました、高校デビューしてみましたって？　恥はずかし過ぎるでしょ」

　つまり、男が自みずから気付け、という論理。無理だって。

　ちなみにあの大会で、俺の隣となりを歩いていた彼女のゼッケン番号は１８番だった。奇くしくも今回の席替えにおける、俺と来くる栖すの番号と同じ。

　そして今回、和佐さんは一つ前の席の１７番だった訳で。

「苅かり羽ばの言うとおり高校ではっちゃけたら、いつの間にか抜かしちゃったね。苅羽の前に来ちゃった」

　それは何だか上位グループと下位グループの境きよう界かい線せんのようにも思えて、複ふく雑ざつな気分だ。

「でも、本当はわたしの番号だったんだからね」

「何が？」

「１８番」

「あ？　まあ、そういう言い方もできるか」

　何が言いたいのかよく分からないが。

　そんな俺のクエスチョンマークを感じ取ったのか、和佐さんは「バカ」と相変わらずのワンパターンな罵ば倒とうを残して会話を打ち切った。







　そして──。

　ゴールデンウィークが明けてから数日が経たった。

　その昼休み。

「お、カリバンドマン」

　はい鈴すず木きさん。俺おれそんなにドラムの腕に自信持ってないよ。

　トイレの前で出くわしたが、一人とは珍めずらしい。

「みんな授業終わったらすぐどっか行っちゃったんだよねー」

　聞いてもいないのにそんなことを言う。心を読まれたのか、単にどうでもいいことを言う癖くせがある人なのか。多分後者だろうけど。

「そう言えば、ありがとね」

　いきなり感かん謝しやされる。仏ぶつ道どう修しゆ行ぎようでもしているのか。

「何の話？」

「カズのこと」

　和かず佐ささん？

「最近、クルスージーとカリバーンとさ──」

「その呼び方何とかなんないか？　どこの国の童どう話わだよそれ」

　ダメだった？　てへぺろー、とか言う鈴木さん。今確信したけど、俺の初恋もう完かん璧ぺきに終わってるわ。ぶん殴なぐりたい。

「最近、来くる栖すさんと苅かり羽ばと、時々一いつ緒しよにいるようになったでしょ、カズ」

　確かにそう言えなくもないが、何故それで礼を言われるのか。休み時間に雑ざつ談だんしてるくらいのもんだが。

「何てゆーか、楽しそうだから」

「──そっちと一緒にいる時は違うのか？」

「うーん、どっか壁かべがあるっていうか、まだちょっと猫ねこ被かぶってるっていうか……もう一年経たつんだけど、カズってあんまワガママ言わないんだよね。ちょい悲しーかも」

　──何だ、やっぱりこの人、見かけによらず良い人だな。

「あ、そうだ鈴木さん、何でこの前、和佐さんにノート探させてたんだ？」

「ノート？」

「連休前の放課後。和佐さん、鈴木さんのノート持って廊ろう下か歩いてた」

「……？　──あ、そっか、そういうこと……」

「どういうこと？」

「女子特有の面めん倒どうくさい嫌いやがらせ。あたしあの日、『ノート忘れた』ってうちの二人に言ってたんだけど、きっとあいつら、カズのことおもちゃにしてたんでしょ。何だかんだ理由付けて、パシらせてたんだと思う。あたしのなら取りに行っちゃうから、カズは」

　鈴すず木きさんは、はーあ、と面倒くさそうに溜ため息いきを吐ついていた。

「何でこうなっちゃうんだろ。あたしはみんなと気き兼がねせずにやりたいだけなんだけど」

　彼女が腰こしに手を当てて言うと、廊ろう下かの向こうから言い争いの声が聞こえてきた。

「おっ、何だ！　面おも白しろそう！」と鈴木さん。

「じゃ、俺おれはこれで」

「見に行こー、カリバちゃん」

　連れてかれた。







　昼飯時には人通りの少ない理科室前の廊下。

　その曲がり角から、顔を覗のぞかせて様よう子すを窺う人間が一人。

「来くる栖す？」

「あ、苅かり羽ばくん──と、うわ、鈴木さん」

「うわって何、うわって。クルスージー有罪」

　相変わらずどっちも面倒くさいキャラだな。できれば出会わせたくない二人。

「誰だれが喧けん嘩かしてんだ？」

「和かず佐ささん」

　──え。

　俺おれも顔を覗のぞかせると、確かに和佐さんがそこにいた。

　それに対するは二人。例の鈴木さん一味。

「おいボス、止めに行けよ」

　鈴木さんを促うながす。

「いや、面白そうだからこのまま隠かくれて見ていよー」

　この人なんかニムさんに似てんな。

　さて、そんなこんなで、やや趣しゆ味みの悪い覗きをすることになってしまったが……。

「最近カズ、来栖たちと仲良くね？　どしたの？」

「……まあ、席近いから話してるけど」

「ってか超楽しそうじゃん。何？　底辺に仲間入りしたの？」

　マジかよー、と笑い合う二人。

　和佐さんは口を真一文字に結んでいる。

「カズ、もうさー、うちらといなくていーじゃん。来栖と仲良くやってればいーじゃん」

「超似合ってるし。カズぴったり。あそこら辺の界かい隈わいにぴったり」

「別に──」

　と、そこから徐じよ々じよに音量を上げる和かず佐ささん。

「それはわたしが決めることだし。スズたちといるか、来くる栖すさんたちといるか、どっちかに絞しぼる必要ないでしょ」

　力強い口調。

　一いつ瞬しゆん、二人がキョトンとした顔になる。

「え、何、マジになっちゃった？　やだもー、カズこわーい」

「それはわたしが決めることだし──キリッ、みたいな。……えー、何？　そんなマジになるくらい好きだった？　スズのこととか、あと……来栖のこととか？　……ぷっ」

　二人が「やめてよー」と、肩を叩たたきながら笑い合う。

「──好きだよ」

　強い、和佐さんの声。

　二人の笑いが止まる。

「わたし、スズのこと好き。一いつ緒しよにいたい。それから……来栖さんのことも……全然、嫌きらいじゃない……好き……かも」

　来栖の顔を見てみると、「ほおぉぉ」と、新種の生物でも見るような、感かん嘆たんと現実味の無さがない交ぜの表情になっていた。

「大出世だな、来栖」

　あれだけ拒きよ絶ぜつされていたというのに。人生何が起こるか分からない。

　感心していると、俺おれの横で、鈴すず木きさんが大きく息を吸い込み、陰かげから声を放った。

「じゃあ苅かり羽ばのことは？」

「うん……苅羽のことも……まあ、────って誰だれ!?」

　和佐さんがダッシュで駆かけてきた。

　咄とつ嗟さの行動に対たい処しよできず、三人揃そろって仲良くバレた。

「ちょ──、あんたたち、聞いてたの!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、苅羽のことが好きっていうのは聞こえてないから」

　何言ってんの鈴すず木きさん。

「あ、そう……それならまだ、まあ────って言ってないし！　はああああ!?　バッカじゃないの!?　スズ、あんた意味分かんない！　バーカ！　ぶわあああああか！」

「あっはっはっは！　カズにバカって言われた！　ウケる！　新しん鮮せん！」

　顔を真っ赤にする和佐さんと、腹を抱かかえて馬ば鹿か笑いする鈴木さん。

　そして、何な故ぜだか俺のワイシャツをギュッと握りしめる来栖。

「どうした？」

「何か……摑つかんでみた」

「……？　変な奴やつだな？」

　いつもだけど。

「苅かり羽ばくん……ばーか」

「え、なんで？」

　来くる栖すは黙だまって、頰ほおを膨ふくらませている。

　一体何だ、この空気。

　異世界に残ったままの魔ま王おうの存在が気掛かりだったが、何だか身内の中でも一ひと悶もん着ちやくありそうな──。

　本当、どうなるんだろうか。





終わり









　　あとがき




　皆みな様さま、お久しぶりです。くさかべかさくでございます。

　この「クズが聖せい剣けん拾った結果」で四ヶ月前にデビューさせて頂きましたが、多くの方のご声せい援えんを頂ちよう戴だいし、二巻を出版することができました。誠にありがとうございます。

　さて、こうしてあとがきを書いていると、慌あわただしかったこれまでの日々が走そう馬ま灯とうのように思い返されます。

　五月には初めて電でん撃げき文庫編集部にお招まねきあずかり、数時間作業した後、担当編集者さん二人と飲み屋に行く機会を頂きました。

「結婚、憧あこがれますよね」

　人並みの幸せに羨せん望ぼうを抱いだく私は、ポツリとそんなことを漏もらします。すると編集者さんは真顔で、かつ親身になって貴き重ちようなアドバイスを下さいました。

「いいですか、くさかべさん。結婚したらラノベなんて書けません。童どう貞ていだから萌もえが書けるんです。童貞だから萌えに深みが出るんです。結婚なんて正気の沙さ汰たじゃない。お願いだから目を覚さまして下さい（超笑顔）」

　とんでもない世界に足を踏ふみ入れてしまいました。

　ちなみにその日は、編集部が予あらかじめ取って下さっていたホテルがありました。飲みの後、編集者さんはホテルまで私を案内して下さった上に、チェックインの手続きまでして下さるという神対応。私はロビーのイスで待ちながら、高そうなホテルだなあとキョロキョロするばかり。

　そんな中、フロントから戻ってきた編集者さんが私に一言──、

「すいませんくさかべさん、ホテルここじゃなかったです」

　信しん頼らい関係を対たい価かにした渾こん身しんのギャグ。このあと別のホテルまで歩いたのは良い思い出です。

　その後も編集者さんとは仕事を重ね、七月下旬には二巻初しよ稿こう直しの打ち合わせをしました。

「くさかべさん、初稿の段階でもギャグは九割面おも白しろいので──」

「え、本当ですか、あはっ、どうもありがとうございます！」

「あ、すいません、言い過ぎました。正確に言うとですね、七割面白くて、二割つまんなくて、残り一割は全く意味が分からないです」

　このあと互いに愛あい想そ笑いでやり過ごしたのも良い思い出です。

　編集吉よし岡おかさん、小お野の寺でらさん、いつも感かん謝しやいたしております。この度たびは私のスケジューリングが甘く、ご迷めい惑わくをおかけいたしました。Ａｎｍｉさん、柔やわらかで温かみに溢あふれたイラストをありがとうございます。次に生まれ変わるなら、Ａｎｍｉさんの描かくキャラクターになりたいです。職場の皆様、一巻から変わらぬご理解ご協力を賜たまわり、私は幸せ者です。

　最後に読者様。皆様から頂いたご声せい援えんにお応えできるよう精しよう進じんしつつ、次巻でお目に掛かれることを願っております。
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　　クズがお化け屋敷行った結果




　とあるテーマパーク内のお化け屋敷──俺たちはそこにいた。

　暗く狭い通路。目を凝こらさなければ数メートル前もよく見えない。

　それでも所々に僅わずかな灯あかりが設置され、電球に集まる虫のように進路を導みちびかれている俺たち。

「暗いね……苅かり羽ばくん……」

　キョロキョロと周囲を見回しながら、俺の隣を歩くのは来くる栖す麻ま央お。高校のクラスメート。

　つい先日、彼女が聖剣を拾ってから行動を共にするようになった。

　何を言ってるのか分からないと思うが、俺もよく分からないから大丈夫、大丈夫、まだ慌あわてる時間じゃない。

「こんなに暗いと、ダンジョンの最下層みたいでワクワクするね。モンスターいるかな？」

　これが高２女子の真ま顔がおのセリフである。大丈夫じゃねーなこれ。

「ねえカリバ、何でここ、こんなに暗いの？　節せつ電でん？」

　俺の後ろから聞こえる女性の声。

　赤く長い髪をたなびかせる彼女はニムさんといい、異世界の市役所聖剣課に勤つとめる公務員だ。いや、信しん憑ぴよう性せい無さ過ぎるのは自分でもよく分かってるよ。でも事実なんだよ。お化け屋敷を節電とか言う辺り、文化ギャップがある。　そういうことにしておいてほしい。

「ううう、ちょっと暗過ぎるのですよ……」

　ニムさんの袖そでを摑つかみながら歩くのがメル。青いツインテールの彼女はニムさんの後輩で、やはり異世界の聖剣課に勤めているそうだ。

　この二人は、手て違ちがいで聖剣をこちらの世界に送ってしまい、それを取り戻すために異世界からやって来た。

　だが、ファンタジー大好きの来栖がその聖剣を拾ってたもんだから、剣を返す返さないでモメにモメた。

　まあその件に関しては、今は小しよう康こう状態を保たもっており、異世界人二人とは順調な関係を築きずいている。

　その結果、今日は気分転換に四人でお化け屋敷──なんてことができている訳だ。

「あ、そうだ、ニムの聖剣貸して」

　思い出したように来栖が言う。

　ニムさんが渡したのは赤い傘かさ──のように見えるが、実は中に刀状の聖剣が仕し込こまれている。クトネシリカという氷の聖剣らしい。

　俺たちの世界で言えば普通に銃じゆう刀とう法ほう違い反はんの代しろ物もの。所持しているだけでヤバイし、ましてや剣を抜いて刃を露あらわにするなどもってのほかだ。

　それは俺も来栖も重じゆう々じゆう承しよう知ちしている。もう高校生だし、それなりに常識はわきまえているつもりだ。

　さて、剣を受け取った来くる栖す。彼女は右手で柄つか、左手で傘かさ布ぬのを握ると、仕し込こまれていた剣をおもむろに抜いた。片かた刃ばの剣けん身しんが露あらわになり、透き通るようなその刃は

「おい待て」

　俺は来栖の腕を摑つかむ。

「どうしたの苅かり羽ばくん？　あ、苅羽くんも聖剣欲しかった？　悪いね、この聖剣一人用なんだ」

　成り金がメガネをハブる時みたいな言い方すんなよ。

「あのな、こういう場所で剣を見せるな。普通に犯罪だぞ」

「えー、大丈夫だよ。こんなに暗いし、これが本物の剣だなんてバレないって」

　そう言って、無む邪じや気きに剣を振ふって見せる来栖。

「だからやめろって！　今なんか霰あられみたいなの出てたから！　属性武器の追加攻撃出てたから！」

　しまえしまえ、と再度来栖の腕を摑む。

「しまっちゃダメだよ。ダンジョンで武器外すとか縛しばりプレイにも程があるよ。どうかしてるよ」

「お化け屋敷で刃渡り50センチの刃物振り回してる方がよっぽどどうかしてんだろ」

　ありのままでレリゴーし過ぎなんだよ。氷属性なら何やっても許される訳じゃねーから。

「……あれ？　な、何か聞こえてくるのです。……な、何なのですかこれはぁ……」

　後ろにいたメル。急に立ち止まり、ニムさんの袖そでを摑んだままプルプル震えている。

　聞こえてきたのは『一枚……二枚……』という、か細い女性の声。怪かい談だん「番ばん町ちよう皿さら屋や敷しき」だなこれ。

　お菊きくという女じよ中ちゆうがとある男から妾めかけになれと言われたが断り、それに腹を立てた男がお菊に因いん縁ねんをつける。お菊は屋敷で十枚セットの家か宝ほうの皿の管理をしていたが、男はそのうち一枚を隠し、お菊の責任を追及して責め殺す。それからは毎夜、屋敷の井戸から皿を数えるお菊の声がするようになった、という話。

「なに怖がってんのよ。何か数えてるだけじゃないの」

「でもぉ……ひいぃぃ……」

　ニムさんに呆あきれられながら、摑んだ袖に引っ付いていくメル。

　程度の多少はあれ、男子が期待する女子の反応ってああだよな。

「中ボスはお菊さんかあ。呪じゆ文もん詠えい唱しよう系けいだね。防御力低そう」

　怯おびえるどころか殺る気に満ちた鼻息を撒まく来栖。お菊さん逃げて。オーバーキル必ひつ至し。

『三枚……四枚……』

　進んでいくと、いた。

　お菊さん役の人、もといお化ばけ。井戸のセットにもたれかかりながら、白しろ装しよう束ぞくを着て、おどろおどろしい雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

「これ何を数えてんの？」

　ニムさんが至し極ごく真っ当な質問をする。

「皿ッスよ、皿」

　俺は簡単にこの怪かい談だんの説明をする。

「幽霊にまでなってやるのが、皿数えることだけなの？　もはや泣き寝入りに等しいじゃない」

　そう言われればそうだな。

「要はストーカー被害に遭あったっていう話でしょ？　ちゃんと被害記録付けて警察に届け出ないと。あんたもっと頑張んなさいよ」

　ニムさんが幽霊の肩をペシッと叩く。小さく『うっ』て聞こえた。

　それでも、お菊きくさんは平へい常じよう心しんを保って皿を数え続ける。バイトなのに意識高い。偉えらい。

　そんなお化ばけの様子を見ながら、来くる栖すが思い出したように言う。

「あ、そう言えばうちのおじいちゃんも似たようなことしてるよ。老人会で貰もらってくるプリントに、『昨日の夕飯のおかずの品数を数えてみましょう』っていうのが」

「認にん知ち症しよう対策じゃねーから！」

　そうこうしているうちに、お菊さんが七枚目の皿まで数え終わる。

「ひいいい、ま、まだ数えてるのですっ、か、カリバさん、早く逃げましょうっ」

　この雰囲気の中にあって、メルはまだ怯おびえていた。一種の才能かもしれない。

「苅かり羽ばくん、何かこれ『死の宣せん告こく』っぽいね。数え終わる前に倒した方が良いかもしれ」

「待てって！　剣を振り上げようとするな！」

　来栖の腕を押さえる。

「何で止めるの？　相手はアンデッドモンスターだよ？」

「人だよ！　バイトだよ！」

　命の危機に晒さらされているのに危険手当も貰ってないんだぞ。お前のせいで雇用契約に齟そ齬ごが生じてるよ。

『八枚……九枚…………………………』

　お菊さんの声が止まる。

　まあしょうがない。一枚足りないっていう恨うらみの怪談だからな。お菊さんもただ数えるだけで、それ以上に何かすることも無い。

「止まっちゃった。バグ？」

　来栖が首を傾かしげる。お前の存在が一番のバグだよ。デバッグ急きゆう務むだよ。

「これ何で止まったの？」とニムさん。

「ひいいいい、きっと九きゆう進しん法ほうのお化けなのですううう！」

「メルお前実じつはちょっと余裕あるだろ」

　などとツッコミを入れていたら、バイトのお菊きくさんが申し訳なさそうに『終わりです……』と小さく頭を下げてきた。ホントごめん。

　そこからさらに先へ進むと、今度は墓はか場ばのセットの近くでしゃがみこんだ和服の女性が一人。俺たちのいる通路側に背を向けて、こちらに顔が見えないようになっている。

「バックアタック！」

「だからやめろって！」

　先制攻撃のチャンスに目を輝かがやかせる来くる栖すの襟えり元もとを摑つかむ。「冗談だってば」と笑う来栖だが、澄すんだ目の光がアブナイ。

「こ、今度は何なのですかあ……もうイヤなのですっ……！」

　怯おびえるメルが、さっさとこの場を通り過ぎようとした。

　すると、甲かん高だかい不気味な笑い声が響ひびくとともに、しゃがんでいた和服の女がメルへと振り返った。

「ひいいい！　顔が無いのですううう！」

　のっぺらぼうに怯えるメル。そして、その様子に呆あきれているニムさん。

「なに怖がってんの。うちの部長の後頭部みたいなもんでしょ」

　ハゲに厳しいスタイル。

　その横では、来栖が落らく胆たんの色を浮かべている。

「ラスボスはのっぺらぼうかあ。地じ味みだなあ。変身しないかな。のＤっＲぺＡらＧぼＯうＮとか」

「お前の世界観、統とう一いつ性せい皆かい無むだな」

　さて、ニムさんの言葉でやや落ち着きを取り戻しかけたメルだったが、直ちよく後ご、のっぺらぼうの首が勢い良く上空へと伸びた。

「うひいいい！　首がっ！　首があああ！」

　のっぺらぼう→ろくろ首へのコンボに腰を抜かすメル。

「第二形態！」

　来栖に目の輝かがやきが戻る。

「見て苅羽くん、変身した！　変身！」

　これを変身と呼ぶのかどうかは定かでないが、来栖が楽しそうだから良しとしよう。

　しかし、よくよく考えればこいつが一番堪たん能のうしてるよな。小学生でも、ここまではしゃがないんじゃないだろうか。

「凄すごい凄い！　遠距離攻撃得意そう！　こういう相手には剣より魔法だよ！」

　そう言って、来栖はメルを見つめる。メルはこの中で唯一魔法を使えるため、来栖からこの上なく頼りおもちやにされている。

「ほらメル、破壊やっちゃえ、滅亡やっちゃえ！」

　何か今凄く不安になった。

「む、無理なのですよぅ。腰が抜けて……く、クルスさんにお任せしますっ……！」

「ほい来たっ！」

「ちょっと待て、待とうぜ」

　今日何度したか分からない制止。

「もー、さっきから苅かり羽ばくんは何？　あれは人じゃないからいいでしょ？」

　のっぺらぼう兼けんろくろ首を指差す来くる栖す。確かにあのギミックから言って、作り物ではあると思うが……。

「お前と敵とでレベル差があり過ぎる。相手が不ふ憫びんだ。やめよう」

「今ノーダメージ縛しばりだからいーの。相手に攻撃の隙すきを与えないまま死し闘とうを繰り広げるよ」

　それ死闘じゃなくて一方的な殺さつ戮りく。

「とにかく、相手が機械でも斬るの禁止だ。壊したら損そん害がい賠ばい償しよう請求されるぞ」

「え、何？」

　いつの間にか頭上に剣を掲かかげている来栖。

「聞けよ！」

　俺のツッコミもむなしく、剣は青く光ると、お化け屋敷の内部全てを吹ふ雪ぶきで包み込んだ。特に俺とか。

「こら来栖！　お前何してんだ！」

「斬っちゃダメって言うから状態異常狙ねらったんだよ。氷こおり漬づけ」

「味方もろともかよ！」




　──その後、吹雪はすぐに収まったが、屋敷内は雪だらけ。こんもり積もった白い雪が、ごく僅わずかな照明を淡あわく反射していた。

　そんな中、来栖が満足げに背伸びをする。

「うーん、やっぱりお化け屋敷って良いね。すっごく涼すずしくなる」

「いや物理的にじゃねーから」

　寒さで体を震ふるわせていると、どこからともなくお菊きくさんのくしゃみが聞こえてきた。

　ホントごめん。





終わり
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くさかべかさく

私の著者近影出すよりも、Anmiさんのイラスト出した方が皆さん喜ぶと思うので、ここの著者とイラストレーターの位置、右左逆にしませんか。
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イラスト／Anmiあんみ

前よりも少しマシになったかと思ったら、伸び悩むという日々の連続です。でも頑張ります!!







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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